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大　

 

野　

 

榮　

 

人

伊　

 

藤　

 

光　

 

壽

は 

じ 

め 

に

　

本
論
文
は
、『
法
華
玄
義
』
巻
第
一
之
上
の
第
一
部
七
番
共
解
の
第
一
章
標
章
の

第
五
節
「
教
相
」
の
部
分
を
原
典
解
明
し
て
い
く
こ
と
を
意
図
し
て
究
明
し
て
い
く

も
の
で
あ
る
。

　

本
研
究
は
、
平
成
二
十
二
年
度
春
学
期
（
四
月
〜
七
月
）
の
大
学
院
文
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程
お
よ
び
後
期
課
程
の
「
演
習
」
の
授
業
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
授
業

の
受
講
生
は
、
仏
教
学
仏
教
史
学
専
修
（
二
）
の
次
の
諸
氏
で
あ
る
。

　
　

萩
千
秋
〔
前
期
一
年
〕、
ダ
オ 

ト
リ
ン 

チ
ン 

ニ
ャ
ン
・
ト
ラ
ン 

ア
ン 
コ

ア
・
ト
ラ
ン 

ク
オ
ッ
ク 

フ
ォ
ン
（
ベ
ト
ナ
ム
）〔
前
期
二
年
〕、
川
瀬
隆
〔
後

期
一
年
〕、
加
藤
高
敏
〔
後
期
二
年
〕、
伊
藤
光
壽
〔
研
究
生
〕、
武
藤
明
範
・

水
野
荘
平
・
久
田
静
隆
・
猿
渡
あ
ゆ
み
・
ト
ラ
ン 

ト
ウ
イ 

カ
ン
（
ベ
ト
ナ

ム
）、
加
藤
正
賢
・
森
琢
朗
〔
研
究
員
〕、
今
井
勝
子
・
當
間
日
澄
〔
聴
講
生
〕

　

授
業
は
、
輪
読
形
式
で
行
な
い
、
右
記
の
大
学
院
生
諸
氏
が
下
調
べ
を
し
て
発
表

し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
伊
藤
光
壽
氏
が
毎
時
間
「
書
き
下
し
文
」、
詳
細
で
膨
大
な

「
注
」、
的
確
な
「
現
代
語
訳
」
を
作
成
し
て
頂
き
、
そ
れ
を
私
が
加
筆
し
、
そ
れ
を

訂
正
し
て
頂
い
て
、
授
業
で
読
み
合
わ
せ
を
し
て
、
完
全
な
原
稿
を
作
成
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

伊
藤
光
壽
氏
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
研
究
成
果
を
世
に
送
り
出
す
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
衷
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　

伊
藤
光
壽
氏
を
は
じ
め
、
大
学
院
受
講
生
全
員
の
智
慧
を
結
集
し
て
で
き
あ
が
っ

た
研
究
成
果
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
誤
記
・
誤
読
な
ど
多
く
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
責
任
の
全
て
は
、
私
に
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
大
方
の
ご
批

判
・
ご
教
示
を
賜
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

　

本
論
文
の
構
成
は
、
最
初
に
「
原
文
」
と
「
書
き
下
し
文
」
を
、
つ
ぎ
に
「
注
」

を
、
最
後
に
「
現
代
語
訳
」
を
付
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

〔
原　

　

文
〕

問
云
何
相
資
。
答
小
聞
㍼於
大
⊿
恥
㍾小
而
慕
㍾大
是
爲
㍼頓
資
∑小
。
佛
命
㍼善
吉
㍽轉
㍾

敎
大
益
㍼
菩
薩
⊿
是
爲
㍼
漸
資
∑
頓
。
如
㍼
前
分
別
⊿
但
約
㍼
顯
露
㍽
明
㍼
漸
頓
五
味
之

相
⊿
若
論
㍼不
定
㍽義
則
不
㍾然
。
雖
㍼高
山
頓
説
㍽不
㍾動
㍼寂
場
⊿
而
遊
㍼化
鹿
苑
⊿

雖
㍾説
㍼四
諦
生
滅
⊿
而
不
㍾妨
㍼不
生
不
滅
⊿
雖
∮爲
㍼菩
薩
㍽説
∫佛
境
界
∵
而
有
㍼二

乗
智
斷
⊿
雖
㍼五
人
證
∑果
不
㍾妨
㊦八
萬
諸
天
獲
㍼無
生
忍
⊿

〔
書
き
下
し
文
〕

　

問
う
。

　

い
か
ん
が
あ
い
資た

す

く
）
35
（
や
。
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答
う
。

　

小
は
大
を
聞
き
、
小
を
恥
じ
て
大
を
慕
う
。
こ
れ
を
、
頓
が
小
を
資
く
と
な
）
36
（

す
。

仏
は
善ぜ

ん

吉き
つ

に
命
じ
て
教
を
転
じ
、
大
い
に
菩
薩
を
益や
く

す
。
こ
れ
を
、
漸
が
頓
を
資
く

と
な
）
37
（

す
。

　

前さ
き

に
分
別
す
る
が
ご
と
き
は
、
た
だ
顕け
ん
ろ露
に
約
し
て
、
漸ぜ
ん

・
頓と
ん

・
五ご

み味
の
相
を
明

か
す
の
み
。
も
し
不ふ

じ
ょ
う定
を
論
ず
れ
ば
、
義
は
、
す
な
わ
ち
然
ら
）
38
（

ず
。

　

高こ
う
ざ
ん山
に
て
頓
説
す
と
い
え
ど
も
、
寂
場
を
動
ぜ
ず
し
て
、
し
か
も
鹿ろ
く
お
ん苑
に
遊ゆ

け化

す
）
39
（

。

　

四
諦
の
生
滅
を
説
く
と
い
え
ど
も
、
不
生
不
滅
を
妨
げ
）
40
（

ず
。

　

菩
薩
の
た
め
に
仏
の
境
界
を
説
く
と
い
え
ど
も
、
し
か
も
二
乗
の
智
断
あ
）
41
（

り
。
五

人
が
果
を
証
す
と
い
え
ど
も
、
八
万
の
諸
天
が
無
生
忍
を
獲う

る
こ
と
を
妨
げ
）
42
（

ず
。

〔
注
〕（

35
） 

い
か
ん
が
あ
い
資
く
や
＝
「
相
資
」
は
、〈
あ
い
た
す
く
〉
と
訓
み
、
互
い
に
た

す
け
合
う
関
係
を
い
う
。

 

　

こ
こ
で
は
、 （
35
）の
問
い
に
続
く
、「
答
え
る
」
の（
36
）〜（
37
）の
文
が
「
相
資
」

の
内
容
と
な
る
。「
資
」
は
、
元
手
を
与
え
て
た
す
け
る
こ
と
を
い
い
、「
助
」
は
、
力

を
添
え
て
た
す
け
る
こ
と
を
い
う
。
資
け
る
の
は
一
方
通
行
で
は
な
く
、
相
互
通
行
の

か
た
ち
を
取
る
。
元
手
と
な
る
の
は
、
頓
教
で
あ
り
漸
教
で
あ
り
、
大
乗
で
あ
り
小
乗

で
あ
る
。
大
乗
が
小
乗
を
助
け
る
こ
と
も
あ
り
、
小
乗
が
大
乗
を
助
け
る
こ
と
も
あ

る
。
大
乗
が
小
乗
の
た
め
に
大
乗
の
教
え
を
聴
聞
す
る
会
座
を
設
け
て
、
小
聞
衆
を
大

乗
の
会
座
に
連
な
ら
せ
、
誘
引
・
弾
訶
・
淘
汰
し
て
耻
小
慕
大
、
回え

小
向
大
さ
せ
た

り
、
大
機
の
二
乗
人
で
あ
る
須
菩
提
や
舎
利
弗
が
仏
の
加
被
力
に
よ
っ
て
、
大
乗
の
諸

菩
薩
に
般
若
波
羅
蜜
を
転
教
す
る
。
こ
れ
ら
が
、
相
資
の
具
体
的
な
内
実
で
あ
る
。

 

　

因
み
に
「
擬ぎ

ぎ宜
」
は
、
仏
が
仮
に
教
え
を
衆
生
に
与
え
、
衆
生
が
そ
の
教
え
を
受
け

入
れ
る
か
ど
う
か
を
試
す
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
誘ゆ
う
い
ん引

」
は
、
三
界
の
見
・
思
の
惑
を
断
除
し
、
灰
身
滅
智
の
境
地
に
入
り
、
無
余

依
涅
槃
に
入
る
こ
と
を
至
高
と
す
る
二
乗
人
に
、
浅
薄
で
は
あ
る
が
、
理
解
し
易
い
教

え
を
説
い
て
、
次
第
に
小
乗
か
ら
大
乗
へ
と
誘
い
入
れ
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
弾た
ん
が訶

」
は
、
仏
の
誘
引
方
便
に
気
づ
か
な
い
鹿
苑
の
浅
近
を
罵
倒
し
、
鹿
苑
説
法

に
執
著
し
、
至
極
と
す
る
迷
妄
を
打
破
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
は
「
顕
露
の
弾
訶
」

で
あ
り
、
鹿
苑
の
会
座
中
の
弾
訶
を
「
密
弾
」
と
い
う
。
密
弾
は
、
顕
わ
に
で
は
な
く

叱
り
つ
け
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
淘と
う
た汰

」
は
、
二
乗
人
が
仏
の
命
を
受
け
て
大
乗
の
法
門
を
代
説
す
る
「
転
教
」
に

よ
っ
て
、
法
の
上
の
大
・
小
二
乗
の
差
別
を
な
く
し
、
大
・
小
二
乗
を
融
通
す
る
。
衆

生
は
一
切
皆
空
の
智
慧
に
よ
っ
て
大
・
小
二
乗
の
差
別
を
除
き
、
差
別
あ
り
と
す
る
妄

見
を
除
去
す
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
付ふ
ざ
い財

」
は
、
二
乗
人
は
、
転
教
が
仏
の
加
被
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
自
分
の

分
で
は
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
る
。
し
か
し
仏
は
、
二
乗
人
の
内
奥
に
は
大だ

い
き機
、
つ
ま

り
大
乗
の
勝
れ
た
教
え
を
受
け
て
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
精
神
的
宗
教
的
な
素
質

が
熟
し
て
い
る
こ
と
を
見
抜
い
て
、
財
宝
・
法
財
、
つ
ま
り
仏
の
教
え
を
二
乗
に
付
与

す
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
開か
い
え会

」
の
「
開
」
は
、
開
除
、「
会
」
は
、
会
入
・
帰
入
の
意
で
、
方
便
を
除
い
て

真
実
に
入
れ
る
こ
と
を
い
う
。

（
36
） 

小
は
大
を
聞
き
、
小
を
恥
じ
て
大
を
慕
う
。
こ
れ
を
、
頓
が
小
を
資
く
と
な
す
＝

方
等
時
の
は
た
ら
き
を
い
う
。
方
等
時
は
、「
大
が
小
を
資
く
」
時
で
あ
る
。

 

　
「
小
」
は
、
小
乗
の
教
え
を
唯
一
・
至
高
の
教
え
で
あ
る
と
信
奉
し
、
聴
聞
す
る
小

乗
の
機
根
の
人
を
い
う
。

 

　
「
大
」
は
、
自
利
と
利
他
の
両
面
を
満
た
す
菩
薩
の
真
実
道
を
説
く
大
乗
の
教
え
を

い
う
。

参
考
│
│
「
小
乗
」「
大
乗
」
の
特
徴
に
つ
い
て

 
　

⑴
小
乗
の
特
徴

 
　

①   

原
始
仏
教
・
部
派
仏
教
の
出
家
の
僧
侶
が
、
阿
羅
漢
道
の
聖
者
の
境
地
を
至
高

と
し
て
疑
い
な
く
、
そ
こ
に
止
ま
る
立
場
に
あ
る
。

 

　

②   
自
己
の
解
脱
だ
け
を
目
的
と
し
て
、
人
界
と
天
界
と
を
七
度
往
復
し
、
十
四
生

を
受
け
る
自じ

ち
ょ
う
じ
ど

調
自
度
の
間
に
、
預
流
向
の
見
道
で
、
四
諦
の
理
を
明
瞭
に
観
る

智
慧
を
得
、
四
向
四
果
の
修
行
を
重
ね
、
一
切
の
見
・
思
の
惑
を
断
尽
す
る
。
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③   

こ
の
阿
羅
漢
果
は
無
学
で
あ
り
、
一
切
の
煩
悩
を
断
っ
た
聖
者
で
あ
り
、
再
び

迷
い
の
生
死
に
流
転
し
な
い
灰
身
滅
智
の
境
地
に
あ
る
。

 
　

④   

二
乗
人
は
永
久
に
成
仏
す
る
こ
と
が
な
く
、
永
不
成
仏
と
さ
れ
る
。

 

　

そ
れ
に
対
し
て
、

 

　

⑵
大
乗
の
特
徴

 

　

① 

仏
釈
尊
の
没
後
四
〇
〇
年
間
位
の
時
間
の
積
み
上
げ
の
な
か
で
、
舎
利
八
分
の

故
事
が
示
す
よ
う
に
、
高
邁
な
ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
に
明
け
暮
れ
る
出
家
の
修
行

僧
に
代
わ
っ
て
、
舎
利
を
ス
ト
ゥ
ー
パ
・
仏
塔
と
し
て
供
養
し
続
け
て
き
た
在

家
の
人
た
ち
の
釈
尊
へ
の
敬
慕
・
讃
仰
が
激
し
く
、
深
い
も
の
と
な
る
。
そ
し

て
、
阿
羅
漢
の
境
地
に
止
ま
ら
ず
、
仏
陀
の
境
地
を
目
指
す
修
行
実
践
に
勤
し

む
進
歩
的
な
根
本
部
派
で
あ
る
、
大
衆
部
の
出
家
僧
の
仏
陀
観
・
宗
教
観
と
の

共
感
・
共
鳴
の
果
て
に
は
呼
応
の
な
か
か
ら
起
こ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推

論
さ
れ
る
の
が
大
乗
仏
教
で
あ
る
。

 

　

② 

大
衆
部
の
出
家
僧
た
ち
の
理
論
追
究
と
在
家
の
仏
塔
信
仰
教
団
と
の
間
で
、
地

中
に
充
満
し
や
が
て
吹
き
上
が
る
マ
グ
マ
が
、
仏
釈
尊
の
没
後
四
回
に
わ
た
る

結
集
を
節
目
と
し
な
が
ら
蓄
積
さ
れ
続
け
た
。
吹
き
上
が
っ
た
マ
グ
マ
が
、
西

暦
紀
元
前
後
に
刊
行
さ
れ
た
、
般
若
経
典
で
あ
り
、
華
厳
経
典
で
あ
り
、
法
華

経
典
で
あ
り
、
浄
土
経
典
で
あ
り
、
そ
の
他
の
『
維
摩
経
』『
首
楞
厳
三
昧

経
』『
般
舟
三
昧
経
』
で
あ
り
、『
二
万
五
千
頌
般
若
経
』
の
註
釈
書
で
あ
る

『
大
智
度
論
』
な
ど
で
あ
る
。
ま
さ
に
百
花
繚
乱
で
あ
る
。

 

　

③ 

こ
の
四
〇
〇
年
位
の
間
で
、
次
第
に
多
種
多
彩
な
諸
菩
薩
・
仏
が
登
場
し
、
新

し
い
仏
陀
観
が
構
築
さ
れ
、
菩
薩
思
想
を
中
心
に
教
理
を
組
み
替
え
て
整
備
さ

れ
て
き
た
。
西
暦
紀
元
前
後
か
ら
大
乗
の
経
典
が
製
作
さ
れ
始
め
、
仏
教
史
に

一
大
潮
流
を
創
始
し
た
。

 

　

④ 

最
大
の
特
徴
は
、
出
家
者
だ
け
の
部
派
仏
教
に
止
ま
ら
ず
、
在
家
者
を
含
む
万

人
が
成
仏
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
仏
教
の
創
出
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
自

利
か
ら
利
他
に
大
き
く
傾
斜
し
た
出
家
・
在
家
と
も
に
、
真
の
智
慧
の
完
成
を

目
指
す
「
智
慧
行
」
と
、
慈
悲
の
行
願
の
実
践
で
あ
る
「
慈
悲
行
」
を
標
榜
し

た
。

 

　

⑤ 

大
乗
の
根
底
に
流
れ
る
思
想
は
、
現
実
を
再
認
し
た
現
実
の
肯
定
に
あ
り
、
大

乗
が
目
指
す
方
向
は
、
信
仏
語
の
二
乗
作
仏
に
焦
点
化
さ
れ
、
久
遠
実
成
の
本

仏
が
醸
す
諸
法
実
相
に
立
脚
す
る
一
仏
乗
の
旗
印
に
凝
縮
さ
れ
る
。

 

　

⑶
大
乗
が
小
乗
に
勝
れ
る
と
す
る
「
七
大
乗
」

 

　

大
乗
が
小
乗
に
勝
れ
て
い
る
点
を
、『
菩
薩
善
戒
経
』
第
七
功
徳
品
は
、「
七
大

乗
」
と
し
て
示
す
。

 

　

① 

「
法
大
」
は
、
十
二
部
経
の
う
ち
で
最
上
最
大
で
あ
る
毘び
ぶ
つ
り
ゃ
く

仏
略
、
つ
ま
り
方
等

の
教
え
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
。

 

　

② 

「
心
大
」
は
、
菩
提
心
を
発
こ
し
て
い
る
こ
と
。

 

　

③ 

「
解
大
」
は
、
そ
の
教
え
を
体
解
し
て
い
る
こ
と
。

 

　

④ 

「
浄
大
」
は
、
浄
ら
か
な
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

 

　

⑤ 

「
荘
厳
大
」
は
、
菩
薩
の
福
徳
と
智
慧
を
体
得
し
て
い
る
こ
と
。

 

　

⑥ 

「
時
大
」
は
、
三
大
阿
僧
祇
劫
の
苦
行
を
修
行
実
践
す
る
こ
と
。

 

　

⑦ 

「
具
足
大
」
は
、
三
十
二
相
八
十
種
好
が
具
わ
り
、
無
上
菩
提
を
得
る
こ
と
。

 

　
「
小
を
恥
じ
て
大
を
慕
う
」
は
、
第
三
方
等
時
に
起
こ
る
小
乗
人
の
心
の
変
容
を
い

う
。

 

　

つ
ま
り
、
小
乗
の
教
え
に
従
う
と
い
う
こ
と
は
、
化
城
喩
に
設
定
さ
れ
た
三
百
由
旬

の
地
点
の
幻
化
の
城
に
満
足
し
安
住
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
五
百
由
旬
に
あ
る
真
実
の

宝
の
あ
り
か
で
あ
る
宝
処
と
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。
似
て
非
な
る
境
地
を
、
真

実
の
境
地
で
あ
る
と
思
い
込
ん
で
安
住
し
き
っ
て
い
る
、
己
の
不
明
を
恥
ず
か
し
く
思

う
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
大
を
慕
う
」
は
、
五
百
由
旬
に
あ
る
真
実
の
宝
処
、
あ
る
い
は
、
三
車
火
宅
の
喩

が
示
す
大
白
牛
車
が
暗
喩
す
る
大
乗
の
無
上
菩
提
を
求
め
、
二
乗
人
が
、
菩
薩
共
々
諸

波
羅
蜜
の
行
を
修
行
実
践
し
続
け
て
、
未
来
に
仏
の
悟
り
を
開
こ
う
と
す
る
菩
薩
の
真

実
道
を
明
か
す
意
義
深
い
教
え
を
慕
う
思
い
を
い
う
。

 

　

第
二
鹿
苑
時
で
は
、
声
聞
衆
は
、
灰
身
滅
智
、
す
な
わ
ち
身
心
と
も
に
ま
っ
た
く
の

無
に
帰
し
、
煩
悩
を
滅
し
た
境
地
を
最
高
と
す
る
。
こ
の
境
地
は
、
私
だ
け
の
心
の
安

寧
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
声
聞
衆
は
、
こ
の
安
寧
を
「
無
」
と
し
、
こ
れ
を
「
空
」

と
捉
え
た
。
大
乗
か
ら
み
る
と
、
こ
の
空
は
、
空
だ
け
に
執
著
す
る
但
空
・
偏
空
で
あ

る
。
一
切
を
無
に
帰
す
る
一
種
の
虚
無
に
堕
し
た
も
の
で
あ
り
、
人
に
一
筋
の
光
明
も

残
さ
な
い
教
え
で
あ
る
。

 

　

空
を
徹
底
し
て
い
け
ば
、
空
が
成
立
す
る
と
こ
ろ
に
は
、
空
の
反
面
に
非
空
、
す
な

わ
ち
不
空
・
不
但
空
で
あ
り
、
仮
の
有
り
様
が
あ
る
。
但
空
は
、
こ
の
現
実
を
無
視
し
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て
い
る
。

 
　

さ
ら
に
、
一
切
の
事
象
の
有
り
様
は
、
空
は
空
だ
け
に
あ
り
、
仮
は
仮
だ
け
に
あ
る

の
で
は
な
い
。
空
と
仮
と
が
密
接
不
離
に
あ
い
関
係
し
て
い
る
。
但
空
は
、
こ
れ
に
も

気
づ
い
て
い
な
い
。
空
で
も
な
け
れ
ば
、
仮
で
も
な
い
、
空
で
あ
る
と
同
時
に
、
同
所

に
仮
に
あ
り
、
仮
に
あ
る
と
同
時
に
、
同
所
に
空
に
あ
る
と
い
う
の
が
、
私
の
眼
前
に

展
開
す
る
一
切
の
事
象
の
真
実
の
有
り
様
で
あ
る
。
天
台
は
、
こ
の
有
り
様
を
中
・
中

道
と
い
う
。
中
・
中
道
と
し
て
一
切
の
事
象
を
あ
る
が
ま
ま
に
肯
定
す
る
と
い
う
境
地

が
、
但
空
で
は
ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
て
い
る
。

 

　

つ
ま
り
但
空
は
、
宇
宙
の
真
実
の
有
り
様
の
一
端
に
は
触
れ
て
い
る
も
の
の
、
真
実

そ
の
こ
と
が
無
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
「
小
を
恥
じ
る
」
最
大
の
点
で
あ
る
。

 

　
「
小
を
恥
じ
て
」
は
、
但
空
を
究
極
最
高
と
し
て
、
但
空
の
境
地
に
安
住
し
て
い
る

こ
と
に
恥
ず
か
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
を
い
う
。「
大
を
慕
う
」
は
、
灰
身
滅
智
と
い

う
、
一
切
を
無
と
す
る
否
定
の
境
地
を
賛
美
す
る
小
乗
の
教
え
を
至
高
と
し
て
固
執
し

て
い
た
と
こ
ろ
に
、
二
乗
作
仏
を
説
き
、
万
物
を
肯
定
的
に
み
る
大
乗
の
教
え
は
斬
新

新
鮮
で
あ
り
、
勝
れ
て
い
る
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
大
乗
の
境
地
の
勝
れ
た
点

を
認
識
し
、
大
乗
を
よ
し
と
し
て
慕
う
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
頓
が
小
を
資
く
」
は
、
不
二
法
門
、
大
乗
の
菩
薩
道
、
不
思
議
解
脱
や
、
有
為
空

と
無
為
空
と
畢
竟
空
か
ら
な
る
絶
対
空
を
内
実
と
す
る
般
若
波
羅
蜜
の
智
慧
や
、
諸
法

実
相
に
立
脚
す
る
一
仏
乗
と
い
う
大
乗
の
教
え
の
開
顕
で
、
二
乗
人
に
耻
小
慕
大
の
気

持
ち
を
醸じ

ょ
う
せ
い成
し
、
機
根
が
成
熟
す
る
の
を
待
っ
て
、
回え

小
向
大
、
小
乗
人
を
大
乗
に

誘
引
す
る
こ
と
を
い
う
。

（
37
） 

仏
は
善
吉
に
命
じ
て
教
を
転
じ
、
大
い
に
菩
薩
を
益
す
。
こ
れ
を
、
漸
が
頓
を
資

く
と
な
す
＝
文
意
は
、
般
若
の
会
座
で
諸
菩
薩
が
、
仏
の
加か

び被
、
つ
ま
り
不
可
思
議
な

力
を
被
っ
て
、
身
子
・
舎
利
弗
と
善
吉
・
須
菩
提
と
が
説
く
般
若
波
羅
蜜
、
絶
対
空
で

あ
る
空
無
所
得
の
智
慧
を
聴
聞
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
諸
菩
薩
が
仏
の
智
慧
で
あ
る
般

若
波
羅
蜜
を
体
得
す
る
こ
と
を
い
う
。
文
意
は
、「
小
が
大
を
資
く
」
の
具
体
的
な
実

例
を
い
う
。

 

　

漸
が
頓
を
助
け
る
転
教
の
教
証
と
し
て
、『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
第
二
に
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

 

　
「
そ
の
時
仏
は
、
慧
命
の
須
菩
提
に
告
ぐ
。
汝
、
ま
さ
に
諸
の
菩
薩
摩
訶
薩
に
般
若

波
羅
蜜
を
教
う
べ
し
。
諸
の
菩
薩
摩
訶
薩
が
応
じ
る
と
こ
ろ
の
ご
と
き
は
、
般
若
波
羅

蜜
を
成
就
す
。
す
な
わ
ち
時
に
、
諸
の
菩
薩
摩
訶
薩
、
お
よ
び
声
聞
の
大
弟
子
、
諸
天

等
が
こ
の
念
を
な
す
。
慧
命
の
須
菩
提
は
、
自
ら
智
慧
力
を
も
っ
て
、
ま
さ
に
諸
の
菩

薩
摩
訶
薩
の
た
め
に
般
若
波
羅
蜜
を
説
く
や
、
と
。
こ
れ
は
、
仏
力
な
り
。
慧
命
の
須

菩
提
は
、
諸
の
菩
薩
摩
訶
薩
の
大
弟
子
、
諸
天
が
心
に
念
ず
る
と
こ
ろ
を
知
る
。
慧
命

の
舎
利
弗
が
語
る
は
、
諸
仏
の
弟
子
が
説
く
と
こ
ろ
の
法
な
り
。
教
授
す
る
と
こ
ろ
は

み
な
、
こ
の
仏
力
な
り
。
仏
が
説
く
と
こ
ろ
の
法
は
、
法
の
相
と
は
あ
い
違
背
せ
ず
。

こ
れ
善
男
子
よ
、
こ
の
法
を
学
し
、
こ
の
法
を
証
し
得
べ
し
。
仏
説
は
灯
の
ご
と
し
。

舎
利
弗
よ
、
一
切
の
声
聞
と
辟
支
仏
に
は
、
実
に
は
こ
の
力
な
し
。
よ
く
菩
薩
摩
訶
薩

の
た
め
に
般
若
波
羅
蜜
を
説
く
べ
し
。」（『
大
正
蔵
』
八
・
二
三
〇
ｂ

－

ｃ
）
と
あ
る
。

 

　
「
善ぜ
ん
き
つ吉

」
は
須
菩
提
の
漢
訳
名
で
、
空く
う
し
ょ
う生
・
善
現
・
善
実
な
ど
と
も
漢
訳
す
る
。
須

菩
提
は
、
釈
尊
の
十
大
弟
子
の
一
人
で
解
空
第
一
と
称
さ
れ
る
。

 

　

な
お
、
釈
尊
の
十
大
弟
子
の
一
人
、
智
慧
第
一
と
い
わ
れ
る
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
・

舎し
ゃ
り
ほ
つ

利
弗
は
、
舎
利
子
・
し
ゅ
う
ろ
し

鷺
子
な
ど
と
も
い
わ
れ
、
身
し
ん
し
・
し
ん
じ
子
と
も
呼
ば
れ
る
。

 

　
「
慧え
み
ょ
う命

」
は
、
智
慧
を
生
命
に
例
え
、
ま
た
智
慧
の
法
身
を
寿
命
に
例
え
た
語
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
修
行
僧
の
尊
称
で
、
慧
寿
・
具
寿
と
同
じ
で
あ
る
。

 

　
「
教
を
転
じ
・
転て
ん
ぎ
ょ
う教

」
の
「
転
」
は
転
度
と
同
義
で
、
他
人
に
転
じ
渡
す
こ
と
を
い

う
。

 

　

般
若
の
会
座
で
は
、
仏
は
自
ら
説
法
し
て
菩
薩
た
ち
に
教
示
し
な
い
。
仏
釈
尊
が
舎

利
弗
や
須
菩
提
と
い
う
小
乗
の
弟
子
で
あ
る
大
声
聞
衆
に
命
じ
て
、
仏
に
代
わ
っ
て
諸

菩
薩
に
仏
の
教
え
、
す
な
わ
ち
般
若
波
羅
蜜
を
移
転
し
て
教
え
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
漸
が
頓
を
資
く
」
は
、「
小
が
大
を
資
く
」
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
漸
」
と
「
頓
」
は
、
般
若
の
会
座
の
そ
れ
を
い
う
。「
漸
」
は
、
小
乗
の
声
聞
の
身

子
と
善
吉
に
よ
る
転
教
を
い
い
、「
頓
」
は
、
移
転
さ
れ
る
般
若
波
羅
蜜
を
体
得
す
る

大
乗
の
諸
菩
薩
の
営
為
を
い
う
。

 

　

般
若
の
会
座
で
仏
は
、
身
子
と
善
吉
の
二
人
に
加
被
し
、
仏
勅
し
て
、
諸
菩
薩
の
た

め
に
般
若
波
羅
蜜
を
説
か
せ
る
。
大
乗
の
諸
菩
薩
が
、
小
乗
の
声
聞
の
身
子
と
善
吉
の

説
法
を
聴
聞
し
、
般
若
波
羅
蜜
と
い
う
仏
智
を
得
る
こ
と
が
、「
小
が
大
を
資
け
る
」

こ
と
で
あ
る
。

参
考
│
│
「
漸
」
と
「
頓
」、「
漸
頓
」
と
「
頓
頓
」
等
に
つ
い
て

 

　
「
漸
」
は
、
衆
生
の
機
根
を
調
熟
さ
せ
る
た
め
の
方
便
の
教
え
で
あ
る
蔵
・
通
・
別

の
三
教
、
あ
る
い
は
鹿
苑
・
方
等
・
般
若
の
初
・
中
・
後
の
三
時
に
説
か
れ
る
大
乗
の
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教
え
に
よ
っ
て
、
真
実
の
教
え
を
受
容
で
き
る
よ
う
に
小
乗
人
の
機
根
を
調
熟
さ
せ
て

い
く
こ
と
を
い
う
。

 
　
「
漸ぜ
ん
き
ょ
う教

」
は
、
説
法
の
内
容
で
は
、
釈
尊
が
人
々
の
機
根
に
応
じ
て
順
次
に
誘
導
誘

引
し
、
小
乗
の
浅
い
内
容
の
教
法
か
ら
、
順
次
に
深
い
大
乗
の
教
え
に
説
き
進
め
、
証

果
に
至
る
教
え
を
い
う
。
説
法
の
形
式
で
は
、
浅
い
内
容
か
ら
深
い
内
容
へ
と
教
え
を

漸
次
に
説
き
進
め
る
こ
と
を
い
う
。
鹿
苑
・
方
等
・
般
若
の
初
・
中
・
後
の
三
時
に
説

か
れ
る
教
え
を
指
す
。

 

　
「
頓
」
は
、
直
頓
の
意
で
、
直
ち
に
、
速
や
か
に
の
意
を
い
う
。

 

　
「
頓と
ん
ぎ
ょ
う教

」
は
、
一
定
の
段
階
を
踏
ま
ず
、
直
接
的
・
飛
躍
的
に
高
い
宗
教
的
立
場
を

説
く
教
え
を
い
う
。
説
法
の
内
容
で
は
、
一
躍
し
て
、
直
ち
に
悟
り
に
至
る
こ
と
が
で

き
る
教
え
を
い
い
、
説
法
の
形
式
で
は
、
漸
進
・
誘
引
の
方
法
を
用
い
ず
、
仏
釈
尊
が

悟
っ
た
直
後
の
大
乗
の
高
い
境
地
と
深
い
道
理
を
い
き
な
り
、
そ
の
ま
ま
説
く
こ
と
を

い
う
。『
華
厳
経
』
の
教
え
を
指
す
。

 

　
「
二
頓
」
は
、
華
厳
教
学
で
い
う
頓
教
を
漸
頓
・
頓
頓
の
二
つ
に
分
け
、
円
教
に
漸

円
・
頓
円
の
二
つ
を
立
て
る
。『
華
厳
経
』
を
「
頓
頓
頓
円
」
の
教
え
と
し
、『
法
華

経
』
を
「
漸
頓
漸
円
」
の
教
え
と
す
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
漸
頓
教
」
は
、「
漸
円
教
」
と
も
い
う
。
智
顗
は
、
漸
教
と
頓
教
と
の
総
合
と
い
う

こ
と
か
ら
、『
法
華
経
』
を
こ
の
よ
う
に
呼
ん
だ
。
漸
頓
教
は
、
華
厳
の
澄
観
が
、『
法

華
経
』
が
説
く
と
こ
ろ
を
評
価
し
た
名
称
で
あ
る
。『
法
華
経
』
が
説
く
教
え
は
頓
教

で
あ
る
の
に
、
教
化
の
対
象
の
素
質
は
漸
教
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

 

　

つ
ま
り
、
仏
教
に
は
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
そ
れ
ぞ
れ
に
個
別
の
三
乗
の
教
え
が
あ

る
と
い
う
の
は
、
方
便
・
手
立
て
で
あ
る
。
真
実
は
絶
対
で
あ
る
か
ら
、
真
実
の
教
え

は
絶
対
の
一
で
あ
る
。
法
華
以
前
に
説
か
れ
た
教
え
す
べ
て
、
真
実
の
教
え
を
拡
大

し
、
特
定
し
、
細
分
化
し
、
局
所
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
真
実
に
は
、
我
他
彼
此
は
な

い
。

 

　

三
乗
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
の
教
え
を
至
高
と
し
、
究
極
の
仏
説
と
信
奉
し
て
疑
わ

な
い
。
三
乗
の
教
え
は
、
真
実
の
宝
処
へ
導
く
た
め
の
方
便
・
手
立
て
で
あ
る
か
ら
、

三
百
由
旬
の
化
城
は
方
便
で
あ
る
こ
と
を
開
い
て
示
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
化
城
に
安
住

し
て
、
五
百
由
旬
の
宝
処
に
至
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
が
真
実
に
迫
る
方
途
で
あ

り
、
方
便
を
除
く
手
立
て
で
あ
る
。

 

　

開
顕
さ
れ
た
三
乗
の
教
え
は
、
元
来
本
源
か
ら
流
出
し
た
教
え
で
あ
る
か
ら
、
方
便

で
あ
る
こ
と
が
除
か
れ
れ
ば
、
本
源
の
円
頓
教
で
あ
る
『
華
厳
経
』
に
帰
入
す
る
。

 

　

華
厳
は
、
四
種
華
厳
の
う
ち
の
法
界
の
華
厳
で
あ
る
。
法
界
の
華
厳
は
、
法
界
の
諸

法
の
動
不
動
は
す
な
わ
ち
華
厳
で
あ
る
と
包
摂
す
る
。
三
乗
が
帰
入
し
た
『
華
厳
経
』

は
、
頓
教
で
あ
る
。

 

　

頓
教
は
円
頓
教
で
あ
る
。
衆
生
に
仏
道
に
至
る
道
を
示
す
仏
行
を
加
え
る
と
、
円
頓

教
が
純
円
教
と
重
な
る
。
純
円
教
は
、『
法
華
経
』
で
あ
り
、『
大
般
涅
槃
経
』
で
あ

る
。
純
円
教
が
純
円
教
の
ま
ま
で
は
、
円
頓
教
と
大
差
が
な
い
。
智
顗
は
、
衆
生
の
救

済
を
仏
教
の
不
可
欠
の
条
件
と
す
る
か
ら
、
機
根
に
応
じ
た
段
階
的
・
次
第
的
な
方
便

の
教
え
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
、
第
一
義
に
位
置
づ
け
た
。

 

　

こ
う
し
て
、
漸
の
要
素
を
大
切
に
し
た
円
教
と
し
て
、『
法
華
経
』
は
位
置
づ
け
ら

れ
た
。

 

　
『
法
華
経
』
は
、
衆
生
の
教
化
教
導
の
視
点
に
立
っ
て
、
開
三
会
一
を
帰
結
す
る
内

容
と
す
る
か
ら
、『
法
華
経
』
の
「
円
」
を
「
開
顕
円
」
と
し
、
開
三
会
一
を
必
須
の

条
件
と
し
、
衆
生
済
度
を
不
可
欠
の
要
素
と
す
る
か
ら
、『
法
華
経
』
を
「
漸
円
教
」

と
す
る
。

参
考
│
│
仏
教
史
に
み
る
「
小
が
大
を
資
く
」
の
例
に
つ
い
て

 

　

大
乗
の
『
維
摩
経
』
で
は
、
例
え
ば
、
在
家
の
居
士
で
あ
る
維
摩
詰
が
、
文
殊
菩
薩

と
問
答
を
展
開
し
、
空
・
無
相
・
般
若
な
ど
の
大
乗
思
想
に
基
づ
く
不
思
議
解
脱
に
あ

る
菩
薩
の
自
在
の
は
た
ら
き
に
あ
る
大
乗
菩
薩
道
の
実
践
を
説
き
、『
法
華
経
』
で

は
、
例
え
ば
、
対
告
衆
と
し
て
舎
利
弗
を
頻
用
し
、
ま
さ
に
「
寂
場
を
動
ぜ
ず
し
て
鹿

苑
に
遊
ぶ
」
と
い
う
、
二
始
同
時
、
大
乗
と
小
乗
の
説
法
が
同
時
に
始
ま
る

「
無む

ぼ
う
お
う
ゆ
う

謀
応
用
・
妙み
ょ
う
お
う
む
ぼ
う

応
無
謀
」
の
よ
う
な
こ
と
ば
が
明
か
す
謀
な
く
し
て
応
用
自
在
に
経

典
が
説
か
れ
、
智
顗
の
五
時
が
構
成
さ
れ
る
が
、
仏
教
史
の
潮
流
を
下
敷
き
に
考
え
る

と
、「
大
が
小
を
資
く
」「
小
が
大
を
資
く
」
の
真
意
が
掴
み
易
い
。

 

　
「
大
い
に
菩
薩
を
益
す
」
は
、
諸
菩
薩
が
、
大
声
聞
衆
か
ら
仏
の
教
え
で
あ
る
般
若

波
羅
蜜
を
移
転
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。

（
38
） 

前
に
分
別
す
る
が
ご
と
き
は
、
た
だ
顕
露
に
約
し
て
、
漸
・
頓
・
五
味
の
相
を
明

か
す
の
み
。
も
し
不
定
を
論
ず
れ
ば
、
義
は
、
す
な
わ
ち
然
ら
ず
＝
「
顕け

ん
ろ露

」
は
、
あ

ら
わ
な
、
は
っ
き
り
と
し
た
の
意
で
、
秘
密
と
対つ

い

に
な
る
。
同
一
の
会え

ざ座
の
人
が
互
い

に
あ
い
知
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
顕
露
教
」
は
、
だ
れ
に
も
公
開
し
て
説
く
教
え
を
い
う
。
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仏、一音演説法
◎互相知 （衆生随類各得解）

顕露 　人、同会同座 頓教・漸教　　含並説
　聞法、同聴同聞 頓種・漸種　　宿習力
　得益同一 身業

頓教 口業
意業 （不可思議力）

漸教
（初・中･後）

◎互相知
定 　人、同会同座 不定

　聞法、同聴同聞
　得益同一

◎互不相知
　人、同会同座 顕 教

秘密 　聞法、同聴異聞 （対、密教）
　得益不同

※人・法、互不相知

◎互不相知
　人、同会同座
　聞法、同聴異聞
　得益不同
※人・法、互不相知

三輪説法

愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
四
二
号

 
　
「
定じ
ょ
う
き
ょ
う教

」
は
、
人
々
が
同
じ
よ
う
に
理
解
す
る
教
え
を
い
う
。

 
　
「
不ふ
じ
ょ
う
き
ょ
う

定
教
」
は
、
聞
き
手
の
機
根
に
よ
っ
て
理
解
が
一
定
し
な
い
教
え
で
、
小
乗
・

大
乗
の
諸
経
、
華
厳
・
鹿
苑
・
方
等
・
般
若
の
前
四
時
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
、

乳
・
酪
・
生
蘇
・
熟
蘇
の
前
四
味
に
共
通
す
る
。

 

　
「
頓
」
は
頓
教
で
、
一
定
の
段
階
を
踏
ま
ず
、
直
接
的
・
飛
躍
的
に
高
い
宗
教
的
立

場
を
説
く
教
え
で
あ
り
、
速
や
か
に
悟
り
に
到
達
す
る
教
え
を
い
う
。

 

　
「
漸
」
は
漸
教
で
、
一
定
の
段
階
を
踏
ん
で
高
次
の
宗
教
的
な
立
場
に
導
く
教
え
で

あ
り
、
一
定
の
段
階
を
踏
ん
で
、
漸
進
的
に
長
い
間
の
修
行
に
よ
っ
て
悟
り
を
得
る
教

え
を
い
う
。

 

　

頓
教
と
漸
教
と
が
「
顕
露
定
教
」
で
あ
る
。

 

　

顕
露
定
教
は
、
仏
釈
尊
の
一
生
涯
の
説
法
を
時
系
列
的
に
並
べ
、
仏
が
衆
生
を
教
化

教
導
す
る
の
に
用
い
る
説
法
の
形
式
か
ら
み
て
い
る
。

 

　

竪
の
時
系
列
の
並
び
に
あ
っ
て
、
横
並
び
に
人
の
素
質
や
能
力
や
性
質
な
ど
の
宗
教

上
の
機
根
を
利
益
す
る
と
い
う
随
宜
の
化
儀
に
よ
る
の
が
、「
顕
露
不
定
教
」
で
あ
る
。

参
考
│
│
「
化
儀
の
四
教
」
の
「
顕
露
」
と
「
頓
・
漸
・
秘
密
・
不
定
」
に
つ
い
て

 

　

天
台
教
学
の
化
儀
の
四
教
は
、
頓と
ん

・
漸ぜ
ん

・
秘ひ
み
つ密
・
不ふ
じ
ょ
う定
の
四
教
を
い
う
。

 

　

化
儀
の
四
教
を
、
顕
露
と
秘
密
の
点
か
ら
分
け
る
。

 

　
　

頓
教
、
漸
教
│
│
顕
露
定
教
│
│
│
│

 

　
　

秘
密
教
│
│
│
│
秘
密
不
定
教
│
│
│
│
│
顕け
ん
ぎ
ょ
う教　

　
　
　

対
、
密み
っ
き
ょ
う教

 

　
　

不
定
教
│
│
│
│
顕
露
不
定
教
│
│
│

 

　

⑴
化
儀
＝
形
式
の
図
示

 

　

顕
教
を
、
説
法
の
形
式
か
ら
分
け
れ
ば
、
顕
露
と
秘
密
の
二
と
な
り
、
顕
露
は
更
に

定
と
不
定
の
二
に
分
け
る
。

 

　

⑵
「
顕
教
」
と
「
密
教
」
に
つ
い
て

 

　

仏
教
を
大
き
く
分
け
る
と
、「
顕け
ん
ぎ
ょ
う教

」
と
「
密み
っ
き
ょ
う教

」
に
な
る
。

 

　
「
顕
教
」
は
、
言
語
文
字
を
使
っ
て
明
ら
か
に
説
き
示
さ
れ
た
教
え
を
い
う
。
こ
れ

は
、
こ
の
世
に
肉に

く
し
ん身
を
も
っ
て
現
わ
れ
た
仏
釈
尊
が
直
接
説
い
た
教
え
を
い
う
。

 

　
「
密
教
」
は
、
表
面
か
ら
は
知
り
得
な
い
秘
密
に
説
か
れ
た
教
え
の
意
で
、
仏
教
の

教
説
の
う
ち
、
最
高
深
遠
で
、
そ
の
境
地
に
到
達
し
た
人
以
外
に
は
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
教
え
を
い
い
、
身
・
口･

意
の
三
領
域
が
浄
め
ら
れ
、
仏
と
平
等
に
な
っ
た

と
こ
ろ
を
い
う
。

 

　
「
顕
教
」
に
顕
露
と
秘
密
の
二
教
が
あ
る
。

 

　

⑶
「
顕
露
」
と
「
顕
露
定
教
」
に
つ
い
て

 
　
「
顕
露
」
に
、
二
義
が
あ
る
。

 
　

１
．
だ
れ
に
も
公
開
し
て
説
く
教
え
を
い
う
。

 
　

２
．
同
一
の
会
座
の
人
が
、
互
い
に
相
知
る
教
え
を
い
う
。

 

　
「
定じ

ょ
う
き
ょ
う教

」
は
、
だ
れ
も
が
同
じ
よ
う
に
理
解
す
る
教
え
を
い
う
。

 

　
「
顕
露
」
に
、
顕
露
定
教
と
、
顕
露
不
定
教
と
が
あ
る
。

 

　
「
顕
露
定
教
」
は
、
だ
れ
に
も
公
開
し
て
説
く
教
え
で
あ
り
、
そ
の
教
え
を
聴
聞
し
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『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
十
五

－

二
）（
大
野
・
伊
藤
）

た
人
は
同
じ
よ
う
に
理
解
す
る
教
え
を
い
う
。
つ
ま
り
、
大
乗
の
法
を
聞
い
て
大
乗
の

利
益
を
得
、
小
乗
の
法
を
聞
い
て
小
乗
の
利
益
を
得
る
と
い
う
よ
う
に
、
利
益
が
一
定

し
て
い
る
化
儀
を
い
う
。

 

　
「
顕
露
不
定
教
」
は
、
聴
聞
の
人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
得
る
利
益
が
異
な
る
教
え
を
い

う
。

 

　

通
常
、
人
を
教
え
る
の
は
、
み
な
顕
露
定
教
で
あ
る
。
多
く
の
人
を
集
め
て
、
小
乗

を
説
け
ば
、
小
乗
の
説
法
を
聞
い
て
了
解
し
た
も
の
は
み
な
小
乗
の
果
を
得
、
通
教
の

説
法
で
あ
れ
ば
通
教
の
果
を
得
、
別
教
・
円
教
も
そ
れ
ぞ
れ
別
教
・
円
教
の
果
を
得

る
。

 

　

す
な
わ
ち
、
聴
聞
者
が
み
な
同
座
し
て
相
知
り
、
小
乗
の
説
法
を
聞
け
ば
小
乗
の
説

法
を
聴
聞
し
て
い
る
と
知
り
、
聞
い
た
上
で
、
同
一
の
小
乗
の
果
を
得
る
こ
と
を
知

る
。
こ
れ
が
顕
露
定
教
で
あ
り
、
漸
・
頓
の
二
教
は
こ
れ
に
属
す
る
。
顕
露
定
教
は
極

め
て
当
た
り
前
の
説
法
の
儀
式
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
単
に
「
顕
露
教
」
と
も
い
う
。

 

　

① 

「
頓
教
」
に
つ
い
て

 

　

頓
教
は
、『
華
厳
経
』
を
い
う
。「
頓
」
に
は
、「
頓
初
」
と
「
頓
直
」
の
二
義
が

あ
る
。

 

　

１ 

．「
頓
初
」
は
、
仏
釈
尊
が
始
め
て
悟
り
を
開
き
、
開
い
た
悟
り
の
内
容
を

対た
い
ご
う
し
ゅ

告
衆
の
文
殊
・
普
賢
の
菩
薩
に
説
き
示
し
た
最
初
の
説
法
を
い
う
。

 

　

２ 

．「
頓
直
」
は
、
仏
釈
尊
の
内
心
の
悟
り
を
い
う
自
内
証
を
、
対
告
衆
の
機
根

を
意
識
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
直
接
に
説
く
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
頓
教
」
は
、
仏
釈
尊
が
菩
提
樹
の
下
で
正
覚
を
成
就
し
た
と
き
、
自
ら
得
た
境
界

を
直
ち
に
説
い
た
も
の
で
あ
り
、
他
の
諸
経
の
よ
う
に
段
階
を
追
っ
て
、
衆
生
の
機
根

に
応
じ
て
説
い
た
も
の
で
は
な
い
。『
天
台
四
教
儀
集
註
』
に
、「
漸
よ
り
来
ら
ず
、
直

ち
に
大
を
説
く
。
時
部
、
初
め
に
い
る
が
故
に
、
名
づ
け
て
頓
と
な
す
。」
と
あ
る
。

「
時
部
、
初
め
に
い
る
」
は
、
五
時
で
い
っ
て
も
第
一
に
説
き
、
部
で
い
っ
て
も
華
厳

部
は
第
一
に
あ
り
、
時
で
も
部
で
も
最
初
を
い
う
。

 

　

② 

「
漸
教
」
に
つ
い
て

 

　
「
漸
」
は
、
よ
う
や
く
の
意
で
、
漸
漸
は
、
だ
ん
だ
ん
、
次
第
次
第
に
の
意
を
い

う
。
仏
は
、
華
厳
時
に
は
、
仏
自
身
が
悟
っ
た
あ
り
の
ま
ま
を
説
か
れ
た
の
で
、
多

く
の
者
は
聾
の
よ
う
に
啞
の
よ
う
に
、
少
し
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
仏
は
、
こ
れ
よ
り
後
は
、
仏
説
を
聴
聞
す
る
衆
生
の
機
根
を
調
整
し
開
発

し
、
次
第
次
第
に
衆
生
を
導
い
て
、
低
い
と
こ
ろ
か
ら
高
い
と
こ
ろ
へ
誘
っ
て
い

く
。
こ
れ
が
「
漸
教
」
で
あ
る
。
漸
教
の
初し

ょ

の
鹿
苑
、
漸
教
の
中ち
ゅ
う

の
方
等
、
漸
教

の
後ご

の
般
若
の
三
を
指
す
。

 

　

⑷
「
秘
密
教
」
と
「
不
定
教
」
に
つ
い
て

 

　

仏
の
教
え
は
、
仏
成
道
正
覚
の
一
念
の
表
現
で
あ
り
、
一
言
一
句
が
正
覚
を
内
容
と

す
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
教
え
は
大
乗
で
あ
っ
て
小
乗
で
は
な
い
と
か
、
あ
の
教
え
は
小

乗
で
あ
っ
て
大
乗
で
は
な
い
と
推
し
量
り
、
決
め
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

 

　

本
来
、
仏
の
教
え
に
差
別
は
な
い
。
仏
の
教
え
は
す
べ
て
の
教
え
を
含
ん
で
い
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、「
如
来
の
説
法
は
す
な
わ
ち
一
切
智
成
就
の
悟
り
の
全
体
を
内
容
と

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
大
乗
と
い
い
小
乗
と
い
っ
て
も
、
厳
密
な
意
味
で
は
、
大
乗
・

小
乗
を
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
筋
合
い
の
も
の
で
は
な
い
。
大
乗
教
の
な
か
に
も
小

乗
の
理
を
含
み
、
小
乗
教
の
な
か
に
も
大
乗
の
義
理
を
含
蓄
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
乗

教
の
説
法
の
座
に
お
い
て
小
乗
の
法
益
を
得
ら
れ
も
す
れ
ば
、
ま
た
小
乗
教
の
座
に
お

い
て
も
、
大
乗
の
法
益
の
深
義
に
悟
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
こ
れ

を
聴
く
者
が
た
だ
当
面
の
益
を
得
る
と
の
み
限
定
で
き
な
い
。」（
福
田
堯
頴
『
天
台
学

概
論
』
一
二
八

－

一
二
九
頁
）
の
で
あ
る
。

 

　

大
乗
も
大
乗
だ
け
て
存
在
で
き
る
の
で
は
な
い
。
小
乗
を
足
場
と
し
、
小
乗
と
関
連

し
、
小
乗
の
内
実
を
把
持
し
て
成
立
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
大
乗
に
よ
っ
て

小
乗
の
利
益
を
得
、
小
乗
に
よ
っ
て
大
乗
の
道
理
を
体
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
互
い
に

計
量
し
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
不
可
思
議
の
生
命
を
有
す
る
の
が
仏
の
教
え
で
あ

る
。

 

　

ま
た
、
そ
の
教
え
を
受
け
る
衆
生
の
側
に
も
、「
一
面
に
は
千
差
万
別
の
衆
生
は

各
々
そ
の
根
性
を
異
に
し
、
宿

し
ゅ
く
せ
・
す
く
せ
世
の
薫く
ん
じ
ゅ
う習
も
同
じ
で
は
な
い
か
ら
、
必
ず
大
乗

を
聞
い
て
は
大
乗
の
悟
り
を
得
、
小
乗
を
聞
い
て
は
小
乗
の
悟
り
を
得
る
と
の
み
一
定

し
得
べ
き
も
の
で
な
い
。
故
に
不
可
思
議
力
を
も
つ
如
来
の
説
法
の
上
か
ら
も
、
ま
た

根
性
の
種
々
の
万
差
な
る
所
化
の
仏
弟
子
の
上
か
ら
も
、
得
益
が
定
ま
る
定
教
に
対
し

て
、
得
益
が
不
定
で
あ
る
不
定
教
（
顕
露
、
秘
密
共
に
い
う
）
な
る
も
の
を
立
て
な
け

れ
ば
、
経
典
の
文
相
や
そ
の
得
益
不
同
の
辺
を
十
分
に
解
釈
し
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な

い
。」（
福
田
堯
頴
『
天
台
学
概
論
』
一
二
九
頁
）
の
で
あ
る
。

 

　

つ
ま
り
、
同
じ
よ
う
に
小
乗
の
説
法
を
聞
い
て
も
、
利
根
の
も
の
は
小
乗
の
理
を
聞

き
な
が
ら
、
そ
の
奥
の
大
乗
の
道
理
を
了
解
す
る
こ
と
を
「
不
定
」
と
い
う
。
そ
の
不
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定
の
な
か
で
、
仏
が
聴
聞
者
が
互
い
に
相
知
ら
ず
同
聴
異
聞
す
る
こ
と
を
「
秘
密
」
と

い
う
。

 
　

①
「
秘
密
」
に
つ
い
て

 

　

秘
密
と
顕
露
は
対
で
あ
る
。「
秘
密
」
は
、
詳
し
く
は
秘
密
不
定
教
と
い
う
。

 

　

不
定
で
あ
っ
て
秘
密
の
化
儀
を
、
秘
密
不
定
教
、
あ
る
い
は
秘
密
教
と
い
う
。

 

　
「
秘
密
」
に
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。

 

　

１ 

．
同
聴
異
聞
、
つ
ま
り
同
じ
会
座
に
あ
っ
て
も
、
機
根
の
違
い
に
よ
っ
て
、
一

音
の
聞
き
方
・
受
け
止
め
方
が
違
う
。

 

　

２ 

．
一
音
の
説
法
に
対
し
て
、
聴
聞
者
が
互
い
の
理
解
の
程
度
と
、
利
益
の
程
度

と
を
相
知
ら
な
い
こ
と
を
い
う
。

 

　

同
聴
異
聞
、
つ
ま
り
同
じ
会
座
に
連
な
り
、
同
一
の
仏
の
説
法
を
聴
聞
し
て
も
、
聴

聞
す
る
人
の
機
根
の
違
い
に
よ
っ
て
、
一
音
を
こ
と
ば
通
り
に
聞
き
受
け
止
め
た
り
、

一
音
の
奥
に
秘
め
て
い
る
真
意
を
推
し
量
っ
て
受
け
止
め
た
り
す
る
。
例
え
ば
、
空
の

道
理
を
聞
い
て
、
有
情
の
個
体
の
中
心
に
我
体
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
な
い
、

「
人
空
」
の
道
理
を
究
極
と
す
る
灰
身
滅
智
の
境
地
に
安
住
す
る
人
も
い
れ
ば
、
空
の

道
理
の
反
面
に
不
空
の
道
理
、
つ
ま
り
現
実
の
眼
前
に
事
象
が
現
象
し
存
在
す
る
と
い

う
、
仮け

の
現
実
に
気
づ
き
、
真
実
は
空
と
仮
の
相
即
相
入
に
あ
る
実
相
に
入
る
人
も
い

る
。

 

　
「
秘
密
」
は
、
聞
法
の
同
聴
異
聞
、
得
益
不
同
を
、
同
座
の
人
同
士
が
互
不
相
知
、

互
い
に
相
知
ら
な
い
教
え
を
い
う
。

 

　

② 

「
不
定
」
に
つ
い
て

 

　
「
不
定
」
は
、
顕け
ん
ろ
ふ
じ
ょ
う

露
不
定
教
を
い
う
。

 

　
「
顕
露
」
は
、
同
一
の
会
座
の
人
が
、
互
い
に
相
知
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
不
定
」
は
、
聴
聞
し
て
い
る
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
得
る
利
益
が
異
な
る
こ
と
を
い

う
。

 

　

す
な
わ
ち
、
多
数
の
人
が
同
じ
会
座
に
列
な
っ
て
法
を
聞
き
、
自
分
が
了
解
す
る

よ
う
に
他
人
も
了
解
し
て
い
る
と
思
う
。
事
実
は
そ
う
で
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
得
益

を
異
に
し
、
大
乗
の
説
法
の
な
か
で
小
乗
の
利
益
を
得
た
り
、
あ
る
い
は
小
乗
の
説

法
の
な
か
で
大
乗
の
利
益
を
得
た
り
な
ど
す
る
。
同
じ
会
座
で
説
法
を
同
聴
し
て

も
、
得
益
が
同
一
で
な
い
の
を
同
聴
異
聞
と
い
い
、
ま
た
不
定
と
い
う
。

 

　

不
定
に
は
、
秘
密
不
定
と
顕
露
不
定
と
が
あ
る
。
秘
密
不
定
は
説
法
の
座
に
Ａ
・

Ｂ
な
ど
が
膝
を
交
え
て
法
を
聞
く
が
、
仏
の
不
可
思
議
神
通
力
に
よ
っ
て
、
Ａ
が
Ｃ

と
同
じ
よ
う
に
小
乗
を
聴
聞
し
て
直
ち
に
大
乗
の
円
実
を
体
得
し
た
と
し
て
も
、
Ｃ

が
こ
の
こ
と
を
知
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
Ａ
も
Ｃ
が
小
乗
を
小
乗
と
し
て
だ
け
聞
い

た
こ
と
を
知
る
こ
と
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
人
、
法
と
も
に
互
い
に
知
ら
な
い
の

を
「
秘
密
不
定
教
」
と
い
う
。

 

　

仏
は
一
音
で
法
を
説
く
。
こ
れ
を
聞
く
衆
生
は
、
そ
の
宿し
ゅ
く
じ
ゅ
う習
の
た
め
に
、

漸ぜ
ん
し
ゅ種
、
頓と
ん
し
ゅ種
と
分
か
れ
て
い
る
。
仏
の
三
輪
の
不
可
思
議
力
に
よ
っ
て
、
頓
説
の
な

か
で
漸
の
法
益
を
得
る
人
も
あ
れ
ば
、
漸
説
の
な
か
で
頓
の
法
益
を
得
る
人
も
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
会
座
に
連
な
る
人
の
機
根
が
違
う
か
ら
、
一
仏
の
同
時
同

所
の
説
法
で
得
る
得
益
が
同
じ
で
は
な
い
こ
と
を
、
お
互
い
に
承
知
し
て
い
る
の
が

「
顕
露
不
定
教
」
で
あ
る
。

 

③ 

「
秘
密
」
と
「
不
定
」
と
の
違
い
に
つ
い
て

 

　

小
乗
の
説
法
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
聴
聞
者
が
み
な
小
乗
の
果
を
得
る
と
は
限
ら
な

い
。
大
乗
の
説
法
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
み
な
大
乗
の
果
を
得
る
と
は
限
ら
な
い
。
利

根
の
も
の
は
小
乗
の
理
を
聞
き
な
が
ら
、
大
乗
に
被ひ

し
ょ
う接
す
る
。
通
教
か
ら
別
教
や
円

教
に
被
接
す
る
。
別
教
か
ら
円
教
に
被
接
す
る
。
あ
る
い
は
、
鹿
苑
時
か
ら
円
実
に

密み
つ
に
ゅ
う入
し
た
り
、
華
厳
や
方
等
や
般
若
か
ら
円
実
に
顕け
ん
に
ゅ
う入
し
た
り
す
る
。

 

　

こ
れ
ら
は
、
秘
密
も
不
定
も
同
じ
で
あ
る
。
違
い
は
一
点
で
あ
る
。
同
じ
説
法
の

座
に
居
な
が
ら
、
互
い
に
人
と
人
と
が
相
知
ら
な
い
の
が
「
秘
密
」
で
あ
る
。
相
知

ら
な
い
の
は
何
か
。
同
会
同
座
の
人
の
、
同
聴
異
聞
・
得
益
不
同
で
あ
る
。

 

　

同
聴
異
聞
・
得
益
不
同
を
相
知
ら
な
い
の
が
「
秘
密
」
で
あ
る
。

 

　

同
聴
異
聞
・
得
益
不
同
を
相
知
る
の
が
「
不
定
」
で
あ
る
。

 

　

同
会
同
座
の
人
が
、
聞
法
の
法
は
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
根
が
異
な
る

か
ら
聴
聞
の
仕
方
が
違
い
、
受
け
止
め
方
が
違
う
。
聴
聞
の
仕
方
・
受
け
止
め
方
が

違
う
か
ら
、
得
法
・
利
益
、
悟
り
が
違
う
と
い
う
こ
と
を
、「
秘
密
」
は
互
い
に
相

承
知
し
て
い
な
い
が
、「
不
定
」
は
互
い
に
相
承
知
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

 
　

秘
密
は
「
人
・
法
、
互
不
相
知
」、
不
定
は
「
人
・
法
、
互
相
知
」
│
│
こ
れ

が
、
秘
密
教
と
不
定
教
と
の
相
違
点
で
あ
る
。

 

　

同
聴
異
聞
・
得
益
不
同
を
、
人
と
人
と
が
互
い
に
相
知
る
か
否
か
が
分
岐
点
で
あ

る
。

 

　

④ 

不
定
と
秘
密
の
「
三
同
一
異
」
に
つ
い
て
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不
定
教
と
秘
密
教
と
を
比
較
す
る
と
「
三
同
一
異
」
が
あ
る
。

 
　
「
三
同
」
は
、

 
　

１ 

．
四
味
に
通
じ
て
法
華
に
通
じ
な
い
。

 

　

２ 
．
別
に
不
定
教
の
経
、
秘
密
教
の
経
と
い
う
も
の
は
な
い
。
こ
れ
が
頓
・
漸
・

円
な
ど
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

　

３ 

．
如
来
不
思
議
の
力
に
よ
る
。

 

　
「
一
異
」
は
、
不
定
教
は
聴
聞
衆
相
知
り
、
秘
密
教
は
聴
聞
衆
互
い
に
相
知
ら

ず
、
を
い
う
。

 

　

す
な
わ
ち
、
不
定
と
秘
密
と
は
、
共
に
同
聴
異
聞
で
あ
り
、
得
益
不
同
で
あ
る

が
、
唯
一
の
違
い
は
、
互
相
知
と
互
不
相
知
と
に
あ
る
。

 

　

⑤ 

秘
密
教
設
定
の
由
来

 

　

秘
密
教
は
、『
大
品
般
若
経
』
巻
第
四
十
三
無
作
実
相
品
の
文
、
お
よ
び
こ
れ
を

解
釈
す
る
『
大
智
度
論
』
巻
第
六
十
三
の
諸
仏
の
法
輪
を
顕
密
二
種
に
分
け
る
文
に

よ
っ
て
、
智
顗
が
新
た
に
設
け
た
も
の
で
あ
る
。

 

　
「
古
来
の
教
判
に
頓
・
漸
・
不
定
の
三
種
類
が
あ
っ
た
が
、
新
た
に
こ
れ
に
秘
密

を
加
え
た
。
し
か
し
厳
密
に
は
、
古
来
の
不
定
教
を
顕
露
不
定
教
と
秘
密
不
定
教
の

二
種
に
分
け
、
そ
の
秘
密
不
定
教
を
い
ま
の
秘
密
教
と
し
た
の
で
あ
る
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。」（
安
藤
俊
雄
『
天
台
学
』
八
九
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
智
顗
の
当
時
、
江

南
・
北
地
に
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
頓
・
漸
・
不
定
の
三
種
の
教
相
の
不
定
教

が
、
金
光
明
・
勝
鬘
等
の
経
を
部
と
し
て
挙
げ
て
い
た
の
を
、
そ
の
名
は
受
け
て
い

て
も
内
容
的
に
は
『
大
論
』
な
ど
の
意
を
受
け
て
、
以
前
の
不
定
教
と
は
異
な
っ
た

理
解
を
し
、
不
定
教
も
法
華
以
前
の
前
四
時
の
な
か
に
説
か
れ
る
教
説
に
包
含
さ
れ

る
こ
と
を
顕
わ
し
た
。

 

　

ち
な
み
に
、
当
時
共
通
し
て
用
い
ら
れ
た
頓
・
漸
・
不
定
の
三
種
の
教
相
と
は
、

『
法
華
玄
義
』
巻
第
十
上
に
よ
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

 

　
「
南
北
地
を
通
じ
て
、
三
種
の
教
相
を
用
う
。
一
は
頓
。
二
は
漸
。
三
は
不
定
な

り
。
華
厳
は
菩
薩
を
化
す
と
な
す
。
日
が
高
山
を
照
ら
す
が
ご
と
き
を
、
名
づ
け
て

頓
教
と
な
す
。
三
蔵
は
小
乗
を
化
す
と
な
す
。
先
に
半
字
を
教
え
る
が
故
に
有
相
教

と
名
づ
く
。
十
二
年
後
に
大
乗
人
と
な
す
。
五
時
に
般
若
な
い
し
常
住
を
説
く
を
無

相
教
と
名
づ
く
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
漸
教
と
な
す
な
り
。
別
に
一
経
あ
り
、
非
頓
の

漸
を
摂
す
。
し
か
し
て
仏
性
常
住
を
明
か
す
。
勝
鬘
・
光
明
な
ど
が
こ
れ
な
り
。
こ

れ
を
偏
方
不
定
教
と
名
づ
く
。
こ
の
三
意
は
通
途
に
共
用
な
り
。」（『
大
正
蔵
』
三

三
・
八
〇
ａ
）
と
あ
る
。

 

　

ま
た
『
大
論
』
の
意
と
は
、『
大
智
度
論
』
巻
第
六
十
五
の
、「
我
等
は
閻
浮
提
に

お
い
て
第
二
の
法
輪
転
を
み
る
。（
中
略
）
初
転
法
輪
な
り
。
八
万
の
諸
天
が
無
生

法
忍
を
得
、
阿
若
憍
陳
如
一
人
が
初
道
を
得
、
い
ま
無
量
の
諸
天
が
無
生
法
忍
を
得

る
。
こ
の
故
に
第
二
の
法
輪
転
を
説
く
。
今
の
転
法
輪
は
初
転
の
ご
と
き
に
似
た

り
。
問
う
て
曰
く
、
い
ま
の
転
法
輪
で
多
く
の
人
が
得
道
す
。
初
転
法
輪
は
得
道
す

る
者
少
し
。
い
か
ん
が
大
を
も
っ
て
小
を
喩
え
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
諸
仏
の
事
に

二
種
あ
り
。
一
は
密
。
二
は
現
な
り
。
初
転
法
輪
に
し
て
、
声
聞
の
人
は
八
万
一
人

が
初
道
を
得
る
を
見
る
。
諸
菩
薩
は
無
数
阿
僧
祇
の
人
が
声
聞
道
を
得
る
を
見
る
。

無
数
の
人
が
辟
支
仏
道
の
因
縁
を
種
う
。
無
数
阿
僧
祇
の
人
が
無
上
の
道
心
を
発

す
。
無
数
阿
僧
祇
の
人
が
六
波
羅
蜜
の
道
を
行
ず
。
諸
の
深
三
昧
の
陀
羅
尼
門
を

得
。
十
方
の
無
量
の
衆
生
が
無
生
法
忍
を
得
。
無
量
の
阿
僧
祇
の
衆
生
が
初
地
よ
り

中
な
い
し
十
地
に
住
し
、
無
量
阿
僧
祇
の
衆
生
が
一
生
補
処
を
得
。
無
量
阿
僧
祇
の

衆
生
が
道
場
に
坐
し
、
こ
の
法
を
聞
き
疾
く
仏
道
を
成
ず
る
こ
と
を
得
。
か
く
の
ご

と
き
な
ど
の
不
可
思
議
の
相
、
こ
れ
を
密
の
転
法
輪
の
相
と
名
づ
く
。」（『
大
正

蔵
』
二
五
・
五
一
七
ａ

－

ｂ
）
と
あ
る
に
よ
る
。

（
39
） 

高
山
に
て
頓
説
す
と
い
え
ど
も
、
寂
場
を
動
ぜ
ず
し
て
、
し
か
も
鹿
苑
に
遊
化
す

＝
「
高
山
に
て
頓
説
す
」
は
、
華
厳
時
を
い
う
。

 

　
「
高こ
う
ざ
ん山

」
は
、「
如
日
初
出
前
照
高
山
、
日
が
初
め
て
出
で
て
前
に
高
山
を
照
ら
す
が

ご
と
し
」
の
高
山
を
い
う
。

 

　
「
頓
説
す
」
は
、
仏
釈
尊
が
成
道
後
三
七
・
二
十
一
日
間
、
ヴ
ァ
イ
ロ
ー
チ
ャ
ナ
す

な
わ
ち
毘
盧
舎
那
法
身
と
し
て
、
海
印
三
昧
の
な
か
に
在
り
な
が
ら
、
文
殊･

普
賢
な

ど
の
大
菩
薩
に
対
し
て
、
仏
釈
尊
自
身
の
悟
り
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
説
法
し
た
こ
と
を

い
う
。

 
　

こ
の
『
華
厳
経
』
は
、
ま
さ
に
随
自
意
説
、
こ
の
段
の
用
語
を
使
え
ば
随
智
所
作
に

他
な
ら
な
い
。
五
味
の
教
説
に
あ
て
は
め
れ
ば
、「
乳
味
」
に
相
当
す
る
。

 
　
「
随
自
意
」
は
、
随
自
意
語
・
随
自
意
教
・
随
自
意
説
の
略
で
あ
る
。
相
手
の
素
質

の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
自
分
の
思
い
を
あ
り
の
ま
ま
に
説
き
聞
か
せ
る
こ
と
で
、
相
手

を
考
慮
せ
ず
、
自
分
の
考
え
を
あ
り
の
ま
ま
に
説
く
こ
と
を
い
う
。

 

　

対
語
は
、「
随
他
意
」
で
、
仏
が
説
法
す
る
場
合
、
相
手
の
考
え
・
素
質
・
能
力
に
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順
応
し
て
、
相
手
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
説
く
こ
と
や
、
悟
り
へ
導
く
た
め
の
一
時
の

手
立
て
と
し
て
説
か
れ
た
方
便
の
教
え
を
い
う
。

 
　
「
寂
場
を
動
ぜ
ず
し
て
」
は
、
華
厳
時
を
い
う
。

 

　
「
寂
場
」
は
寂
滅
道
場
を
い
う
。
寂
滅
道
場
は
、
仏
釈
尊
が
悟
り
を
開
い
た
菩
提
樹

下
を
い
う
。

 

　
「
寂
滅
」
は
、
開
悟
、
悟
り
の
心
境
を
い
い
表
わ
す
語
で
あ
る
。

 

　

ご
た
ご
た
と
面
倒
な
こ
と
の
煩わ
ず
ら

い
や
心
の
悩
み
を
遠
ざ
け
断
っ
て
、
心
が
静
か
に

な
っ
た
の
が
「
寂
」
で
、
生
死
の
苦
果
を
離
脱
し
て
煩
い
が
な
く
な
っ
た
の
が
「
滅
」

で
あ
る
。
つ
ま
り
寂
滅
は
、
迷
い
の
原
因
と
そ
の
結
果
と
を
滅
ぼ
し
静
め
る
こ
と
を
い

う
。
迷
い
の
原
因
で
あ
る
煩
悩
を
滅
ぼ
し
、
そ
の
結
果
の
生
死
の
苦
果
を
滅
ぼ
し
静
め

た
と
こ
ろ
が
悟
り
で
あ
る
。

 

　

こ
の
悟
り
を
開
い
た
場
所
、
す
な
わ
ち
仏
の
成
道
の
場
所
を
、
寂
滅
道
場
と
い
う
。

 

　
「
寂
場
を
動
ぜ
ず
し
て
」
は
、
寂
滅
道
場
を
動
か
ず
離
れ
ず
、
座
っ
た
ま
ま
を
い
う
。

 

　

こ
れ
は
、
仏
の
根
本
的
な
悟
り
の
智
慧
そ
の
も
の
が
、
場
所
、
時
間
、
空
間
を
超
え

て
、
一
切
に
遍
満
し
て
い
る
こ
と
を
、
こ
の
よ
う
な
状
況
設
定
に
よ
っ
て
示
し
て
い

る
。

 

　

仏
釈
尊
成
道
後
三
七
・
二
十
一
日
間
の
説
法
は
、
仏
釈
尊
が
悟
っ
た
悟
り
を
そ
の
ま

ま
を
説
き
明
か
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

　

仏
の
説
法
を
聴
聞
す
る
機
根
に
は
、
上
根
の
人
あ
り
、
中
根
の
人
あ
り
、
下
根
の
人

あ
り
で
あ
る
。
上
根
の
文
殊
・
普
賢
な
ど
の
大
菩
薩
は
、
華
厳
の
会
座
で
直
ち
に
入

実
、
諸
法
実
相
に
立
脚
す
る
円
頓
一
仏
乗
に
入
る
が
、
下
根
の
声
聞
衆
に
と
っ
て
は
如

聾
如
啞
で
あ
る
。

 

　

説
法
の
会
座
は
、
最
初
の
世
間
浄
眼
品
で
は
、
如
来
正
覚
の
地
の
寂
滅
道
場
会
で
あ

る
。
そ
の
後
は
、
そ
の
場
を
動
か
な
い
ま
ま
、
説
法
の
場
所
が
普
光
法
堂
会
に
、
忉と

う
り利

天
宮
会
に
、
夜
摩
天
宮
会
に
、
兜と

そ
つ率
天
宮
会
に
、
他
化
自
在
天
宮
会
に
移
る
。
次
い
で

再
び
普
光
法
堂
（
重
）
会
に
帰
り
、
最
後
は
祇ぎ

じ
ゅ
ぎ
っ
こ
ど
く
お
ん

樹
給
孤
独
園
の
重
閣
講
堂
会
（
逝
多
林

会
）
と
な
る
。

 

　

だ
か
ら
旧
訳
で
は
七
処
八
会
と
い
い
、
新
訳
で
は
普
光
明
殿
が
三
度
説
法
の
場
所
と

な
る
か
ら
、
七
処
九
会
と
な
る
。

 

　
『
華
厳
経
』
に
は
前
分
と
後
分
の
区
別
が
あ
る
。
前
分
は
三
七
・
二
十
一
日
の
説
法

で
は
声
聞
は
い
な
い
が
、
後
分
の
入
法
界
品
で
は
、
舎
利
弗
な
ど
の
大
声
聞
な
ど
が
い

る
。

 

　
『
華
厳
経
』
の
説
法
の
内
容
は
、
正
し
く
は
円
教
で
あ
る
が
、
合
わ
せ
て
別
教
を
説

い
て
い
る
。
華
厳
の
会
座
に
連
な
る
声
聞
衆
や
縁
覚
衆
に
と
っ
て
は
、
こ
の
時
の
説
法

は
、
程
度
が
あ
ま
り
に
も
高
く
だ
れ
も
教
化
教
導
の
利
益
に
与
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
経
典
は
こ
れ
を
「
聾
の
ご
と
く
啞
の
ご
と
し
」
と
形
容
し
て
い
る
。

 

　
「
し
か
も
鹿
苑
に
遊
化
す
」
は
、
鹿
苑
阿
含
時
を
い
う
。

 

　
「
し
か
も
」
は
、
同
時
に
を
い
う
。「
而に

」
は
、
⑴
し
こ
う
し
て
、
し
か
し
て
、
し

て
、
て
の
意
で
、
順
接
の
意
を
表
わ
す
接
続
詞
で
あ
る
。
⑵
し
か
れ
ど
も
、
し
か
も
、

し
か
る
に
、
し
か
し
の
意
で
、
逆
接
の
意
を
表
わ
す
接
続
詞
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
二

始
同
時
」
を
い
う
。

 

　
「
鹿
苑
」
は
、
中
イ
ン
ド
の
ベ
ナ
レ
ス
郊
外
の
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
に
あ
る
鹿ろ
く
や
お
ん

野
苑
を
い

い
、
初
転
法
輪
の
場
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。
鹿
野
苑
は
、
昔
か
ら
仙
人
が
集
ま
る
処
と

信
じ
ら
れ
、
詳
し
く
は
仙
人
住
処
鹿
野
苑
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
は
リ
シ
パ
タ
ナ
・

ム
リ
ガ
ダ
ー
ヤ
、
パ
ー
リ
語
で
は
イ
シ
パ
タ
ナ
・
ミ
ガ
ダ
ー
ヤ
と
い
う
。
ま
た
仏
教
徒

の
間
で
は
辟
支
仏
が
こ
こ
に
集
り
住
す
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

 

　
「
遊ゆ

け化
」
は
、
諸
方
に
往
来
し
て
衆
生
を
教
化
す
る
こ
と
を
い
う
。

参
考
│
│
「
不
動
而
遊
」
に
つ
い
て

 

　

⑴
『
華
厳
経
』
の
立
場

 

　

華
厳
時
の
説
法
の
会
座
は
、
最
初
の
世
間
浄
眼
品
で
は
、
如
来
正
覚
の
地
で
あ
る
寂

滅
道
場
で
あ
る
。

 

　

そ
の
後
、
如
来
名
号
品
第
七
で
は
仏
釈
尊
は
、
正
覚
を
完
成
し
た
マ
ガ
ダ
国
の
阿
蘭

若
法
菩
提
場
、
す
な
わ
ち
寂
滅
道
場
を
離
れ
ず
に
、
そ
の
東
南
約
三
里
を
隔
て
た
尼
連

禅
河
の
辺
の
普
光
明
殿
の
師
子
座
に
座
す
。
こ
れ
が
普
光
法
堂
会
で
あ
る
。

 

　

昇
須
弥
山
頂
品
第
十
三
で
は
仏
釈
尊
は
、
菩
提
樹
下
を
離
れ
ず
、
須
弥
山
に
昇
っ
て

帝
釈
の
明
勝
殿
の
普
光
明
蔵
の
師
子
座
に
坐
す
。
こ
れ
が
忉と

う
り利
天
宮
会
で
あ
る
。

 
　

昇
夜
摩
天
宮
品
第
十
九
で
は
仏
釈
尊
は
、
菩
提
樹
下
と
須
弥
山
頂
を
離
れ
ず
、
夜
摩

天
宮
の
宝
荘
厳
殿
の
宝
蓮
華
蔵
の
師
子
座
に
坐
す
。
こ
れ
が
夜
摩
天
宮
会
で
あ
る
。

 
　

昇
兜
率
天
宮
品
第
二
十
三
で
は
仏
釈
尊
は
、
菩
提
樹
下
と
須
弥
山
頂
の
夜
摩
天
宮
を

離
れ
ず
、
兜
率
陀
天
の
摩
尼
蔵
の
師
子
座
に
坐
す
。
こ
れ
が
兜と
そ
つ率
天
宮
会
で
あ
る
。

 

　

十
地
品
第
二
十
六
で
は
、
仏
釈
尊
は
、
他
化
自
在
天
王
宮
の
摩
尼
宝
蔵
殿
に
坐
す
。

こ
れ
が
他
化
自
在
天
宮
会
で
あ
る
。
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次
い
で
再
び
普
光
法
堂
会
に
帰
り
、
最
後
は
祇ぎ
じ
ゅ
ぎ
っ
こ
ど
く
お
ん

樹
給
孤
独
園
の
重
閣
講
堂
会
と
な

る
。

 
　
『
華
厳
経
』
の
各
会
で
は
、
初
会
の
寂
滅
道
場
を
離
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

会
に
座
を
移
し
て
説
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
仏
の
根
本
的
な
悟
り
の
智
慧
そ
の
も
の
が
、

場
所
、
時
間
、
空
間
を
超
え
て
、
一
切
に
遍
満
し
て
い
る
こ
と
を
、
こ
の
よ
う
な
状
況

設
定
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
と
、
西
本
照
真
『
華
厳
経
を
読
む
』（
九
四

－

九
五
頁
）

は
示
す
。

 

　

⑵
『
法
華
玄
義
釈
籤
』
の
立
場

 

　
『
法
華
玄
義
釈
籤
』
に
、「
動
ぜ
ず
離
せ
ず
、
し
か
も
升の
ぼ

り
、
し
か
も
遊
ぶ
」
は
、

「
こ
れ
頓
の
後
、
漸
の
初
、
頓
の
座
を
動
ぜ
ず
し
て
、
漸
の
化
を
施
こ
す
」
こ
と
を
指

す
と
あ
る
。
そ
し
て
、『
華
厳
探
玄
記
』
巻
第
五
の
な
か
で
、
古
人
の
多
く
異
釈
を
あ

げ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

 

　

① 

本も
と

の
釈
迦
、
動
ぜ
ず
し
て
化
身
天
に
升の
ぼ

る
こ
と
。

 

　

② 

法
身
動
ぜ
ず
し
て
、
化
用
天
に
升
る
こ
と
。

 

　

③ 

不ふ
お
う往
に
し
て
往
、
往
に
し
て
不
往
、
ゆ
え
に
升
の
ゆ
え
に
往
、
と
あ
る
。

 

　

① 

は
、
本
質
と
変
化
の
面
か
ら
い
う
。
②
は
、
内
証
と
外
用
の
面
か
ら
い
う
。
③

は
、
真
俗
の
二
諦
の
面
か
ら
い
う
。

 

　

④
に
、
賢
首
法
蔵
法
師
の
四
釈
を
挙
げ
る
。

 

　

１ 

．
処
に
約
す
。
一
処
中
に
一
切
処
あ
り
。
す
な
わ
ち
天て
ん
ぐ
う宮
は
本
来
樹じ
ゅ
お
う王
の
下
に

あ
り
。
た
だ
先
に
未
だ
こ
の
天
宮
処
を
用
い
ず
。

 

　

２ 

．
仏
に
約
す
。
樹
王
の
下
の
仏
、
一
切
処
に
徧
す
。
ゆ
え
に
樹
王
の
仏
、
も
と

天
宮
に
あ
り
。
先
に
未
だ
彼
の
天
宮
の
仏
を
用
い
ざ
り
し
の
み
。

 

　

３ 

．
時
に
約
す
。
樹
王
の
下
の
時
、
す
な
わ
ち
天
宮
の
時
。

 

　

４ 

．
法
界
に
約
す
。
自
性
な
き
を
い
う
。

 

　

樹
王
は
菩
提
樹
を
い
う
。
天
宮
は
天
人
の
宮
殿
、
帝
釈
天
の
宮
殿
を
い
う
。

『
法
華
玄
義
釈
籤
』
は
、
こ
の
四
釈
は
、
ま
っ
た
く
当
を
得
て
い
な
い
と
い
う
。

 

　

１
．
２
．
３
．
の
義
は
、
ど
う
し
て
仏
の
応
の
面
だ
け
を
見
て
、
機
を
論
じ
な

い
の
か
。
仏
と
衆
生
と
の
関
係
は
、
衆
生
の
感
と
仏
の
応
と
が
互
い
に
通
じ
て
通

い
交
わ
る
も
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
仏
の
応
の
面
だ
け
を
取
り
上
げ
、
衆
生
の

感
、
教
え
に
激
発
さ
れ
て
活
動
す
る
心
の
は
た
ら
き
を
論
じ
な
い
の
か
、
と
い

う
。

 

　

４
．の
義
は
、
法
界
だ
け
を
み
る
。
な
ぜ
自
性
な
し
と
だ
け
い
う
の
か
。
ど
う

し
て
他
性
な
し
と
か
。
無
因
な
し
と
い
わ
な
い
の
か
。
無
謀
に
し
て
化
し
、
感
応

道
交
す
。
応
に
あ
ら
ず
し
て
応
じ
、
感
に
あ
ら
ず
し
て
感
ず
。
ど
う
し
て
時
・

処
・
身
・
土
・
性
な
ど
を
論
ず
る
の
か
、
と
い
う
。

 

　
『
法
華
玄
義
釈
籤
』
の
立
場
は
、「
頓
の
後
、
漸
の
初
め
、
頓
の
座
を
動
ぜ
ず
し

て
漸
の
化
を
施
こ
す
」
に
あ
り
、「
無
謀
に
し
て
化
し
感
応
道
交
す
。
応
に
非
ず

し
て
応
じ
、
感
に
非
ず
し
て
感
ず
」
に
あ
る
。

 

　

⑶
『
天
台
学
辞
典
』
の
立
場

 

　
『
天
台
学
辞
典
』
は
、「
無む
ぼ
う
お
う
ゆ
う

謀
応
用
」
を
挙
げ
る
。「
無
謀
応
用
」
は
、「
妙
応
無
謀
」

と
も
い
う
。
仏
の
説
法
が
機
に
応
じ
る
こ
と
は
、
謀

は
か
り
ご
と

な
く
し
て
応
用
自
在
で
あ
る

こ
と
を
い
う
。
こ
れ
は
、
具
体
的
に
は
「
二
始
同
時
」
を
い
い
、
大
乗
と
小
乗
と
を
同

時
に
教
化
教
導
す
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

こ
れ
を
『
天
台
四
教
儀
』
第
二
漸
教
に
、「
寂
場
を
動
ぜ
ず
し
て
、
鹿
苑
に
游
び
」

と
い
う
。

 

　
「
寂
場
」
は
寂
滅
道
場
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、
菩
提
樹
下
の
成
道
正
覚
の
道
場
の
こ

と
で
、
こ
こ
が
『
華
厳
経
』
説
法
の
場
所
で
あ
る
。

 

　
「
鹿
苑
」
は
鹿
野
苑
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、『
阿
含
経
』
説
法
の
最
初
の
場
所
で
あ

る
。

 

　
「
不
動
而
游
」
は
、
菩
提
樹
下
の
成
道
正
覚
の
道
場
を
い
い
、『
華
厳
経
』
説
法
の
場

所
を
動
か
ず
に
、
し
か
も
同
時
に
鹿
野
苑
で
説
法
を
す
る
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
、
大

乗
と
小
乗
の
説
法
が
同
時
に
始
ま
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
お
「
游
」
は
、
よ
り
す
す

む
の
意
の
語
原
「
由
」
か
ら
き
て
お
り
、
お
よ
ぐ
の
意
の
原
字
で
、
遊
に
通
用
す
る
。

游
泳
、
游
学
、
游
離
な
ど
と
使
う
。

 

　

こ
れ
は
甚
だ
矛
盾
し
た
言
い
分
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
が
、
説
法
す
る
仏
か
ら
観
れ

ば
、
常
に
成
等
正
覚
の
一
念
の
持
続
で
あ
る
。
こ
の
一
念
の
証
悟
が
相
続
し
て
展
開
し

て
い
く
の
が
、
四
十
有
余
年
の
説
法
で
あ
る
。
身
体
は
、
席
が
暖
ま
る
暇
な
く
、
衆
生

済
度
の
た
め
に
諸
方
に
遊
行
し
て
い
て
も
、
心
は
、
常
に
成
道
の
寂
滅
道
場
に
坐
っ
て

少
し
も
動
じ
る
こ
と
が
な
い
。
し
か
も
、
衆
生
の
機
根
に
応
じ
て
応
用
自
在
で
あ
る
。

こ
れ
を
「
不
動
而
游
」
と
い
い
、
仏
の
「
無
謀
応
用
」
と
い
う
。

 

　

⑷
『
天
台
四
教
儀
新
釈
』
の
立
場

 

　

仏
の
「
無
謀
応
用
」
を
い
う
「
不
動
而
游
」
に
つ
い
て
、
稲
葉
円
成
『
天
台
四
教
儀
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新
釈
』（
四
七

－

四
八
頁
）
は
、「
仏
の
悟
り
の
心
境
に
は
動
静
の
二
面
が
あ
る
。
一
面

は
、
研
い
だ
明
鏡
の
よ
う
に
ど
こ
ま
で
も
澄
み
切
っ
て
寂
静
で
あ
る
。
他
の
一
面
は
、

絶
え
ず
物
に
応
じ
機
に
臨
ん
で
は
た
ら
い
て
止
ま
な
い
の
は
、
明
鏡
が
前
に
く
る
万
像

を
容
れ
て
拒
む
こ
と
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
動
静
の
二
面
は
相
背
の
事
実
で
は
な

く
、
相
資
相
成
の
事
実
で
あ
る
。
心
が
澄
む
こ
と
い
よ
い
よ
静
な
れ
ば
、
物
を
写
す
こ

と
も
い
よ
い
よ
明
ら
か
で
あ
り
、
仏
心
が
い
よ
い
よ
明
ら
か
で
あ
れ
ば
、
物
を
愍あ

わ
れ

む

慈
悲
心
が
い
よ
い
よ
動
く
の
で
あ
る
。
道
場
で
獲
得
さ
れ
た
成
道
の
一
念
が
動
じ
な
い

と
こ
ろ
に
、
い
よ
い
よ
大
悲
化
他
の
は
た
ら
き
を
せ
ず
に
は
お
れ
な
い
。
寂
場
を
動
ぜ

ず
し
て
、
鹿
苑
に
游
び
は
、
こ
う
い
う
心
境
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。」
と
い
う
。

 

　

し
た
が
っ
て
、
仏
の
こ
の
有
り
様
は
、
大
乗
の
機
か
ら
観
れ
ば
寂
滅
道
場
に
お
い
て

『
華
厳
経
』
を
説
く
と
観
、
小
乗
の
機
か
ら
見
れ
ば
鹿
野
苑
で
『
阿
含
経
』
を
説
く
姿

と
見
る
。
し
か
し
仏
の
立
場
か
ら
は
、
大
小
の
念
を
超
越
し
て
い
る
か
ら
、
彼
此
の
別

は
な
い
の
で
あ
る
、
と
い
う
。

（
40
） 

四
諦
の
生
滅
を
説
く
と
い
え
ど
も
、
不
生
不
滅
を
妨
げ
ず
＝
こ
の
一
句
は
、
鹿
苑

時
を
指
す
。

 

　
（
42
）
の
人･

所
化
に
対
し
て
、
こ
の
（
40
）
は
法
・
所
説
の
面
か
ら
い
う
。

 

　
「
四
諦
の
生
滅
」
の
四
諦
は
、
苦
諦
・
集
諦
・
滅
諦
・
道
諦
の
四
聖
諦
を
い
う
。
生

滅
は
生
じ
る
こ
と
と
滅
す
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

わ
た
し
が
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
苦
し
み
が
、
人
生
苦
で
あ
る
。
人
生
苦
は
、
人
に

迫
り
悩
ま
す
生
老
病
死
の
四
苦
と
、
四
苦
に
愛
別
離
苦
・
怨
憎
会
苦
・
求
不
得
苦
・
五

蘊
盛
苦
を
加
え
た
八
苦
を
特
徴
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
苦
は
す
べ
て
、
因
と
縁
と
の
離
合

集
散
に
よ
っ
て
織
り
な
さ
れ
、
苦
に
生
あ
り
、
滅
あ
り
と
観
て
い
く
四
諦
観
で
あ
る
。

 

　
「
不ふ
し
ょ
う
ふ
め
つ

生
不
滅
」
は
、
無
生
無
滅
、
無
生
滅
と
同
義
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
ご
と

が
、
本
質
で
は
実
体
が
な
く
空く

う

で
あ
る
か
ら
、
生
じ
た
り
滅
し
た
り
し
て
変
化
す
る
こ

と
が
な
く
、
永
遠
不
変
の
常
住
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
悟
り
の
境
地
を
形
容
し
て
い

る
。

 

　

不
生
不
滅
は
、
本
来
は
も
の
の
存
在
が
認
識
を
超
え
て
い
る
。
つ
ま
り
空く
う

で
あ
る
こ

と
を
表
わ
す
概
念
で
あ
っ
た
が
、
自
由
自
在
な
絶
対
的
主
体
性
を
意
味
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

 

　
「
不
妨
・
妨
げ
ず
」
の
「
妨
」
は
、
妨
げ
る
・
邪
魔
を
す
る
・
損
な
う
の
意
を
い
う
。

参
考
│
│
「
四
諦
」
に
つ
い
て

 

　

⑴
「
四
諦
」
に
つ
い
て

 

　

四
諦
は
、
苦
諦
・
集
諦
・
滅
諦
・
道
諦
の
四
を
い
う
。

 

　
「
苦
諦
」
は
、「
迷
い
の
こ
の
世
は
、
す
べ
て
が
苦
で
あ
る
」
と
い
う
真
実
を
い
う
。

 

　
「
集
諦
」
は
、「
苦
の
因
は
、
求
め
て
飽
く
こ
と
の
な
い
渇
愛
で
あ
る
」
と
い
う
真
実

を
い
う
。

 

　
「
滅
諦
」
は
、「
そ
の
渇
愛
の
完
全
な
絶
滅
が
、
苦
が
滅
し
た
窮
極
の
理
想
境
で
あ

る
」
と
い
う
真
実
を
い
う
。

 

　
「
道
諦
」
は
、「
こ
の
よ
う
な
苦
滅
の
境
に
趣
く
に
は
、
八
正
道
の
正
し
い
修
行
法
に

よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
真
実
を
い
う
。

 

　

⑵
「
三
転
十
二
行
相
」
に
つ
い
て

 

　

仏
釈
尊
は
、
鹿
野
苑
で
四
諦
の
理
を
説
く
の
に
、
示･

勧･

証
の
三
転･

三
段
階
に

よ
っ
た
。
こ
れ
を
「
三
転
十
二
行
相
」
と
い
う
（『
倶
舎
論
』
巻
第
二
四
）。

 

　
「
示
転
」
は
、
こ
れ
こ
そ
は
苦
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
は
集
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
は
滅

で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
は
道
で
あ
る
、
と
四
諦
を
そ
れ
ぞ
れ
示
す
こ
と
で
あ
る
。

 

　
「
勧
転
」
は
、
苦
は
知
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
集
は
断
ず
べ
き
も
の
で
あ
り
、
滅
は

証
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
道
は
修
す
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
四
諦
の
修
行
実
践
を
勧
め

る
こ
と
で
あ
る
。

 

　
「
証
転
」
は
、
苦
を
自
ら
知
り
、
集
を
自
ら
断
じ
、
滅
を
自
ら
証
し
、
道
を
自
ら
修

し
た
、
と
釈
尊
自
ら
が
自
己
に
つ
い
て
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。

 

　

後
代
の
解
釈
に
よ
る
と
、
こ
の
三
転
に
お
い
て
、
上
根
は
第
一
の
示
転
に
よ
り
、
中

根
は
第
二
の
勧
転
に
よ
り
、
下
根
は
第
三
の
証
転
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
悟
り
に
至
る

と
解
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
三
転
を
、
見
道･

修
道･

無
学
道
の
三
に
配
当
す

る
こ
と
も
あ
る
。

 

　

初
め
の
苦
・
集
二
諦
は
、
わ
た
し
が
三
界
に
生
死
流
転
す
る
う
え
の
果
と
因
と
を
い

い
、
集
諦
が
原
因
、
苦
諦
が
結
果
で
あ
る
。
滅
・
道
二
諦
は
、
わ
た
し
が
三
界
の
流
転

を
離
れ
て
理
想
の
涅
槃
の
境
界
に
至
る
果
と
因
と
を
い
う
。
道
諦
が
原
因
、
滅
諦
が
結

果
で
あ
る
。

 
　

⑶
「
苦
・
集
の
二
諦
は
、
迷
妄
の
世
間
の
果
と
因
で
あ
る
」
に
つ
い
て

 

　
「
苦
諦
」
の
「
苦
」
は
、
わ
た
し
が
現
在
保
有
す
る
身
体
と
世
界
を
い
う
。
わ
た
し

の
身
体
と
世
界
は
、
過
去
の
悪
業
と
種
々
の
煩
悩
を
原
因
と
し
て
、
現
在
の
苦
多
き
身

体
と
世
界
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
有
為
有
漏
の
結
果
で
あ
る
。
わ
た
し
の
過
去
の
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悪
業
に
よ
る
煩
悩
に
塗
れ
た
身
体
と
世
界
は
、
生
滅
無
常
で
あ
り
、
煩
悩
を
増
長
さ
せ

る
か
ら
、
有
為
有
漏
と
い
う
。
こ
れ
が
「
苦
」
で
あ
る
。

 
　
「
集
諦
」
の
「
集
」
は
、
過
去
の
悪
業
に
よ
る
煩
悩
を
い
う
。『
天
台
四
教
儀
』
で

は
、「
集
諦
と
は
す
な
わ
ち
見
思
の
惑
で
あ
る
」
と
い
う
。
集
は
、
招
き
集
め
る
の
意

で
あ
り
、
業
に
よ
る
煩
悩
は
苦
痛
が
多
い
三
界
の
生
死
を
招
き
集
め
る
か
ら
「
集
」
と

い
う
。
苦
諦
は
そ
の
結
果
で
あ
る
。

 

　

過
去
の
悪
業
に
よ
る
煩
悩
は
、
欲
愛
と
有
愛
と
無
有
愛
を
特
徴
と
す
る
「
渇
愛
」
で

あ
る
と
い
う
。「
欲
愛
」
は
、
感
覚
的
な
欲
望
で
、
財
・
色･

食･

名
誉･

睡
眠
の
五

欲
が
引
き
起
こ
す
煩
悩
を
い
い
、「
有
愛
」
は
、
生
存
へ
の
欲
望
を
い
い
、「
無
有
愛
」

は
、
生
存
そ
の
も
の
か
ら
離
れ
た
い
と
い
う
欲
望
を
い
う
。

 

　
「
渇
愛
・
愛
執
」
は
、
欲
愛･
有
愛･

無
有
愛
を
包
含
し
た
根
源
的
な
欲
望
で
、
喉

が
渇
い
た
人
が
水
を
求
め
る
よ
う
な
激
し
い
欲
望
を
い
う
。

 

　

⑷
「
滅
・
道
の
二
諦
は
、
証
悟
の
出
世
間
の
果
と
因
で
あ
る
」
に
つ
い
て

 

　
「
滅
諦
」
の
「
滅
」
は
、
滅
無
の
意
で
あ
る
。
滅
諦
は
、
苦
・
集
の
二
諦
と
は
違
っ

て
、
三
界
の
生
死
を
出
離
し
て
、
煩
悩
に
纏ま

と

わ
り
つ
か
れ
な
い
有
為
無
漏
の
果
報
を
い

う
。

 

　

滅
諦
は
、
渇
愛
を
断
っ
て
無
常
の
世
を
超
え
、
八
正
道
を
修
行
実
践
し
て
苦
し
み
を

滅
し
た
悟
り
の
境
地
に
至
る
道
を
い
う
。

 

　
「
道
諦
」
の
「
道
」
は
能
通
の
意
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
防
非
止
悪
に
は
た
ら
く
戒

律
、
身
心
を
安
静
に
す
る
禅
定
、
断
悪
証
理
に
は
た
ら
く
智
慧
の
「
戒
・
定
・
慧
」
を

は
じ
め
、
そ
の
他
、
仏
道
修
行
の
種
々
の
教
え
に
よ
る
修
行
実
践
に
よ
っ
て
涅
槃
の
彼

岸
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
「
道
」
と
い
う
。

 

　

こ
こ
で
は
道
諦
は
、
わ
た
し
が
三
界
の
流
転
を
離
れ
て
、
理
想
の
境
地
で
あ
る
煩
悩

の
な
い
理
想
の
涅
槃
の
境
界
に
至
る
た
め
に
は
、
楽
欲
と
苦
行
と
の
両
極
端
を
離
れ
た

中
道
と
し
て
、
正
見
・
正
思
惟
・
正
語
・
正
業
・
正
命
・
正
精
進
・
正
念
・
正
定
か
ら

な
る
八
正
道
を
修
行
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

（
41
） 

菩
薩
の
た
め
に
仏
の
境
界
を
説
く
と
い
え
ど
も
、
し
か
も
二
乗
の
智
断
あ
り
＝
こ

の
一
句
は
、
方
等
・
般
若
の
二
時
を
指
す
。

 

　
「
智
断
」
は
、
智
徳
と
断
徳
と
を
い
う
。

 

　
「
智
徳
」
は
、
智
慧
に
よ
っ
て
真
理
を
悟
る
こ
と
を
い
い
、「
断
徳
」
は
、
煩
悩
を
断

ち
切
る
こ
と
を
い
う
。
そ
れ
ぞ
れ
菩
提
と
涅
槃
に
相
当
す
る
。

 

　
「
二
乗
の
智
断
」
は
、
智
慧
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
煩
悩
を
断
じ
る
こ
と
と
の
二
面
を

い
い
、
小
乗
の
智
慧
で
煩
悩
を
断
じ
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

文
意
は
、
次
に
あ
る
。

 

　

方
等
・
般
若
の
二
時
が
明
か
す
仏
の
世
界
は
、
例
え
ば
対
立
し
て
い
る
二
つ
を
一
つ

と
み
な
す
不
二
法
門
と
い
う
世
界
観
や
、
す
べ
て
の
も
の
が
繋
が
り
、
繋
が
っ
て
、
果

て
し
な
く
繋
が
っ
て
、
区
別
は
で
き
る
が
、
分
離
は
で
き
な
い
「
絶
対
の
一
」
に
あ
る

と
い
う
世
界
観
に
あ
る
。

 

　

つ
ま
り
、
元
来
一
つ
の
も
の
が
、
仮
に
そ
れ
ぞ
れ
区
別
さ
れ
る
形
に
分
か
れ
て
、
繋

が
り
合
っ
て
い
る
と
い
う
、「
空
」
に
あ
る
と
い
う
真
実
性
の
な
か
に
仏
そ
の
も
の
が

あ
る
。
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
人
は
、
理
性
で
は
仏
の
世
界
を
理
解
し
て
い
る
が
、
こ
こ

ろ
の
奥
底
で
は
小
乗
を
捨
て
て
大
乗
に
移
る
こ
と
が
で
き
ず
、
灰
身
滅
智
を
至
高
と
す

る
阿
羅
漢
の
境
地
に
安
住
し
、
小
乗
の
無
学
果
が
継
承
さ
れ
て
い
き
、
二
乗
人
が
名
実

と
も
に
仏
の
境
地
に
至
る
の
は
、
法
華
の
開
会
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
い

う
。

（
42
） 

五
人
が
果
を
証
す
と
い
え
ど
も
、
八
万
の
諸
天
が
無
生
忍
を
獲う

る
こ
と
を
妨
げ
ず

＝
こ
の
一
句
は
、（
41
）
に
重
ね
て
、
漸
の
初
を
般
若
に
対
し
て
説
く
。

 

　

意
は
『
大
品
般
若
経
』
に
あ
る
よ
う
に
、
漸
の
初
の
鹿
苑
に
密
か
に
般
若
を
説
く
の

を
、
今
説
の
『
大
品
般
若
経
』
に
対
望
、
当
て
は
め
望
み
見
て
、「
八
万
諸
天
獲
無
生

忍
」
と
い
う
。（
40
）
の
法
・
所
説
に
対
し
て
、（
42
）
は
人･

所
化
の
面
か
ら
い
う
。

果
を
得
る
こ
と
同
じ
か
ら
ず
、
法
を
証
す
る
こ
と
定
ま
ら
ず
。
ま
さ
に
『
大
智
度
論
』

の
顕
密
法
輪
の
義
を
引
い
て
、
こ
の
な
か
の
意
を
釈
す
べ
し
、
と
は
『
法
華
玄
義
釈

籤
』
の
こ
と
ば
で
あ
る
。

 

　
「
五
人
」
は
、
初
転
法
輪
の
と
き
の
対
告
衆
で
あ
る
、
阿
若
憍
陳
如
を
始
め
と
す

る
、
い
わ
ゆ
る
五
比
丘
を
い
う
。

 

　
「
証
果
、
果
を
証
す
」
は
、
修
行
実
践
に
よ
っ
て
悟
り
を
得
る
こ
と
を
い
う
。
第
一

の
初
転
法
輪
で
は
、
五
比
丘
は
、
初
果
、
す
な
わ
ち
三
界
の
迷
理
の
惑
で
あ
る
見
惑
を

断
じ
尽
く
し
て
、
初
め
て
聖
者
の
流
れ
に
入
り
預
流
果
を
得
た
こ
と
を
い
う
。

 
　
「
果
」
は
、
小
果
、
小
乗
の
果
で
あ
る
預
流
果
を
い
う
。
預
流
果
は
、
三
界
の
見
惑

八
十
八
使
を
断
じ
つ
つ
あ
る
見
道
十
五
心
の
預
流
向
の
後
、
見
惑
を
断
じ
終
わ
っ
て
、

第
十
六
心
、
す
な
わ
ち
見
道
で
観
た
真
実
の
四
諦
を
た
び
た
び
繰
り
返
し
て
観
察
す
る

修
道
に
入
っ
た
位
の
境
地
を
い
う
。

194



─　  （　）─100

愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
四
二
号

 
　
「
八
万
」
は
、
八
万
四
千
の
略
で
、
数
が
多
い
こ
と
を
い
う
。

 
　
「
天
」
は
、
天
上
界
の
神
々
を
い
う
。

 
　
「
無
生
忍
」 

は 

「
無む
し
ょ
う
ぼ
う
に
ん

生
法
忍
」 

を
い
う
。
無
生
法
忍
は
、
大
乗
の
通
教
の
三
乗
共ぐ
う

の
十

地
の
三
八
人
地
と
四
見
地
に
お
い
て
、
三
界
の
八
十
八
使
の
見
惑
を
断
じ
て
、
四
諦
の

理
を
現
観
、
現
前
に
明
瞭
に
観
察
す
る
菩
薩
の
行
と
、
そ
れ
が
生
み
出
す
悟
り
を
い

う
。
一
切
の
事
象
が
不
生
不
滅
、
つ
ま
り
空
で
あ
り
、
実
相
で
あ
る
と
い
う
真
実
を
認

め
、
そ
こ
に
安
住
す
る
不
生
不
滅
の
理
に
徹
底
し
た
悟
り
を
い
う
。

 

　
『
大
智
度
論
』
巻
第
六
十
五
に
、「
初
転
法
輪
に
は
、
八
万
の
諸
天
が
無
生
法
忍
を

得
、
阿
若
憍
陳
如
一
人
が
初
道
を
得
。
い
ま
は
無
量
の
諸
天
が
無
生
法
忍
を
得
。
こ
の

故
に
、
第
二
法
輪
転
と
説
く
。
今
の
転
法
輪
は
初
転
の
ご
と
く
に
似
た
り
。」（『
大
正

蔵
』
二
五
・
五
ａ

－

七
ａ
）
と
あ
る
。「
八
万
の
諸
天
が
無
生
忍
を
獲
る
」
は
、
八
万

の
諸
天
、
す
な
わ
ち
無
量
の
天
上
界
の
神
々
が
、
一
切
の
事
象
が
生
じ
る
こ
と
も
滅
す

る
こ
と
も
な
く
常
住
で
あ
る
と
い
い
、
不
生
不
滅
を
確
信
す
る
「
無
生
法
忍
」
を
得
た

こ
と
を
指
す
。

参
考
│
│
「
八
万
四
千
」
と
「
八
万
」
に
つ
い
て

 

　
「
八
万
四
千
」
は
、
仏
教
で
数
が
多
い
こ
と
を
示
す
語
で
、
劫
、
歳
、
聖し
ょ
う
ぎ
ょ
う教・ 

蔵
、

宝
蔵
・
法
蘊
・
法
聚
・
法
蔵
・
法
門
、
光
明
、
相
好
、
塔
、
魔
軍
・
塵
労
、
病
な
ど
に

冠
し
て
用
い
る
。〈
多
数
の
〉〈
無
数
の
〉
あ
る
い
は
〈
一
切
の
〉
の
意
で
、〈
八
万
〉

と
も
〈
八
万
四
〉
と
も
略
す
。
八
万
四
千
の
法
門
、
八
万
四
千
の
煩
悩
な
ど
と
用
い
、

法
門
の
全
体
、
煩
悩
の
す
べ
て
を
い
う
。
八
万
四
千
の
内
容
に
つ
い
て
も
諸
説
が
あ
る

が
、
本
来
は
単
な
る
形
容
に
過
ぎ
な
い
。
忉
利
天
の
天
女
の
数
も
八
万
四
千
、
阿
育
王

造
立
の
石
塔
も
八
万
四
千
塔
と
呼
ば
れ
る
。〈
八
億
四
千
〉〈
八
億
四
千
万
〉
は
類
語
で

あ
る
。

 

　
『
大
智
度
論
』
巻
第
六
十
五
、
第
四
十
三
無
作
実
相
品
に
、「
初
転
法
輪
に
は
、
八
万

の
諸
天
が
無
生
法
忍
を
得
、
阿
若
憍
陳
如
一
人
が
初
道
を
得
。
い
ま
は
無
量
の
諸
天
が

無
生
法
忍
を
得
。
こ
の
故
に
、
第
二
法
輪
転
と
説
く
。
今
の
転
法
輪
は
初
転
の
ご
と
く

に
似
た
り
。」（『
大
正
蔵
』
二
五
・
五
ａ

－

七
ａ
）
と
あ
る
。

参
考
│
│
「
五
比
丘
」
に
つ
い
て

 

　

五ご

び

く
比
丘
は
、
釈
尊
の
最
初
の
説
法
を
聞
い
て
教
化
を
受
け
た
五
人
の
比
丘
を
い
う
。

 

　

阿あ
に
ゃ
き
ょ
う
じ
ん
に
ょ

若
憍
陳
如
（
ア
ン
ニ
ャ
ー
・
コ
ン
ダ
ン
ニ
ャ
）、
阿あ
せ
つ
じ

説
示
（
ア
ッ
サ
ジ
）、
摩ま
か
な
ん

訶
男

（
マ
ハ
ー
ナ
ー
マ
）、
婆ば

だ
い提
（
バ
ッ
デ
ィ
ヤ
）、
婆ば

ふ敷
（
ヴ
ァ
ッ
パ
）
の
五
人
を
い
う
。

 

　

五
人
は
、
仏
釈
尊
が
出
家
し
た
と
き
、
仏
釈
尊
の
父
浄
飯
王
の
命
で
同
行
し
、
共
に

苦
行
し
て
い
た
が
、
仏
釈
尊
が
苦
行
を
棄
て
、
尼
連
禅
河
で
沐
浴
し
て
、
村
娘
ス

ジ
ャ
ー
タ
が
捧
げ
た
乳
粥
を
飲
ん
だ
。
そ
れ
を
堕
落
と
考
え
て
、
釈
尊
か
ら
去
っ
て
苦

行
を
続
け
た
。
ま
も
な
く
悟
り
を
開
い
た
釈
尊
が
鹿
野
苑
で
こ
の
五
人
に
説
法
し
た
。

得
道
し
た
五
人
は
、
仏
釈
尊
の
最
初
の
弟
子
と
な
っ
た
。
釈
尊
が
鹿
野
苑
で
こ
の
五
人

に
行
っ
た
説
法
を
初
転
法
輪
と
い
う
。

参
考
│
│
「
天
」
に
つ
い
て

 

　
「
天
」
は
、
天
上
界
の
神
々
を
い
う
。
こ
れ
を
天
人
、 

天
部 （
複
数
）、 

天て
ん
じ
ゅ衆 （
複
数
）

と
い
う
。
迷
界
で
あ
る
五
趣
や
六
趣
・
六
道
の
う
ち
で
最
高
最
勝
の
有
情
、
あ
る
い
は

有
情
が
生
存
す
る
世
界
を
い
う
。
天
の
世
界
は
、
こ
の
地
上
か
ら
遙
か
上
方
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

 

　

初
期
の
仏
教
教
団
で
は
、
教
え
の
中
心
は
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
に
達
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
在
家
の
信
者
に
対
し
て
は
主
と
し
て
「
生し

ょ
う
て
ん天

」
の
教
え
が
説
か
れ
た
。
道
徳
的

に
善
い
生
活
を
し
て
天
に
生
ま
れ
る
と
い
う
教
え
で
あ
る
。
施
論
・
戒
論
・
生
天
論
の

三
つ
が
、
在
家
信
者
に
対
す
る
教
え
の
三
本
の
柱
で
あ
っ
た
。

 

　

天
は
一
つ
で
あ
っ
て
、
天
の
細
か
な
内
容
規
定
や
、
階
層
的
な
区
別
は
な
か
っ
た
。

 

　

だ
れ
で
も
能
力
に
応
じ
て
布
施
を
行
な
い
、
道
徳
的
に
善
で
あ
れ
ば
、
死
後
に
天
に

趣
く
と
さ
れ
た
。
仏
教
で
は
、
こ
の
世
界
の
ど
こ
か
に
空
間
的
に
存
在
す
る
天
を
考
え

た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
、
絶
対
の
境
地
を
天
と
い
う
こ
と
ば
を
借
り
て
表
わ
し
た

が
、
一
般
民
衆
は
俗
信
の
通
り
、
死
後
の
理
想
郷
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い

た
。

 

　

後
に
、
こ
の
天
は
種
々
の
位
階
に
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
凡
夫
が
生
死
往
来

す
る
世
界
の
う
ち
、
食
欲
・
婬
欲
・
睡
眠
欲
の
三
欲
を
も
つ
生
き
物
が
住
み
、
地
獄
・

餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
・
天
の
六
趣
が
あ
る
世
界
を
「
欲
界
」
と
呼
ぶ
。
欲
界
の
上

に
あ
っ
て
、
婬
欲
・
食
欲
を
離
れ
た
生
き
物
が
住
み
、
清
ら
か
な
物
質
で
で
き
て
い
る

世
界
を
「
色
界
」
と
呼
ぶ
。
色
蘊
・
物
質
が
存
在
せ
ず
、
受
・
想
・
行
・
識
の
四
蘊
と

い
う
精
神
だ
け
が
存
在
す
る
高
度
な
精
神
世
界
を
「
無
色
界
」
と
呼
ぶ
。

 
　

こ
の
欲･

色･

無
色
の
三
界
に
、
そ
れ
ぞ
れ
天
が
あ
る
と
考
え
た
。
欲
界
に
六
欲
天

を
立
て
、
色
界
に
十
七
天
（
あ
る
い
は
十
六
天
、
十
八
天
）
を
立
て
、
無
色
界
に
四
天

を
立
て
た
。
合
わ
せ
て
二
十
七
天
を
立
て
た
。

 

　

欲
界
の
六
欲
天
の
第
二
が
、
有
名
な
忉と
う
り
て
ん

利
天
・
三
十
三
天
で
あ
る
。
世
界
の
中
心
で
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仏　　　界

無
色
界

非想非非想処
無所有処
識無辺処
空無辺処

色　
　
　
　
　

界

四　
　

禅

　色究竟天
　 善見天
　 善現天
　 無熱天
　 無煩天　★　 広果天
　 福生天
　 無雲天

三
禅

　 遍浄天
　無量浄天
　 少浄天

二
禅

　極光浄天
　無量光天
　 少光天

初
禅

　 大梵天
　 梵輔天
　 梵衆天

欲　
　
　
　
　

界

六
欲
天

 他化自在天
　楽変化天
　覩史多天
　 夜摩天
　三十三天
 四大王衆天

地　

表

　 倶慮洲
　 牛貨洲
　 勝身洲
　 膽部洲

　　傍生
　　餓鬼

地　
　

下

　等活地獄
　黒縄地獄
　衆合地獄
　号叫地獄
　大叫地獄
　炎熱地獄
　大熱地獄
　無間地獄

★広果天と無煩天のあいだに無想
天をはさんで、色界を十八天とす
る説もある。

図1：三界の構成

図１は、定方晟『インド宇宙誌』
（春秋社）
図２・３は『須弥山と極楽』（講談
社現代新書）

図３： 三十三天の住処と天宮の位置（単位は由旬）

他化自在天の天宮

楽変化天の天宮

覩史多天の天宮

善法堂

夜摩天の天宮

善見城周辺拡大図
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善見城（ , × , ）
殊勝殿（ × ）

円生樹（ ）
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四大王の処
恒橋の処
持鬘の処
堅手の処

須弥山

遊苑

持双山 持軸山

遊
び
場

円
生
樹

悪

衆
車遊

び
場

北
相
雑

善
見
城
歓
喜

南

殊
勝
殿

図２： 一小世界の構成図（単位は由旬）

大梵天界

梵軸天界

梵　天界
他化自在天界
楽変化天界
覩史多天界
夜摩天界
須弥山

風輪

円周

, ,
, ,

金輪
水輪

面
積
は
四
洲
の
広
さ

面
積
は
洲
弥
山
の
広
さ

小 
世 
界

『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
十
五

－

二
）（
大
野
・
伊
藤
）

─　  （　 ）─101192



─　  （　）─102

界　　　欲

道 集滅 苦

道
法
智

道
法
忍

滅
法
智

滅
法
忍

集
法
智

集
法
忍

苦
法
智

苦
法
忍

証
理

断
惑

界 二 上

道
類
智

道
類
忍

滅
類
智

滅
類
忍

集
類
智

集
類
忍

苦
類
智

苦
類
忍

証
理

断
惑

道 集滅 苦

愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
四
二
号

あ
る
ス
メ
ー
ル
山
・
須
弥
山
の
頂
上
に
あ
り
、
帝
釈
天
の
天
宮
が
あ
る
。
頂
の
四
方
に

峰
が
あ
り
、
峰
ご
と
に
八
天
が
あ
る
の
で
三
十
三
天
と
な
る
。

 
　

後
世
の
大
乗
仏
教
の
浄
土
の
信
仰
は
、
こ
の
天
の
思
想
が
発
達
し
た
形
で
あ
る
。
浄

土
も
ま
た
、
絶
対
の
境
地
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
彼
岸
と
は
完
成
を
意
味
す
る
こ

と
ば
で
あ
っ
た
が
、
天
と
同
じ
く
、
一
般
民
衆
に
は
、
死
後
の
理
想
郷
と
受
け
取
ら
れ

た
。

参
考
│
│
「
無
生
法
忍
」
に
つ
い
て

 

　

無
生
法
忍
は
、
無
生
忍
と
も
い
い
、
無
生
の
理
の
認
証
の
意
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

生
滅
を
遠
離
し
た
、
真
実
が
も
つ
ま
こ
と
の
す
が
た
、
と
い
う
理
の
本
質
を
い
う
。

 

　

つ
ま
り
、
一
切
の
事
象
は
因
と
縁
と
の
和
合
に
よ
っ
て
生
じ
る
か
ら
、
実
体
が
な
い

空
に
あ
る
。
一
切
の
事
象
の
本
質
が
空
に
あ
る
か
ら
、
生
滅
変
化
す
る
こ
と
の
な
い
不

生
不
滅
に
あ
る
。
こ
れ
が
実
相
で
あ
る
と
い
う
真
実
を
認
め
、
そ
こ
に
安
住
し
、〈
不

生
不
滅
の
理
に
徹
底
し
た
悟
り
〉
を
い
う
。
天
台
教
学
で
は
、
無
生
法
忍
は
、〈
大
乗

の
通
教
の
悟
り
〉
と
す
る
。

 

　

⑴
「
無
生
」「
忍
」「
法
忍
」
等
の
語
義
に
つ
い
て

 

　
「
無
生
」
は
「
不
生
」
で
あ
り
、
生
じ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
い
う
。
不
生
は
「
不

生
不
滅
」
と
熟
す
か
ら
、
生
じ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
そ
こ
に
は
滅
す
る
こ
と
も
な
い

こ
と
を
い
い
、「
無
生
滅
」
ま
た
は
「
無
生
無
滅
」
と
も
い
う
。
あ
ら
ゆ
る
事
象
の
本

質
が
、
実
体
が
な
く
、
空
に
あ
る
か
ら
、
生
じ
た
り
滅
し
た
り
し
て
変
化
す
る
こ
と
が

な
い
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
忍に
ん

」
は
、
忍に
ん
に
く辱
、
忍
耐
、
堪か
ん
に
ん忍
、
忍に
ん
こ許
、
忍に
ん
か可
、
安
忍
な
ど
の
意
で
あ
る
。
他
か

ら
侮ぶ

じ
ょ
く辱
や
脅
迫
な
ど
を
受
け
て
も
堪
え
忍
ん
で
瞋い
か

ら
ず
、
苦
し
み
に
遇
っ
て
も
こ
こ
ろ

が
動
か
ず
、
不
生
不
滅
の
理
を
悟
っ
て
確
か
に
そ
う
だ
と
認
め
、
そ
の
理
の
上
に
心
を

落
ち
着
か
せ
る
こ
と
を
い
う
。『
倶
舎
論
』
光
記
巻
第
二
十
六
に
は
、「
忍
」
に
は
無

瞋
・
精
進
・
信
・
慧
の
各
心
所
・
心
の
は
た
ら
き
を
本
質
と
す
る
四
種
が
あ
る
と
す

る
。

 

　

こ
こ
で
は
「
忍
」
は
、
印い
ん
か
け
つ
じ
ょ
う

可
決
定
す
る
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
忍
は
「
認
」
で
あ

り
、
体
認
・
体
得
で
あ
る
。〈
確
か
に
そ
う
だ
と
、
明
ら
か
に
認
め
る
〉
断
惑
を
い
う
。

 

　
「
法
忍
」
は
、『
大
智
度
論
』
巻
第
六
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
空
で
あ
り
実
相
で
あ

る
と
い
う
真
理
の
上
に
心
を
据
え
て
動
か
さ
な
い
こ
と
を
い
う
。

 

　

こ
こ
で
は
「
法
忍
」
は
、
四
諦
の
理
を
〈
本
当
に
そ
う
だ
と
知
る
〉「
法
智
」
を
得

る
前
に
起
こ
る
〈
確
か
に
そ
う
だ
と
、
明
ら
か
に
認
め
る
〉
決け
つ
じ
ょ
う定
の
心
を
い
う
。
な

お
、
決
定
心
は
、
善ぜ

ん
う友
な
ど
の
教
え
を
聞
い
て
、
疑
い
の
念
を
起
こ
さ
ず
、
こ
こ
ろ
を

尽
く
し
て
そ
れ
を
実
行
す
る
〈
堅
く
安
住
し
て
、
動
か
な
い
心
〉
を
い
う
。

 

　

⑵
法
忍
・
法
智
、
類
忍
・
類
智
の
「
八
忍
八
智
」
に
つ
い
て

 

　
「
八
忍
八
智
」
は
、
見
惑
を
断
じ
る
無
漏
智
を
い
う
。

 

　

見
惑
を
断
じ
る
次
第
は
、

 

　

① 

先
ず
、
欲
界
の
苦
に
関
す
る
迷
執
を
断
つ
。

 

　

② 

次
に
、
上
二
界
の
苦
に
関
す
る
迷
執
を
断
つ
。

 

で
あ
る
。
続
い
て
、
欲
界
の
集
と
上
二
界
の
集
に
関
す
る
迷
執
を
断
ち
、
次
に
欲
界
の

滅
と
上
二
界
の
滅
に
関
す
る
迷
執
を
断
ち
、
最
後
に
欲
界
の
道
と
上
二
界
の
道
に
関
す

る
迷
執
を
断
つ
。
こ
れ
を
合
わ
せ
る
と
八
諦
と
な
る
。

 

　

八
諦
の
な
か
の
一
諦
に
つ
い
て
、
例
え
ば
苦
諦
で
あ
れ
ば
、
こ
の
世
は
苦
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
認
め
て
、
こ
れ
を
断
じ
よ
う
と
し
、
智
を
起
こ
し
、
智
と
迷
と
相
い

争
っ
て
こ
れ
を
降ご

う
ぶ
く伏
、
抑
え
込
む
。
そ
の
間
を
苦
法
忍
の
無む
げ
ん
ど
う

間
道
と
い
い
、
す
で
に
こ

と
ご
と
く
降
伏
し
終
わ
っ
て
、
苦
に
関
す
る
真
正
の
智
が
決
定
し
た
と
こ
ろ
を
苦く

ほ
っ
ち

法
智

の
解げ

だ
つ
ど
う

脱
道
と
い
う
。

 

　

次
に
上
二
界
（
色
界
と
無
色
界
）
の
苦
に
つ
い
て
も
ま
た
、
こ
の
二
が
あ
る
。
こ
れ

を
苦
類
忍
の
無
間
道
、
苦
類
智
の
解
脱
道
と
い
う
。「
類
」
は
種
類
の
こ
と
で
、
上
二

界
の
苦
は
、
こ
の
世
で
上
二
界
の
苦
の
実
物
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
欲
界
の

苦
か
ら
間
接
的
に
類
推
し
、
こ
の
世
の
苦
に
な
ぞ
ら
え
て
同
じ
種
類
と
し
て
見
る
。
こ

れ
を
類
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
「
法
」
は
、
眼
前
に
苦
の
実
物
を
捉
え
見
据
え
て
い

る
こ
と
を
い
う
。
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『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
十
五

－

二
）（
大
野
・
伊
藤
）

 
　

つ
ま
り
第
一
に
苦
に
つ
い
て
、
法
忍
、
法
智
、
類
忍
、
類
智
の
順
序
で
、
欲
界
の
苦

諦
、
上
二
界
の
苦
諦
を
観
察
す
る
。

 
　

続
い
て
集
に
つ
い
て
、
集
法
忍
、
集
法
智
、
集
類
忍
、
集
類
智
を
観
察
す
る
。

 

　

続
い
て
滅
に
つ
い
て
、
滅
法
忍
、
滅
法
智
、
滅
類
忍
、
滅
類
智
を
観
察
す
る
。

 

　

最
後
に
道
に
つ
い
て
、
道
法
忍
、
道
法
智
、
道
類
忍
、
道
類
智
を
観
察
す
る
。

 

　

合
わ
せ
て
十
六
心
と
な
り
、
八
忍
八
智
と
い
う
。

 

　

な
お
見
道
は
、
四
諦
を
観
察
し
、
迷
理
の
見
惑
を
断
ち
切
る
段
階
で
、
小
乗
で
は
預

流
向
、
大
乗
で
は
初
地
を
い
う
。
こ
れ
以
上
を
聖
者
と
す
る
。

 

　

⑶
無
生
無
滅
・
不
生
不
滅
、
無
生
法
忍
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

 

　
〈
無
生
・
不
生
〉

 

　

① 

『
中
論
』
巻
第
一
は
「
四
不
生
」
で
、「
生
じ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
ど
の
よ

う
に
し
て
も
成
り
立
た
な
い
か
ら
、
空く

う

で
あ
る
と
い
う
。
す
べ
て
の
存
在
は
、

そ
れ
自
ら
を
原
因
と
し
て
生
じ
る
こ
と
（
自
生
）
も
、
他
の
も
の
を
原
因
と
し

て
生
じ
る
こ
と
（
他
生
）
も
、
自
と
他
の
両
者
を
共
に
原
因
と
し
て
生
じ
る
こ

と
（
共
生
）
も
、
原
因
が
な
く
生
じ
る
こ
と
（
無
因
性
）
も
、
い
ず
れ
も
成
立

し
な
い
。
だ
か
ら
す
べ
て
は
、
不
生
（
無
生
）
で
あ
る
と
い
う
。

 

　

② 

生
生
・
生
不
生
・
不
生
生
・
不
生
不
生
の
「
四
不
可
説
」
の
第
二
に
、
諸
法
は

因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
て
あ
る
と
同
時
に
そ
の
ま
ま
空
で
あ
り
、
不
生
で
あ
る

と
、「
生
不
生
」
を
説
く
。
通
教
に
充
当
す
る
。

 

　
〈
無
生
法
忍
〉

 

　

③ 

『
大
智
度
論
』
巻
第
八
は
、
生し
ょ
う
に
ん忍
と
法
忍
の
「
二
忍
」
を
挙
げ
る
。

 

　
「
生
忍
」
は
、
衆
生
忍
と
も
い
う
。
衆
生
が
迫
害
や
優
遇
を
受
け
て
も
、
そ
れ
ら

が
心
に
背
く
対
象
で
あ
る
か
、
心
に
適
う
対
象
で
あ
る
か
、
に
関
わ
ら
ず
、
執
わ
れ

ず
に
忍
び
、
ま
た
衆
生
そ
の
も
の
に
つ
い
て
初
・
中
・
後
が
な
い
と
観
じ
、
衆
生
の

上
に
空
の
理
を
認
め
て
邪
見
に
陥
ら
な
い
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
法
忍
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
空
で
あ
り
実
相
で
あ
る
と
い
う
真
実
の
上
に
心

を
ゆ
だ
ね
て
動
じ
な
い
こ
と
を
い
う
。

 

　

④ 

『
無
量
寿
経
』
巻
上
、『
月
灯
三
昧
経
』
巻
第
一
は
、
法
理
を
悟
っ
て
認
証

し
、
心
を
安
ん
じ
る
「
三
法
忍
」
に
、
音お

ん
こ
う
に
ん

響
忍
・
柔に
ゅ
う
じ
ゅ
ん
に
ん

順
忍
・
無む
し
ょ
う
ぼ
う
に
ん

生
法
忍
の
三

を
挙
げ
る
。

 

　
「
音
響
忍
」
は
、
随ず
い
じ
ゅ
ん
お
ん
じ
ょ
う
に
ん

順
音
声
忍
と
も
い
い
、
仏
の
説
法
の
音
声
を
聞
き
、
諸
法

の
道
理
を
知
っ
て
法
に
ゆ
だ
ね
切
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
柔
順
忍
」
は
、
思
惟
柔
順
忍
と
も
い
い
、
自
ら
思
惟
を
巡
ら
し
、
諸
法
の
真
実

に
素
直
に
順
っ
て
、
法
に
ゆ
だ
ね
切
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
無
生
法
忍
」
は
、
修
習
無
生
法
忍
と
も
い
い
、
現
象
世
界
の
差
別
的
な
有
為
の

す
が
た
を
超
え
離
れ
て
、
た
だ
ち
に
事
象
の
真
実
の
有
り
様
の
ま
ま
に
身
心
を
ゆ
だ

ね
切
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

⑤ 

『
思
益
経
』
巻
第
一
は
、
無
生
法
忍
、
無
滅
忍
、
因
縁
忍
、
無
住
忍
の
「
四

忍
」
を
挙
げ
る
。

 

　
「
無
生
法
忍
」
は
、
諸
法
の
自
性
が
空
で
、
本
来
無
生
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
を

い
う
。

 

　
「
無
滅
忍
」
は
、
諸
法
が
不
生
で
不
滅
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
因
縁
忍
」
は
、
諸
法
は
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
、
本
来
無
自
性
で
あ
る

と
認
め
る
こ
と
を
い
う
。

 

　
「
無
住
忍
」
は
、
諸
法
は
本
来
心
を
留
め
、
執
著
す
べ
き
も
の
で
な
い
と
認
め
る

こ
と
を
い
う
。

 

　

⑥ 

『
仁
王
般
若
経
』
巻
上
は
、
伏
忍
、
信
忍
、
順
忍
、
無
生
忍
、
寂
滅
忍
の
「
五

忍
」
を
挙
げ
る
。

 

　
「
伏
忍
」
は
、
煩
悩
を
抑
え
て
は
た
ら
か
せ
な
い
が
、
ま
だ
断
滅
し
な
い
地
前
の

三さ
ん
げ
ん
い

賢
位
、
す
な
わ
ち
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
を
い
う
。

 

　
「
信
忍
」
は
、
無
漏
の
信
を
得
た
、
別
教
十
地
の
初
・
二
・
三
地
を
い
う
。

 

　
「
順
忍
」
は
、
理
に
順
い
無
生
の
果
に
向
か
う
、
別
教
の
四
・
五
・
六
地
を
い
う
。

 

　
「
無
生
忍
」
は
、
諸
法
不
生
の
理
を
認
め
ゆ
だ
ね
切
っ
た
別
教
の
七
・
八
・
九
地

を
い
う
。

 

　
「
寂
滅
忍
」
は
、
諸
惑
を
断
っ
て
寂
静
に
安
住
し
た
、
十
地
位
お
よ
び
仏
果
を
い

う
。

 

　

⑦ 

『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』
巻
上
は
、
信
忍
、
法
忍
、
修
忍
、
正
忍
、
無
垢
忍
、
一

切
智
忍
の
「
六
忍
」
を
挙
げ
る
。

 
　
「
信
忍
」
は
、
一
切
の
事
象
の
、
空
を
信
じ
る
忍
を
い
う
。

 

　
「
法
忍
」
は
、
一
切
の
事
象
の
、
仮
を
認
め
た
忍
を
い
う
。

 

　
「
修
忍
」
は
、
中
観
を
修
め
て
、
一
切
の
事
象
の
事じ

と
理
と
が
融
け
合
う
の
を

知
っ
た
忍
を
い
う
。
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（
六
即
）　　
　
　
（
圓
教
）　　
　
　
　
（
別
教
）　　
　
　
（
通
教
）　　
　
　
　
　
（
蔵
教
）

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
八
人
地

　
　
　
　
　
　
　
　

初　
　

信
│
│
│
│
初　

住
│
│
│　
　
　
　
　
　

│
│
│
│
初
果
（
須
蛇

）
│
│
│
│
│
三
界
の
見
惑
を
断
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四 

見 

地

　
　
　
　
　
　
　
　

二　
　

信
│
│
│
│
二　

住
│
│
│
│
五 

薄 

地
│
│
│
│
│
二
果
（
斯
蛇
含
）
│
│
│
│
│
欲
の
前
六
品
の
思
惑
を
断
ず

　
　
　
　
　
　
　
　

三　
　

信
│
│
│
│
三　

住
│
│
│
│
六
離
欲
地
│
│
│
│
│
三
果
（
阿
那
含
）
│
│
│
│
│
欲
の
後
三
品
・
上
八
地
の
思
を
断
ず

　
　
　
　
　
　
　
　

四　
　

信
│
│
│
│
四　

住
│
│
│
│
七
巳
弁
地
│
│
│
│
│
四
果
（
阿
羅
漢
）
│
│
│
│
│
見
思
を
断
じ
尽
す

　　
　
　
　
　
　
　
　

五　
　

信
│
│
│
│
五　

住
│
│
│
│
八
支
仏
地
│
│
│
│
│
辟 

支 

仏
│
│
│
│
│
│
│
│
習
気
を
侵
す

　
　
　
　
　
　
　
　

六　
　

信
│
│
│
│
六　

住
│
│
│
│
九
菩
薩
地（
扶
習
潤
生
）菩
薩（
伏
惑
行
因
）│
│

　
　
　
　
　
　
　
　

七　
　

信
│
│
│
│
七　

住
│
│
│
│
十
仏　

地
│
│
│
│
│
仏
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
正
習
倶
に
断
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八　

住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
界
内
の
塵
沙
を
伏
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　

八　
　

信
│
│
│　

九　

住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

界
内
の
塵
沙
を
断
ず

　

相 

似 

即
│　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十　

住　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│　

界
内
の
塵
沙
を
伏
す

愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
四
二
号

 

　
「
正
忍
」
は
、
正
し
く
中
道
の
理
を
認
め
た
忍
を
い
う
。

 

　
「
無
垢
忍
」
は
、
煩
悩
の
汚
れ
な
い
清
浄
心
を
信
証
し
た
忍
を
い
う
。

 

　
「
一
切
智
忍
」
は
、
一
切
智
を
得
て
、
中
道
の
法
を
忍
可
し
た
最
上
の
忍
を
い
う
。

 

　

⑧ 

『
旧
訳
華
厳
経
』
巻
第
二
・
八
十
忍
品
は
、
随
順
音
声
忍
、
順
忍
、
無
生
法

忍
、
如
幻
忍
、
如
焔
忍
、
如
夢
忍
、
如
響
忍
、
如
電
忍
、
如
化
忍
、
如
虚
空
忍

の
「
十
忍
」
を
挙
げ
、
菩
薩
が
真
理
を
忍
受
し
て
得
る
十
種
の
安
住
心
の
第
三

に
、
無
生
法
忍
を
挙
げ
る
。

 

　
〈
位
不
退
〉

 

　

⑨ 

『
大
般
若
経
』
巻
第
四
四
九
は
、
見
道
に
入
れ
ば
無
生
法
忍
を
得
て
再
び
二
乗

地
に
堕
さ
ず
、
不
退
を
得
る
と
す
る
。

 

　

⑩
『
大
智
度
論
』
巻
第
五
十
は
、
無
生
忍
の
法
は
、
無
生
滅
の
諸
法
実
相
の
な
か

で
信
受
し
、
通
達
し
、
無
礙
に
し
て
不
退
で
あ
る
の
を
、
無
生
忍
と
名
づ
く
と
あ

る
。

 

　

ま
た
、
菩
薩
の
階
位
を
説
く
よ
う
に
な
っ
て
、
十
住
の
第
七
を
不
退
転
住
と
名
づ

け
て
い
る
。

 

　

⑷
天
台
の
無
生
法
忍
に
つ
い
て

 

　

天
台
教
学
で
は
、
通
教
の
三
乗
共ぐ
う

の
十
地
に
、「
三
忍
」
を
位
置
づ
け
る
。

 

　

初
乾け
ん
ね
じ

慧
地
の
菩
薩
を
、「
伏
忍
」
と
し
、
二
性
地
の
菩
薩
を
、「
柔に
ゅ
う
じ
ゅ
ん
に
ん

順
忍
」
と
し
、

三
八
人
地
と
四
見
地
の
菩
薩
を
、「
無む

し
ょ
う
に
ん

生
忍
」
と
す
る
。
八
人
地
の
八
人
は
、
無
漏
の

八
忍
（
八
智
）
を
い
う
。
そ
れ
は
、
有
部
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
見
道
十
五
心
の
位
で
あ

り
、
声
聞
の
須
陀

向
・
預
流
向
に
相
当
す
る
。
四
諦
を
無
漏
智
で
現
観
、
現
前
に
明

瞭
に
観
察
す
る
。

 

　

四
見
地
は
、
声
聞
の
初
果
で
あ
る
須
陀

果
・
預
流
果
に
相
当
す
る
。
四
諦
の
道
諦

を
現
観
し
て
、
三
界
の
見
惑
を
断
ち
、
始
め
て
聖
者
の
果
報
を
得
た
第
十
六
心
の
位
を

い
う
。

 

　

⑸
無
生
法
忍
と
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て

 

　

見
道
は
、
四
諦
の
理
を
現
観
、
現
前
に
明
瞭
に
観
察
し
、
悟
り
み
る
位
で
あ
る
。

 

　

無
生
法
忍
は
、
大
乗
の
通
教
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
大
乗
の
悟
り
と
さ
れ
る
か
ら
、
先

ず
①
に
通
教
を
取
り
上
げ
る
。

 

　

① 

通
教
で
は
、
通
教
の
三
乗
共ぐ
う

の
十
地
の
三
八
人
地
で
、
四
諦
の
理
を
現
観
、
現

前
に
明
瞭
に
四
諦
の
真
実
を
観
察
す
る
無
漏
智
の
見
道
十
五
心
を
い
う
。
八
人

は
、
無
漏
の
八
忍
、
あ
る
い
は
八
忍
八
智
を
い
う
。
四
見
地
は
、
四
諦
の
道
諦

の
理
を
重
ね
て
見
、
三
界
の
見
惑
を
断
じ
尽
く
し
、
初
め
て
聖
者
の
果
報
を
得

る
第
十
六
心
の
位
で
あ
る
。
第
十
六
心
の
菩
薩
を
無
生
忍
と
い
う
。

 

　

通
教
の
三
乗
共ぐ
う

の
十
地
の
四
見
地
の
第
十
六
心
の
位
が
、
位
不
退
で
あ
る
。

 

　

次
に
、
① 
を
蔵
教
に
当
て
は
め
②
と
す
る
。
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② 

蔵
教
で
は
、
見
道
十
五
心
の
無
漏
の
八
忍
八
智
の
八
忍
七
智
ま
で
、
四
諦
を
現

観
、
現
前
に
明
瞭
に
四
諦
の
真
実
を
観
察
し
、
第
十
六
心
の
八
智
に
至
っ
て
修

道
に
入
る
。
こ
の
第
十
六
心
で
は
、
前
の
十
五
心
で
見
た
道
諦
の
理
を
重
ね
て

観
じ
る
。
こ
の
四
諦
の
道
諦
を
現
観
す
る
無
漏
智
に
よ
っ
て
、
三
界
の
見
惑
を

断
じ
、
初
め
て
聖
者
の
果
報
を
得
る
。
第
十
六
心
の
位
が
、
位
不
退
で
、
通
教

の
菩
薩
の
無
生
忍
に
匹
敵
す
る
。
こ
れ
が
初
果
、
つ
ま
り
須
陀

果
・
預
流
果

で
あ
る
。

 

　

続
い
て
、
①
を
別
教
と
円
教
に
当
て
は
め
、
③
④
と
す
る
。

 

　

③ 

別
教
で
は
、
①
の
通
教
の
無
生
忍
と
、
②
の
蔵
教
の
初
果
と
は
、
十
住
の
初
住

位
の
発
心
住
に
相
当
す
る
。
発
心
住
は
、
界
内
の
見
惑
を
断
じ
、
真
実
の
無
漏

智
を
起
こ
し
て
、
四
諦
の
理
を
否
定
す
る
邪
見
を
起
こ
さ
ず
、
広
く
四
諦
の
智

慧
を
求
め
る
位
を
い
う
。

 

　

④ 

円
教
で
は
、
①
の
通
教
の
無
生
忍
と
、
②
の
蔵
教
の
初
果
と
、
③
の
別
教
の
十

住
の
初
住
位
の
発
心
住
と
は
、
十
信
初
位
の
初
信
位
に
相
当
す
る
。
初
信
位

で
、
見
惑
を
断
じ
て
、
空
で
な
い
空
と
い
う
空
が
徹
底
し
た
真
空
の
理
を
顕
わ

す
。

 

　

つ
ま
り
天
台
教
学
で
は
、
無
生
法
忍
は
、
通
教
の
三
八
人
地
と
四
見
地
を
い
う
が
、

そ
れ
は
蔵
教
の
初
果
に
通
じ
、
別
教
の
初
住
位
と
、
円
教
の
初
信
位
と
斉
し
い
。
い
ず

れ
も
、
不
退
転
の
位
を
確
保
し
て
退
失
す
る
こ
と
が
な
く
、
位
不
退
の
不
退
転
位
に
あ

る
。

 

　

⑹
『
仁
王
般
若
経
』
の
七
・
八
・
九
地
の
無
生
忍
に
つ
い
て

 

　
「
七
・
八
・
九
地
」
は
、
別
教
の
十
地
の
そ
れ
を
い
う
と
考
え
る
。

 

　
「
七
地
」
は
、「
遠お
ん
ぎ
ょ
う
じ

行
地
」
で
あ
る
。
遠
行
地
は
、
界
外
の
見
惑
が
漸
く
除
か
れ
て
、

自
由
に
ど
こ
ま
で
も
駆
け
め
ぐ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
自
然
に
遠
く
上
地
に
進
む
こ

と
が
で
き
る
位
を
い
う
。

 

　
「
八
地
」
は
、「
不ふ
ど
う
じ

動
地
」
で
あ
る
。
不
動
地
は
、
界
外
の
三
界
の
報
を
捨
て
て
、
三

界
を
超
え
た
諸
聖
人
の
生
死
で
あ
る
変
易
生
死
を
離
れ
、
下
観
無
生
忍
を
も
っ
て
中
道

不
思
議
の
妙
慧
に
入
り
、
二
辺
に
堕
す
る
こ
と
な
く
、
常
に
心
が
不
動
と
な
る
位
を
い

う
。

 

　
「
九
地
」
は
、「
善ぜ
ん
ね
じ

慧
地
」
で
あ
る
。
善
慧
地
は
、
上
観
無
生
忍
に
入
り
、
中
道
無
生

の
善
妙
の
智
慧
、
つ
ま
り
善
慧
を
念
々
、
時
々
刻
々
に
観
じ
る
位
を
い
う
。

 

　

⑺
『
大
智
度
論
』
の
「
密
」
の
思
想
に
つ
い
て

 

　
『
大
智
度
論
』
巻
第
六
十
五
、
第
四
三
無
作
実
相
品
に
、「
初
転
法
輪
に
、
八
万
の
諸

天
が
無
生
法
忍
を
得
、
阿
若
憍
陳
如
一
人
が
初
道
を
得
。
い
ま
は
無
量
の
諸
天
が
無
生

法
忍
を
得
。
こ
の
故
に
、
第
二
法
輪
転
と
説
く
。
今
の
転
法
輪
は
初
転
の
ご
と
く
に
似

た
り
。」（『
大
正
蔵
』
二
五
・
五
一
七
ａ

－

ｂ
）
と
あ
る
。

 

　

鹿
苑
の
初
転
法
輪
で
、
八
万
の
諸
天
が
無
生
忍
を
得
、
憍
陳
如
が
初
果
を
得
た
。
閻

浮
提
に
お
い
て
第
二
の
法
輪
転
を
見
た
。
今
の
大
品
般
若
の
転
法
輪
で
、
無
量
の
諸
天

が
無
生
忍
を
得
た
。
今
転
は
初
転
に
似
て
い
る
。『
大
智
度
論
』
は
続
い
て
、

 

問
う
て
曰
く
、
今
の
転
法
輪
は
多
く
の
人
が
得
道
し
、
初
転
法
輪
に
は
得
道
の
人

少
な
し
。
如
何
が
、
大
を
も
っ
て
小
を
喩
え
る
や
。

 

答
え
て
曰
く
、
諸
仏
の
事
に
二
種
あ
り
。
一
は
〈
密
〉、
二
は
〈
現
〉
な
り
。

 

初
転
法
輪
に
、
声
聞
の
人
は
八
万
一
人
が
初
道
を
得
る
を
見
る
。

 

諸
の
菩
薩
は
、
無
量
阿
僧
祇
の
人
が
声
聞
道
を
得
、
無
数
の
人
が
辟
支
仏
道
の
因

縁
を
得
、
無
量
阿
僧
祇
の
人
が
無
上
道
心
を
発
し
、
無
数
阿
僧
祇
の
人
が
六
波
羅

蜜
の
道
を
行
じ
て
初
の
深
三
昧
・
陀
羅
尼
門
を
得
、
十
方
無
量
の
衆
生
は
無
生
法

忍
を
得
、
無
量
阿
僧
祇
の
衆
生
が
初
地
の
中
よ
り
乃
至
十
地
に
住
し
、
無
量
阿
僧

祇
の
衆
生
が
一い

っ
し
ょ
う
ふ
し
ょ

生
補
処
を
得
、
無
量
阿
僧
祇
の
衆
生
が
道
場
に
坐
す
こ
と
を
得
、

こ
の
法
を
聞
い
て
疾
く
仏
道
を
成
ず
る
を
見
る
。
か
く
の
ご
と
き
等
の
不
可
思
議

の
相
は
、
こ
れ
を
「
密
転
法
輪
」
の
相
と
名
づ
く
。

 

　

こ
の
よ
う
に
、〈
密
〉
と
し
て
、
仏
の
一
音
の
説
法
を
聴
聞
し
て
、
機
根
の
違
い
に

よ
っ
て
仏
道
の
い
ろ
い
ろ
な
階
位
に
至
る
「
密
転
法
輪
」
の
有
り
様
を
明
か
し
て
い

る
。

 

秘
密
（
不
定
）
は
、『
大
智
度
論
』
巻
第
三
十
一
に
、
次
の
よ
う
に
説
く
。

 

十
方
の
ガ
ン
ジ
ス
河
の
ほ
と
り
の
砂
の
数
ほ
ど
の
世
界
に
、
仏
の
一
音
が
遍
満
し

て
い
る
こ
と
を
体
得
し
よ
う
と
思
え
ば
、
般
若
を
学
ん
だ
ら
よ
い
。

 

尋
ね
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
仏
の
一
音
と
ど
う
い
う
違
い
が
あ
る
の

か
。

 
答
え
る
。
限
り
あ
る
と
限
り
な
き
と
で
あ
る
。

 
尋
ね
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
何
の
た
め
に
、
閻
浮
提
の
人
が
仏
の
周
り

に
来
て
法
を
聴
く
の
か
。

 

答
え
る
。
仏
に
、
二
種
の
音
声
が
あ
る
。
一
は
、
仏
が
説
法
す
る
場
合
、
自
ら
の
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悟
り
の
ま
ま
に
説
く
随
智
所
作
の
「
密
」
で
あ
り
、
先
に
説
い
た
通
り
で
あ
る
。

二
は
、
仏
が
説
法
す
る
場
合
、
相
手
の
考
え
に
順
応
し
て
説
く
随
情
所
作
の
「
不

密
」
で
あ
り
、
誰
も
が
仏
の
周
り
に
集
う
の
で
あ
る
。

 

　

仏
の
説
法
が
衆
生
に
及
ぶ
は
た
ら
き
は
、
密
と
不
密
に
し
た
が
う
。
仏
の
説
法
の
本

質
か
ら
論
じ
れ
ば
、
密
と
不
密
の
二
義
は
同
時
で
あ
る
。
密
も
不
密
も
と
も
に
、
金
口

の
梵
音
に
違
い
が
な
い
。
金
口
の
梵
音
そ
の
も
の
か
ら
観
れ
ば
、
一
仏
が
教
化
す
る
対

象
は
密
で
も
不
密
で
も
同
じ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

 

　

だ
か
ら
今
の
文
の
な
か
に
、
相
即
し
て
説
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
法
華
玄
義
』

や
『
法
華
文
句
』
に
、『
華
厳
経
』
は
、
マ
ガ
ダ
国
の
ガ
ヤ
ー
城
の
南
の
菩
提
樹
下
の

寂
滅
道
場
で
説
か
れ
た
と
し
、
諸
の
阿
含
経
典
は
、
中
イ
ン
ド
、
ベ
ナ
レ
ス
郊
外
の

サ
ー
ル
ナ
ー
ト
に
あ
る
鹿
野
苑
で
説
か
れ
た
と
す
る
。
説
法
の
場
所
は
寂
滅
道
場
と
鹿

野
苑
と
異
な
っ
て
い
る
が
、
会
座
に
連
な
る
者
は
、
機
根
に
応
じ
て
、
一
音
の
仏
の
説

法
を
漸
教
と
聞
い
た
り
、
頓
教
と
聞
い
た
り
す
る
。
一
音
の
仏
説
を
、
漸
・
頓
同
時
に

同
聴
異
聞
し
て
相
離
れ
な
い
、
と
説
い
て
い
る
。

 

　

⑻
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
の
無
生
法
忍
に
つ
い
て

 

　
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
第
二
十
三
、
六
喩
品
七
七
（『
大
正
蔵
』
八
・
三
九
〇

ｃ
）
に
、「
須
菩
提
、
仏
に
曰
し
て
言
く
、
世
尊
、
い
か
ん
が
無
生
法
忍
と
な
し
、
こ

の
忍
、
何
を
か
断
ず
る
と
こ
ろ
と
し
、
何
を
か
知
る
と
こ
ろ
と
す
る
や
、
と
。
仏
、
須

菩
提
に
告
ぐ
、
法
忍
を
得
、
乃
至
少
し
ば
か
り
の
不
善
法
を
生
ぜ
ず
。
こ
の
ゆ
え
に
無

生
忍
と
名
づ
く
。
一
切
の
菩
薩
の
断
ず
る
と
こ
ろ
の
煩
悩
が
尽
き
る
。
こ
れ
を
断
と
名

づ
く
。
智
慧
を
も
っ
て
一
切
法
の
不
生
を
知
る
。
こ
れ
を
智
と
名
づ
く
。」
と
あ
る
。

 

　

続
い
て
、「
須
菩
提
、
仏
に
曰
し
て
言
く
、
世
尊
、
諸
の
声
聞
・
辟
支
仏
の
無
生
法

忍
と
、
菩
薩
の
無
生
法
忍
と
は
、
何
ら
の
異
あ
る
や
、
と
。
仏
、
須
菩
提
に
告
ぐ
、
諸

の
須
陀

の
も
し
は
智
も
し
は
断
、
こ
れ
を
菩
薩
の
忍
と
名
づ
く
。
斯
陀
含
の
も
し
は

智
も
し
は
断
、
こ
れ
を
菩
薩
の
忍
と
名
づ
く
。
阿
那
含
の
も
し
は
智
も
し
は
断
、
こ
れ

を
菩
薩
の
忍
と
名
づ
く
。
阿
羅
漢
の
も
し
は
智
も
し
は
断
、
こ
れ
を
菩
薩
の
忍
と
名
づ

く
。
辟
支
仏
の
も
し
は
智
も
し
は
断
、
こ
れ
を
菩
薩
の
忍
と
名
づ
く
。
こ
れ
を
（
二
乗

に
優
る
）
異
（
点
）
と
な
す
。」
と
あ
る
。

 

　

煩
悩
が
尽
き
た
と
こ
ろ
を
「
断
」
と
名
づ
け
、
智
慧
を
も
っ
て
一
切
法
の
不
生
を
知

る
こ
と
を
「
智
」
と
名
づ
け
る
。
そ
し
て
、
断
と
智
、
つ
ま
り
煩
悩
が
尽
き
て
、
一
切

法
の
不
生
の
理
を
知
り
尽
く
し
て
安
住
す
る
の
が
菩
薩
の
無
生
法
忍
で
あ
る
。
こ
の
菩

薩
の
無
生
法
忍
は
、
声
聞
の
四
果
に
及
ぶ
の
は
勿
論
、
辟
支
仏
か
ら
菩
薩
に
及
ぶ
と
説

き
明
か
し
て
い
る
。

 

　

⑼
『
教
観
綱こ
う
し
ゅ
う宗

』
が
説
く
「
転
・
接
・
同
・
会
・
借
」
に
み
る
不
定
に
つ
い
て

 

　

明
の
智
旭
（
一
五
九
九

－

一
六
五
五
）
の
著
『
教
観
綱
宗
』
は
、
天
台
教
学
の
中
心

で
あ
る
化
儀
・
化
法
の
四
教
お
よ
び
十
乗
観
法
を
、
初
学
者
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
に

説
い
て
い
る
。
そ
の
末
尾
に
、
付
と
し
て
「
転
・
接
・
同
・
会
・
借
」
説
が
あ
り
、
当

面
の
不
定
教
の
思
想
に
通
じ
る
。

 

　
「
転て
ん

」
は
、
巡
る
、
移
る
の
意
か
ら
、
転
入
を
い
う
。
前
教
で
見
惑
を
断
じ
て
い
な

い
位
に
あ
る
人
が
、
後
教
に
移
り
入
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

例
え
ば
、
蔵
教
の
五
停
心･

別
相
念
処･

総
相
念
処
、
煖な
ん
ぽ
う法
・
頂
法
・
忍
法
・
世
第

一
法
か
ら
な
る
七
賢
位
で
、
通
・
別
・
円
の
三
教
に
転
入
し
、
通
教
の
初
乾
慧
地
・
二

性
地
か
ら
別
・
円
の
二
教
に
転
入
し
、
別
教
の
十
信
か
ら
円
教
に
転
入
す
る
等
を
い

う
。

 

　

七
賢
位
や
、
初
乾
慧
地
・
二
性
地
や
、
別
教
の
十
信
位
は
、
未
だ
見
惑
を
断
じ
て
い

な
い
伏
す
初
心
の
境
地
に
あ
っ
て
、
修
行
者
の
足
下
が
固
ま
っ
て
い
な
い
。
位
不
退
に

至
っ
て
い
な
い
か
ら
「
転
・
転
入
」
の
用
語
を
使
う
。

 

　
「
接し
ょ
う

」
は
、
接
ぎ
木
を
し
て
入
れ
る
の
意
か
ら
、
接し
ょ
う
に
ゅ
う入
・
被ひ
し
ょ
う接
を
い
う
。
前
教
で

見
惑
を
断
じ
た
位
に
あ
る
人
が
、
後
教
の
別
・
円
の
二
教
の
同
じ
位
に
接
ぎ
木
す
る
こ

と
を
い
う
。

 

　

例
え
ば
、
通
教
の
三
八
人
地
・
四
見
地･

五
薄
地･

六
離
欲
地･

七
已
弁
地
・
八
支

仏
地
で
、
別･

円
二
教
の
同
じ
位
に
接
入
す
る
。
別
教
の
十
住･

十
行･

十
廻
向
も
同

じ
く
、
円
教
の
同
じ
位
に
接
入
す
る
。

 

　

修
行
者
の
機
根
に
は
鋭
い
と
鈍
い
、
素
早
い
と
遅
い
の
差
が
あ
る
。
勝
れ
た
桃
や

李す
も
も

の
小
枝
を
接
ぎ
穂
に
し
て
、
普
通
の
桃
や
李
の
台
木
に
接
ぎ
木
す
る
よ
う
で
あ
る

か
ら
、「
接
・
接
入
」
あ
る
い
は
「
被
接
」
の
用
語
を
使
う
。

 
　
「
同ど
う

」
は
、
斉ひ
と

し
い
の
意
を
い
う
。
別
教
の
十
地
は
、
菩
薩
が
悟
っ
た
中
道
と
い
う

真
実
が
、
円
教
と
斉
し
い
こ
と
を
い
う
。

 
　

他
に
は
例
え
ば
、
蔵
教
の
初
果
で
あ
る
須
陀

果･

預
流
果
と
、
通
教
の
三
八
人

地
・
四
見
地
と
、
別
教
の
初
住
・
発
心
住
位
と
、
円
教
の
六
根
清
浄
位
で
あ
る
十
信
第

一
の
初
信
位
と
が
、
同
じ
く
空
観
に
よ
っ
て
、
三
界
内
の
迷
理
の
見
惑
を
断
じ
て
空
の

理
に
入
り
、
一
切
智
が
斉
し
い
こ
と
を
い
う
。
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『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
十
五

－

二
）（
大
野
・
伊
藤
）

 
　

別
教
の
菩
薩
が
悟
っ
た
中
道
と
い
う
真
実
の
道
理
は
円
教
と
斉
し
い
が
、
別
教
の
中

道
の
道
理
に
は
相
対
さ
粗
大
さ
が
残
る
。
別
教
の
悟
り
が
完
成
す
る
の
は
、
法
華
の
開

会
に
よ
っ
て
法
華
の
円
頓
一
仏
乗
に
帰
入
し
て
完
結
す
る
意
を
「
同
」
は
内
包
す
る
。

 

　
「
会え

」
は
、
集
ま
る
の
意
か
ら
、
会
入
、
開
会
を
い
う
。
蔵･

通･

別
の
三
の
権
教

に
片
寄
っ
た
人
を
集
め
て
、
円
教
の
『
法
華
経
』
に
帰
着
し
統
合
す
る
こ
と
を
い
う
。

 

　

例
え
ば
、
蔵
教
の
五
停
心･

別
相
念
処･

総
相
念
処
、
煖
法
・
頂
法
・
忍
法
・
世
第

一
法
か
ら
な
る
七
賢
位
、
通
教
の
初
乾
慧
地･

二
性
地
、
別
教
の
十
信
を
開
け
ば
、
円

教
の
随
喜
品
・
読
誦
品
・
説
法
品
・
兼
行
六
度
・
正
行
六
度
か
ら
な
る
五
品
弟
子
位
と

な
る
。

 

　

蔵
教
の
初
果
で
あ
る
須
陀

果
・
預
流
果
、
通
教
の
三
八
人
地
と
四
見
地
、
別
教
の

初
住
位
を
開
け
ば
、
円
教
の
初
信
位
と
な
る
。

 

　

蔵
教
の
四
果
・
阿
羅
漢
果
、
通
教
の
七
已
弁
地
、
別
教
の
七
住
位
を
開
け
ば
、
円
教

の
七
信
位
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
斉
し
く
、
見
思
の
惑
と
そ
の
習
気
を
断
じ
尽
く
し
、
一

切
智
を
顕
わ
す
。

 

　

別
教
の
十
廻
向
を
開
け
ば
、
円
教
の
十
信
位
と
な
る
。
斉
し
く
、
界
の
内
外
の
塵
沙

の
惑
を
断
じ
尽
く
し
、
界
外
の
無
明
の
惑
を
伏
し
、
仮
観
が
現
前
し
て
俗
諦
の
理
を

見
、
一
切
の
法
門
を
照
見
す
る
法
眼
を
開
き
、
道
種
智
を
顕
わ
す
。

 

　

別
教
の
十
地
を
開
け
ば
、
円
教
の
十
住
と
な
る
。
界
外
の
無
明
の
惑
を
一
品
一
品
断

じ
、
中
観
が
現
前
し
て
一
分
一
分
中
諦
の
理
を
観
、
諸
法
実
相
・
世
間
相
常
住
の
理
を

観
、
一
切
種
智
を
顕
わ
す
。

 

　
「
会
」
は
、
以
上
の
例
示
の
よ
う
に
、
打
ち
明
け
て
取
り
除
き
、
止
揚
し
て
統
合

し
、
そ
れ
を
会
得
す
る
こ
と
を
い
う
開
会
に
他
な
ら
な
い
。

 

　
「
借し
ゃ
く

」
は
、
人
の
力
を
借
り
て
農
耕
す
る
の
意
か
ら
、
借
用
を
い
う
。
例
え
ば
、
通

教
を
被
接
し
て
別
教
に
入
る
た
め
に
、
先
に
仮
に
別
教
の
断
惑
の
方
法
を
借
用
し
て
通

教
を
明
か
す
こ
と
を
い
う
。

 

　

例
え
ば
、
通
教
の
三
八
人
地
・
四
見
地
か
ら
別
教
の
初
地
の
歓
喜
地
に
入
る
た
め

に
、
先
に
別
教
の
初
歓
喜
地
の
上
・
中
・
下
の
無
明
の
三
品
を
断
尽
す
る
断
惑
の
方
法

を
借
用
し
、
通
教
の
三
八
人
地
・
四
見
地
の
四
諦
に
つ
い
て
八
忍
八
智
を
生
じ
、
見
道

十
五
心
と
修
道
第
十
六
心
の
断
見
惑
を
明
か
す
こ
と
を
い
う
。

 

　

通
教
の
三
八
人
地
・
四
見
地
か
ら
別
教
の
七
遠
行
地
に
入
る
た
め
に
、
先
に
別
教
の

七
遠
行
地
の
断
思
惑
の
方
法
を
借
用
し
、
通
教
の
五
薄
地
・
六
離
欲
地
の
迷
事
の
惑
の

思
惑
八
十
一
品
を
、
麁
動
の
惑
か
ら
断
じ
、
次
に
中
段
の
惑
の
断
に
進
み
、
最
後
に
最

も
弱
い
微
妙
な
は
た
ら
き
を
す
る
惑
の
断
へ
と
進
む
こ
と
を
明
か
す
こ
と
を
い
う
。

 

　

別
教
を
通
教
に
含
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
必
ず
通
教
を
借
り
て
別
教
を
明
か
す
。

『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
第
二
十
三
の
、「
須
陀

の
も
し
は
智
も
し
は
断
は
、
こ
れ

菩
薩
の
無
生
法
忍
な
り
。」
と
い
う
の
は
こ
れ
で
あ
る
。
見
惑
を
断
っ
て
四
諦
の
理
を

観
、
万
物
を
空
と
観
る
通
教
の
無
生
法
忍
を
借
用
し
て
、
別
教
の
無
生
法
忍
を
明
か
す

の
で
あ
る
。

 

　

あ
る
い
は
、
別
教
を
被
接
し
て
円
教
に
入
る
と
き
は
、
先
に
、
円
教
を
借
り
て
別
教

を
明
か
す
。
円
教
の
初
住
位
に
入
っ
て
、
一
品
の
無
明
の
惑
を
断
じ
て
、
理
性
本
有
の

三
徳
、
法
身
、
般
若
、
解
脱
の
徳
を
、
一
分
悟
る
。
三
徳
は
、
体
一
で
あ
り
、
相
即
互

融
し
て
、
三
徳
即
一
徳
、
一
徳
即
三
徳
で
あ
る
。
こ
れ
は
伊
字
の
三
点
（　

 

）、

摩ま
け
い
し
ゅ
ら

醯
首
羅
の
三さ
ん
も
く目
（ 

　

）
の
よ
う
に
、
不ふ
じ
ゅ
う
ふ
お
う

縦
不
横
、
相
即
不
離
の
三
徳
で
あ
る
。
こ

の
三
徳
を
一
分
悟
る
か
ら
、
十
界
身
を
示
現
し
、
仏
釈
尊
の
よ
う
に
八
相
作
仏
し
て
衆

生
を
済
度
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
八
相
成
道
は
、
分
証
の
仏
果
に
他
な
ら
な

い
。『
法
華
経
』
の
龍
女
の
成
仏
や
、
三
周
説
法
に
よ
っ
て
声
聞
衆
が
未
来
成
仏
の
記

別
を
受
け
る
の
は
、
こ
の
初
住
位
の
成
仏
の
相
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

初
住
位
で
、
無
明
を
破
し
、
中
道
観
が
現
前
し
、
本
有
の
理
性
を
照
ら
す
仏
眼
が
開
か

れ
、
仏
本
来
の
悟
り
を
照
ら
す
仏
眼
が
開
か
れ
、
仏
本
来
の
悟
り
を
顕
わ
す
一
切
種
智

を
成
就
す
る
。
こ
れ
が
分
証
中
道
で
あ
り
、
念
不
退
位
で
あ
る
。

 

　

つ
ま
り
無
生
法
忍
は
、
本
質
的
に
は
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の
化
法
の
四
教
の
い
ず
れ

に
も
成
立
す
る
断
と
智
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
須
陀

の
菩
薩
の
無
生
法
忍
で
あ
り
、
斯

陀
含
の
菩
薩
の
無
生
法
忍
で
あ
り
、
阿
那
含
の
菩
薩
の
無
生
法
忍
で
あ
り
、
阿
羅
漢
の

無
生
法
忍
で
あ
り
、
辟
支
仏
の
無
生
法
忍
で
あ
り
、
諸
菩
薩
の
無
生
法
忍
で
あ
り
、
さ

ら
に
は
一
生
補
処
の
等
覚
の
無
生
法
忍
で
も
あ
る
。
仏
釈
尊
が
説
く
悟
り
の
初
が
無
生

法
忍
で
あ
り
、
中
が
無
生
法
忍
で
あ
り
、
後
が
無
生
法
忍
で
あ
っ
て
、
一
切
智
で
あ

り
、
道
種
智
で
あ
り
、
一
切
種
智
で
あ
る
。

 
　

天
台
の
立
ち
位
置
は
、『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
や
『
大
智
度
論
』
が
い
う
上
記
の

立
場
に
は
な
い
。
別
教
や
円
教
に
立
ち
位
置
は
な
い
。

 

　

基
本
は
、
⑸
の
①
の
通
教
の
三
乗
共ぐ
う

の
十
地
の
三
八
人
地
と
四
見
地
に
あ
る
。
と
も

に
三
界
の
八
十
八
使
の
見
惑
を
断
じ
て
、
四
諦
の
理
を
現
観
、
現
前
に
明
瞭
に
観
察
す

る
無
生
忍
に
あ
る
。
だ
か
ら
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の
修
行
階
位
の
枠
を
飛
び
越
え
て
移
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第
四
二
号

動
、
つ
ま
り
転
入
し
た
り
、
接
入
し
た
り
、
会
入
し
た
り
と
い
う
、
自
由
自
在
の
修
行

実
践
の
有
り
様
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

 
　

こ
れ
と
、
⑸
の
②
の
蔵
教
の
初
果
、
⑸
の
③
の
別
教
の
十
住
位
の
初
位
で
あ
る
発
心

住
、
⑸
の
④
の
円
教
の
十
信
位
の
初
信
と
は
、
相
通
じ
、『
教
観
綱
宗
』
の
「
同
」
に

あ
る
。
⑸
の
①
と
同
様
に
、
三
界
の
八
十
八
使
の
見
惑
を
断
じ
て
、
八
忍
八
智
を
成
就

し
、
真
の
無
漏
智
を
発
こ
す
。
こ
れ
は
、
四
諦
の
理
を
観
る
位
不
退
位
で
あ
る
。

 

　

天
台
は
、
無
生
法
忍
は
、
通
教
の
三
乗
共ぐ
う

の
十
地
の
三
八
人
地
と
四
見
地
に
あ
る
と

す
る
立
場
に
立
つ
。

 

　

仏
の
金
口
の
一
音
の
聴
聞
と
い
っ
て
も
、
宿
世
の
積
み
上
げ
に
差
が
あ
る
か
ら
、
機

根
に
上
・
中
・
下
の
差
が
つ
く
。
こ
の
機
根
の
差
に
よ
っ
て
、
声
聞
人
は
、
鹿
野
苑
の

会
座
で
八
万
一
人
が
初
道
を
得
る
と
み
る
。
し
か
し
、
諸
の
菩
薩
は
、
無
数
の
阿
僧
祇

の
人
が
声
聞
道
を
得
る
と
み
、
辟
支
仏
道
の
因
縁
を
得
る
と
み
、
無
上
道
心
を
発
す
と

み
、
六
波
羅
蜜
の
道
を
行
じ
て
諸
の
深
三
昧
・
陀
羅
尼
門
を
得
る
と
み
、
無
生
法
忍
を

得
る
と
み
、
初
地
か
ら
十
地
に
住
す
る
と
み
、
一
生
補
処
を
得
る
と
み
、
道
場
に
坐
す

こ
と
を
得
て
こ
の
法
を
聞
い
て
疾
く
仏
道
を
成
就
す
る
と
み
る
。

 

　

仏
の
金
口
の
一
音
は
、
説
法
の
こ
と
ば
通
り
に
受
け
取
る
顕
露
の
教
え
に
あ
る
こ
と

は
勿
論
で
あ
る
が
、
説
法
の
奥
底
に
は
こ
と
ば
を
超
え
た
深
い
真
実
の
教
え
を
包
含
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
仏
の
説
法
の
言
外
に
仏
の
真
意
が
あ
る
も
の
で
あ

る
。
説
法
を
聴
聞
す
る
衆
生
の
機
根
が
、
仏
の
真
意
を
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど

に
向
上
し
て
い
れ
ば
、
機
根
に
見
合
っ
て
仏
の
真
意
を
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
仏
と
衆
生
の
感
応
道
交
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
秘
密
不
定
と
し

か
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
を
『
大
智
度
論
』
巻
第
六
十
五
無
作
実
相
品
は
、

「
密
転
法
輪
」
と
い
う
。

 

　

天
台
が
よ
っ
て
立
つ
無
生
法
忍
は
、
通
教
の
三
乗
共ぐ
う

の
十
地
の
三
八
人
地
と
四
見
地

に
あ
る
。
無
生
法
忍
が
通
教
に
あ
る
か
ら
、『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
が
い
う
、
須
陀

の
、
斯
陀
含
の
、
阿
那
含
の
、
阿
羅
漢
の
、
辟
支
仏
の
、
も
し
は
智
も
し
は
断
を
菩

薩
の
無
生
法
忍
と
し
た
り
、『
大
智
度
論
』
が
い
う
無
上
道
心
を
起
こ
し
た
り
、
十
地

に
住
し
た
り
、
等
覚
の
菩
薩
と
し
て
一
生
補
処
を
得
た
り
で
き
る
の
で
あ
る
。『
仁
王

般
若
経
』
が
い
う
七
・
八
・
九
地
と
い
う
上
地
に
被
接
し
た
り
、
別
・
円
二
教
に
通
入

し
た
り
、
円
実
に
入
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

 

　

同
じ
内
容
を
、『
教
観
綱
宗
』
は
、「
転
」「
接
」「
同
」「
会
」「
借
」
の
用
語
に
よ
っ

て
解
明
す
る
。

 

　

蔵
教
の
七
賢
位
で
通
・
別
・
円
の
三
教
に
転
入
し
た
り
、
通
教
の
初
乾
慧
地
・
二
性

地
で
別
・
円
の
二
教
に
転
入
し
た
り
、
別
教
の
十
信
位
で
円
教
に
転
入
し
た
り
す
る
。

 

　

通
教
の
三
八
人
地
・
四
見
地･

五
薄
地･

六
離
欲
地･

七
已
弁
地
・
八
支
仏
地
で
、

別･

円
に
接
入
し
た
り
、
別
教
の
十
住･

十
行･

十
廻
向
も
同
じ
く
、
円
教
に
接
入
し

た
り
す
る
。

 

　

こ
の
よ
う
な
自
在
無
礙
の
修
行
実
践
と
境
界
の
有
り
様
が
、
転
・
接
・
同
・
会
・
借

で
あ
り
、
密
転
法
輪
で
あ
り
、
秘
密
不
定
の
有
り
様
で
あ
る
。
ひ
い
て
は
円
妙
・
円

満
・
円
足
・
円
頓
の
「
円
」
の
要
諦
に
繋
が
る
。

 

　

仏
の
四
諦
の
生
滅
の
理
を
体
解
す
る
天
台
の
無
生
法
忍
は
、
通
教
に
位
置
づ
け
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
歴
然
と
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

《
現
代
語
訳
》

　

尋
ね
る
。

　

先
の
話
で
は
、
法
華
以
前
の
教
え
で
あ
る
『
無
量
義
経
』
は
、「
漸
・
頓
の
二

法
、
声
聞･

縁
覚･

菩
薩
の
三
道
、
阿
羅
漢
・
辟
支
仏
・
菩
薩･

仏
の
四
果
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
入
れ
合
う
こ
と
が
で
き
ず
、
融
合
し
な
い
」
と
い
う
。
そ
れ
が
、
法
華
の

第
五
時
で
は
融
合
す
る
と
い
う
。

　

入
れ
合
い
、
融
合
し
、
資
け
合
う
と
い
う
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

　

答
え
る
。

　

二
乗
人
は
、
二
乗
の
教
え
を
聴
聞
し
て
、
人
に
は
自
我
が
欠
け
る
と
人
空
を
悟

り
、
欲
・
色
・
無
色
の
三
界
内
の
見
惑
と
思
惑
と
を
断
ち
切
っ
て
、
阿
羅
漢
と
な

る
。
そ
し
て
、
灰
身
滅
智
の
無
余
依
涅
槃
を
至
極
と
し
、
自
分
は
同
入
法
性
、
仏
と

同
一
の
位
に
入
っ
た
と
長
く
疑
う
こ
と
が
な
い
。

　

灰
身
滅
智
を
至
極
と
す
る
二
乗
人
が
、
世
間
相
は
常
住
で
あ
り
、
諸
法
は
実
相
で
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あ
る
こ
と
が
真
実
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
上
に
成
り
立
つ
円
頓
一
仏
乗
と
い
う
大
乗
の

教
え
に
触
れ
る
。

　

二
乗
人
は
、
三
乗
は
方
便
で
あ
り
、
一
仏
乗
こ
そ
が
真
実
で
あ
り
、
古
来
永
不
成

仏
と
さ
れ
て
き
た
二
乗
人
も
成
仏
で
き
る
と
す
る
「
二
乗
作
仏
」
の
教
え
を
聴
聞
し

て
、
青
天
の
霹
靂
の
思
い
に
打
た
れ
る
。

　

さ
ら
に
二
乗
人
は
、
見
・
思
の
惑
の
断
滅
で
よ
し
と
し
た
が
、
断
滅
す
べ
き
煩
悩

に
は
、
塵
沙
の
惑
や
無
明
の
惑
が
残
る
こ
と
を
聴
聞
す
る
。

　

二
乗
人
は
、
一
切
智
を
至
極
と
考
え
て
い
た
が
、
求
め
る
智
慧
に
、
道
種
智
が
残

り
、
一
切
種
智
が
残
る
こ
と
に
気
づ
く
。

　

観
で
は
、
空
観
で
よ
し
と
し
て
い
た
が
、
実
践
す
べ
き
観
法
に
、
仮
観
が
残
り
、

中
観
が
残
り
、
し
か
も
即
空･

即
仮･

即
中
に
あ
る
の
が
宇
宙
の
真
実
で
あ
る
と
聴

聞
す
る
。

　

何
よ
り
も
二
乗
人
に
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
の
は
、
自
分
た
ち
は
現
実
を

否
定
的
・
虚
無
的
に
捉
え
て
い
た
が
、
大
乗
の
教
え
は
現
実
を
肯
定
的
に
捉
え
る
立

場
に
立
脚
す
る
こ
と
で
あ
る
。
自
分
た
ち
が
到
達
で
き
る
の
は
阿
羅
漢
果
を
至
極
と

し
、
仏
の
境
地
な
ど
論
外
で
あ
る
と
刷
り
込
ま
れ
て
き
た
先
入
観
が
、
根
底
か
ら

ひ
っ
く
り
返
さ
れ
、
自
分
た
ち
も
成
仏
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
聴
聞
し
た
こ

と
に
あ
る
。

　

成
仏
も
、
自
分
の
成
仏
よ
り
他
人
の
成
仏
を
優
先
さ
せ
る
自
未
得
度
先
度
他
と
い

う
、
万
人
成
仏
の
利
他
行
優
先
の
菩
薩
の
生
き
様
に
あ
り
、
ま
た
さ
ら
に
は
、
眼
前

の
仏
が
仏
の
す
べ
て
で
は
な
く
、
久
遠
実
成
の
法
身
仏
と
い
う
仏
身
観
に
眼
を
見
開

か
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

二
乗
人
は
、
大
乗
の
教
え
に
触
れ
る
に
つ
れ
て
、
こ
れ
ま
で
、
灰
身
滅
智
を
究
極

の
境
地
と
信
じ
、
自
分
一
人
の
成
仏
を
追
求
す
る
だ
け
で
事
足
れ
り
と
し
、
万
人
の

成
仏
に
思
い
が
至
ら
な
か
っ
た
境
地
を
、
浅
薄
で
卑
近
な
こ
と
と
深
く
思
い
知
り
、

こ
れ
ま
で
追
い
求
め
て
き
た
境
地
は
、
三
界
の
内
に
局
限
さ
れ
、
そ
こ
に
安
住
し
て

い
た
こ
と
を
恥
ず
か
し
く
思
う
よ
う
に
な
る
。

　

こ
う
し
て
二
乗
人
は
、
本
来
一
切
の
衆
生
が
残
ら
ず
仏
の
徳
性
を
具
え
、
一
切
の

衆
生
が
こ
と
ご
と
く
成
仏
す
る
と
説
く
大
乗
の
教
え
に
眼
が
開
か
れ
、
大
乗
を
恋
い

慕
う
よ
う
に
な
る
。

　

大
乗
の
教
え
に
目
覚
め
た
二
乗
人
は
、
端
的
に
大
乗
の
深
い
道
理
を
説
く
、
般
若

経
典
・
華
厳
経
典
・
法
華
経
典
・
浄
土
経
典
や
、『
維
摩
経
』
や
『
首
楞
厳
三
昧

経
』『
般
舟
三
昧
経
』
な
ど
、
諸
の
方
等
教
に
救
い
取
ら
れ
て
い
く
。
こ
れ
が
、「
頓

が
小
を
資
く
」
が
意
味
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
頓
が
小
を
資
く
」
の
「
頓
」
は
、
端
的
に
は
文
脈
の
「
大
乗
」
を
い
う
。

　

頓
教
は
本
来
、
一
躍
し
て
直
ち
に
仏
果
に
至
る
教
え
を
い
い
、
初
め
か
ら
い
き
な

り
深
い
内
容
の
教
え
を
説
く
説
き
方
を
い
う
。
つ
ま
り
『
華
厳
経
』
を
い
う
。

　
『
華
厳
経
』
は
、
時
空
を
超
え
た
無
限
の
大
い
な
る
仏
の
悟
り
の
内
容
を
そ
の
ま

ま
示
し
た
経
典
で
あ
る
。『
華
厳
経
』
の
真
骨
頂
は
、
法
界
の
華
厳
に
あ
る
。
法
界

の
華
厳
は
、
四
十
有
余
年
の
仏
の
所
説
が
帰
結
す
る
宇
宙
絶
対
の
真
実
を
『
華
厳

経
』
と
す
る
。

　

こ
の
宇
宙
絶
対
の
真
実
は
、『
華
厳
経
』
だ
け
の
独
占
で
は
な
い
。『
華
厳
経
』
に

欠
落
す
る
衆
生
教
化
の
善
巧
方
便
を
加
味
し
た
『
法
華
経
』
と
通
底
す
る
。
こ
れ

が
、
法
華
の
開
顕
に
よ
る
今
円
（
法
華
）
昔
円
（
華
厳
）
円
体
無
殊
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
「
頓
」
は
「
頓
教
」
で
あ
り
、「
頓
頓
教
」
で
あ
る
『
華
厳
経
』
に
衆
生

教
化
の
善
巧
方
便
を
加
え
た
「
漸
頓
教
」
で
あ
る
と
「
開
顕
円
」
す
る
『
法
華
経
』

で
あ
る
と
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
た
が
っ
て
「
頓
が
小
を
資
く
」
は
、
宇
宙
の
真
実
を
開
顕
す
る
『
華
厳
経
』
と
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『
法
華
経
』
の
仏
の
説
意
を
具
現
化
し
た
般
若
経
典･

華
厳
経
典･

法
華
経
典･

浄

土
経
典
や
、『
維
摩
経
』
や
『
首
楞
厳
三
昧
経
』『
般
舟
三
昧
経
』
な
ど
諸
の
方
等
教

の
一
切
が
、
小
乗
教
に
手
を
差
し
伸
べ
入
れ
合
う
こ
と
を
い
う
。

　

つ
ま
り
「
頓
が
小
を
資
く
」
は
、『
天
台
四
教
儀
』
の
立
場
か
ら
見
直
す
と
こ
の

よ
う
に
な
る
。

　

鹿
苑
時
で
は
二
乗
人
は
、
見
・
思
の
惑
を
断
尽
し
、
阿
羅
漢
に
入
る
。
阿
羅
漢
は

灰
身
滅
智
の
境
地
で
あ
る
。
身
を
無
に
し
、
心
を
無
に
帰
し
、
同
入
法
性
に
完
結
し

て
安
住
す
る
。
身
を
無
に
し
、
心
を
無
に
帰
し
た
境
地
に
は
残
る
も
の
は
何
も
な

い
。
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
は
、
野
火
に
焼
け
焦
げ
た
木
の
株
に
芽
生
え
が
な
く
、
川

の
水
が
上
流
に
向
か
っ
て
流
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
再
生
の
芽
生
え
は
な
い
。

　
『
天
台
四
教
儀
』
は
、
こ
の
空
無
の
虚
無
に
堕
す
る
二
乗
人
に
も
な
お
残
る
見
・

思
の
惑
の
習
気
を
発
見
し
て
い
る
。
こ
の
習
気
に
次
第
に
入
り
込
ん
で
再
生
を
果
た

し
、
界
内
の
塵
沙
の
惑
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
焼
け
株
に
萌
芽
の
元
を
再
発
見
し
、

三
百
由
旬
か
ら
の
菩
薩
・
仏
へ
の
再
生
の
道
を
歩
き
始
め
る
。

　

方
等
時
に
竪じ

ゅ
に
ゅ
う入
し
た
二
乗
人
は
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
が
対
説
さ
れ
る
な

か
で
、
三
百
由
旬
か
ら
の
菩
薩
・
仏
へ
の
再
生
の
道
を
さ
ら
に
確
か
な
も
の
に
し
て

い
く
。

　

蔵
教
の
教
え
か
ら
は
、
習
気
を
頼
っ
て
阿
羅
漢
か
ら
辟
支
仏
を
抜
け
、
小
乗
の
菩

薩
は
伏
惑
行
因
、
つ
ま
り
見
・
思
の
惑
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
三
大
阿
僧
祇
の
間

に
六
度
の
因
行
を
し
て
三
界
に
受
生
す
る
。
こ
う
し
て
、
菩
薩
・
仏
へ
の
再
生
の
道

を
さ
ら
に
確
か
な
も
の
に
し
て
い
く
。

　

通
教
の
教
え
か
ら
は
、
二
乗
人
は
已
弁
地
か
ら
辟
支
仏
へ
抜
け
、
辟
支
仏
へ
抜
た

通
教
の
菩
薩
は
扶ふ

し
ゅ
う
に
ん
じ
ょ
う

習
潤
生
、
つ
ま
り
習
気
を
断
尽
せ
ず
、
布
施
・
持
戒
な
ど
を
実

践
し
、
誓
願
力
に
よ
っ
て
習
気
を
扶
助
し
て
三
界
に
受
生
し
て
再
生
を
果
た
し
、
菩

薩
・
仏
へ
の
再
生
の
道
を
さ
ら
に
確
か
な
も
の
に
し
て
い
く
。

　

別
教
の
教
え
か
ら
は
、
二
乗
人
の
伏
惑
行
因
の
菩
薩
と
扶
習
潤
生
の
菩
薩
は
、
別

教
の
六
住
に
移
動
し
、
習
気
を
扶
助
し
て
再
生
を
果
た
し
、
菩
薩
・
仏
へ
の
再
生
の

道
を
さ
ら
に
確
か
な
も
の
に
し
て
い
く
。

　

円
教
の
教
え
か
ら
は
、
二
乗
人
の
別
教
の
六
住
の
菩
薩
は
、
円
教
の
六
信
の
菩
薩

に
移
動
し
、
習
気
を
扶
助
し
て
再
生
を
果
た
し
、
界
内
の
塵
沙
の
惑
を
伏
し
、
円
教

の
八
信
以
上
で
、
界
内
外
の
塵
沙
の
惑
を
伏
断
し
、
無
明
を
伏
断
し
、
菩
薩
・
仏
へ

の
再
生
の
道
を
さ
ら
に
確
か
な
も
の
に
し
て
い
く
。

　

以
上
の
方
等
時
で
は
、
二
乗
人
は
小
乗
か
ら
大
乗
へ
位
を
上
げ
る
よ
う
に
み
え
る

が
、
二
乗
人
が
得
る
利
益
は
あ
く
ま
で
「
密
」、
密
や
か
で
あ
り
、「
顕
」、
顕
ら
か

で
は
な
い
。
密
成
通
益
で
あ
り
、
密
成
別
益
で
あ
り
、
法
華
以
前
不
論
改
観
で
あ

る
。
小
乗
が
大
乗
に
位
を
上
げ
る
こ
と
は
な
い
。
小
乗
は
小
乗
の
ま
ま
に
踏
み
と
ど

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

般
若
の
会
座
で
は
、
身

し
ん
し
・
し
ん
じ
子
と
呼
ば
れ
る
舎
利
弗
と
、
善ぜ
ん
き
つ吉
と
呼
ば
れ
る
須
菩

提
と
が
、
加か

び被
、
つ
ま
り
仏
釈
尊
か
ら
不
可
思
議
な
力
を
被
っ
て
、
仏
釈
尊
に
代

わ
っ
て
諸
菩
薩
の
た
め
に
般
若
波
羅
蜜
、
つ
ま
り
有
為
空
・
無
為
空
・
畢
竟
空
を
包

含
し
た
絶
対
空
の
智
慧
を
説
く
。
仏
に
代
わ
っ
て
諸
菩
薩
に
転
教
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
舎
利
弗
や
須
菩
提
を
初
め
と
す
る
大
機
の
二
乗
人
が
、
大
乗
の
教
え
に
慣
れ
親

し
み
、
深
く
体
解
し
て
い
く
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
し
か
し
大
乗
の
教
え
を
い
か
に

深
く
体
解
し
、
他
人
の
眼
に
は
塵
沙
や
無
明
の
惑
を
伏
断
し
、
空
の
理
に
通
達
す
る

だ
け
で
な
く
、
仮
や
中
の
理
に
も
通
達
し
、
仏
・
菩
薩
の
威
容
が
具
わ
っ
て
い
る
よ

う
に
観
え
て
も
、
そ
れ
は
、
仏
の
威
神
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
二
乗
人
の
機
根
が

純
熟
し
て
具
わ
っ
た
威
容
で
は
な
い
。
二
乗
人
自
身
も
二
乗
を
離
脱
し
た
と
は
考
え

て
い
な
い
。
大
機
の
二
乗
人
の
転
教
は
、
密
成
通
益
で
あ
り
、
密
成
別
益
で
あ
り
、
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二
乗
自
身
は
自
覚
す
る
こ
と
な
く
大
乗
に
通
達
し
、
通
教
や
別
教
を
得
た
の
と
等
し

く
な
る
の
で
あ
り
、
小
乗
と
大
乗
と
の
法
の
枠
は
取
り
除
か
れ
て
い
る
が
、
人
と
人

と
の
間
の
枠
を
外
し
開
会
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
法
華
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
が
法
華
以
前
不
論
改
観
、
二
乗
が
観
を
改
め
て
位
が
上
が
っ
た
わ
け
で
は

な
い
の
で
あ
る
。

　

転
教
に
よ
っ
て
仏
の
般
若
波
羅
蜜
の
智
慧
を
体
得
す
る
と
い
う
利
益
に
与
る
の

は
、
直
接
に
は
諸
菩
薩
で
あ
る
。
転
教
を
聴
聞
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
諸
菩
薩
は
、
有

為
空
・
無
為
空
・
畢
竟
空
を
包
含
す
る
絶
対
空
の
般
若
波
羅
蜜
と
い
う
仏
の
智
慧
を

体
得
す
る
の
で
あ
る
。
転
教
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
諸
菩
薩
が
、
仏
の
真
実
の
智
慧

を
体
得
す
る
の
が
、「
小
が
大
を
資
く
」
の
内
実
で
あ
る
。

　

人
々
の
機
根
に
応
じ
て
誘
導
誘
引
し
、
小
乗
の
浅
い
内
容
の
教
え
か
ら
、
次
第
に

深
い
大
乗
の
教
え
に
説
き
進
む
「
漸
教
」
と
い
う
諸
川
の
法
門
を
、
大
海
の
円
教
に

流
入
さ
せ
て
総
合
し
、
大
海
の
海
水
で
あ
る
純
円
教
に
融
合
さ
せ
一
味
と
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
万
人
救
済
の
仏
意
が
日
の
目
を
み
る
こ
と
に
な
る
。「
漸
が
頓
を
資

く
」
は
、
こ
れ
を
い
う
。

　
「
漸
が
頓
を
資
く
」
は
、「
頓
が
漸
を
資
く
」
と
も
相
資
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ

る
。
互
い
に
資
け
合
う
意
義
に
、
一
定
の
絶
対
的
な
定
義
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

互
い
に
自
在
に
資
け
、
資
け
ら
れ
る
の
が
、「
相
資
」
で
あ
る
。

　

般
若
時
に
竪
入
し
た
二
乗
人
は
、
菩
薩
だ
け
を
対
象
と
す
る
般
若
波
羅
蜜
を
聴
聞

す
る
中
で
、
方
等
時
に
続
い
て
、
三
百
由
旬
か
ら
の
菩
薩
・
仏
へ
の
再
生
の
道
を
さ

ら
に
確
か
な
も
の
に
し
て
い
く
。

　

別
教
の
教
え
か
ら
は
、
伏
惑
行
因
の
小
乗
の
菩
薩
と
扶
習
潤
生
の
通
教
の
菩
薩

は
、
別
教
の
六
住
以
上
に
進
展
し
て
い
く
。

　

八
住
以
上
で
は
、
別
教
の
修
行
の
階
位
を
そ
の
ま
ま
進
展
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、

円
教
の
八
信
以
上
の
修
行
の
階
位
に
転
進
す
る
こ
と
も
あ
る
。
二
乗
人
は
、
別
教
の

六
住
以
上
か
ら
、
円
教
の
六
信
以
上
に
被
接
し
て
い
く
。
二
乗
人
は
、
有
へ
の
執
著

を
破
り
、
見
・
思
の
惑
を
断
ち
、
界
内
外
の
塵
沙
の
惑
を
破
り
、
空
の
理
を
悟
り
、

差
別
の
理
に
も
通
達
す
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
大
機
の
二
乗
人
舎
利
弗
や
須
菩
提

が
、
諸
菩
薩
へ
般
若
波
羅
蜜
を
転
教
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
乗
と
小
乗
の
法
の
壁

が
取
り
払
わ
れ
、
菩
薩
・
仏
へ
の
再
生
の
道
を
さ
ら
に
確
か
な
も
の
に
し
て
い
く
。

　

般
若
時
で
も
、
二
乗
人
が
得
る
利
益
は
あ
く
ま
で
「
密
」、
密
や
か
で
あ
り
、

「
顕
」、
顕
ら
か
で
は
な
い
。
小
乗
人
に
は
密
成
別
益
で
あ
り
、
大
乗
の
諸
菩
薩
に
は

「
顕
」、
顕
ら
か
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

般
若
時
で
は
、
法
の
上
の
開
三
顕
一
・
開
三
会
一
が
図
ら
れ
、
法
の
上
の
一
切
の

障
壁
が
取
り
払
わ
れ
、
一
切
の
法
は
平
等
で
あ
る
と
「
法
開
会
」
さ
れ
る
。
し
か

し
、
人
の
上
の
開
三
会
一
が
図
ら
れ
、
人
の
上
の
一
切
の
障
壁
が
取
り
払
わ
れ
、
一

切
の
人
は
平
等
で
あ
る
と
「
人
開
会
」
が
な
さ
れ
、
授
記
さ
れ
る
の
は
、
法
華
に

入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
大
機
の
二
乗
人
が
無
量
の
衆
生
の
病
に
応
じ

て
、
応
病
与
薬
の
教
え
を
説
き
、
救
済
が
意
の
ま
ま
で
あ
っ
て
、
仏
の
よ
う
に
み
え

て
も
、
大
機
の
二
乗
人
に
と
っ
て
は
、
方
等
教
の
功
徳
も
、
般
若
の
功
徳
も
、
ま
し

て
や
般
若
の
転
教
の
功
徳
も
密
成
別
益
で
あ
り
、
法
華
以
前
不
論
改
観
に
あ
る
。

　

法
華
の
三
周
説
法
の
第
三
で
あ
る
因
縁
周
の
『
法
華
経
』
の
五
百
弟
子
受
記
品
の

二
乗
受
記
に
至
っ
て
始
め
て
、
人
の
上
の
開
三
会
一
が
図
ら
れ
る
。
開
会
が
、
法
の

上
だ
け
で
な
く
、
人
の
上
に
も
完
成
し
て
、
開
会
が
完
成
・
完
結
す
る
の
は
法
華
に

至
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

　

法
の
開
会
と
人
の
開
会
が
完
結
し
て
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の
四
教
の
相
資
が
完
結

す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
二
法
・
三
道
・
四
果
の
相
資
も
完
結
し
、
世
間
相
常
住
・

諸
法
実
相
に
基
づ
く
一
仏
乗
が
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

─　  （　 ）─111182



─　  （　）─112

愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
四
二
号

　

簡
単
に
再
説
す
れ
ば
、
小
乗
の
教
え
を
受
け
た
人
が
大
乗
の
教
え
を
聞
く
と
、
小

乗
の
二
乗
人
で
あ
る
こ
と
を
恥
ず
か
し
く
思
い
大
乗
の
教
え
を
慕
う
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
が
、
大
乗
の
頓
教
が
小
乗
の
二
乗
人
を
助
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

仏
が
、
身
子
と
呼
ば
れ
る
舎
利
弗
や
、
善ぜ

ん
き
つ吉
、
す
な
わ
ち
須
菩
提
に
命
じ
て
般
若

波
羅
蜜
の
教
え
を
説
か
せ
た
。
こ
の
説
法
に
よ
っ
て
諸
菩
薩
が
利
益
す
る
こ
と
大
で

あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
小
乗
の
二
乗
人
が
大
乗
の
諸
菩
薩
を
利
益
す
る
こ
と
で
あ
り
、

「
漸
が
頓
を
資
く
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
、『
法
華
玄
義
』
巻
第
一
上
の
教
相
を
分
別
し
て
き
た
の
は
、「
顕け

ん
ろ露

」

の
立
場
か
ら
で
あ
る
。
顕
露
は
、
仏
説
は
だ
れ
に
も
公
開
さ
れ
、
だ
れ
に
も
一
定
の

利
益
を
も
た
ら
す
と
い
う
、「
顕
露
定じ

ょ
う
き
ょ
う教

」
の
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。

　

天
台
教
学
の
化
儀
の
四
教
は
、
顕け

ん
ぎ
ょ
う教
を
顕
露
と
秘
密
の
二
教
に
分
け
、
顕
露

を
、
頓
・
漸
・
不
定
の
三
教
に
分
け
る
。

　

聴
聞
す
る
人
は
、
同
じ
会
座
に
連
な
る
。

　

小
乗
の
蔵
教
を
聴
聞
す
れ
ば
、
お
互
い
が
小
乗
の
説
法
を
聴
聞
し
て
お
り
、
聴
聞

し
て
同
一
の
結
果
を
得
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
。
大
乗
の
通
教
を
聴
聞
す
れ
ば
、

お
互
い
が
通
教
の
説
法
を
聴
聞
し
、
同
一
の
結
果
を
得
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
。

別
教
に
し
て
も
、
円
教
に
し
て
も
、
こ
れ
と
同
じ
で
、
聴
聞
す
る
教
え
と
聴
聞
の
結

果
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
、
お
互
い
が
承
知
し
て
い
る
。

　

こ
れ
が
、
顕
露
定
教
で
あ
る
。

　

仏
釈
尊
の
一
生
涯
の
説
法
を
竪た

て

の
時
系
列
に
並
べ
、
仏
が
衆
生
を
教
化
教
導
す
る

の
に
用
い
る
説
法
の
形
式
の
一
つ
が
、
顕
露
定
教
で
あ
る
。

　

顕
露
定
教
に
は
、
先
ず
頓
教
と
漸
教
の
二
教
の
別
が
あ
る
。

　
「
頓
教
」
は
、
一
定
の
段
階
を
踏
ま
ず
、
直
接
的
、
飛
躍
的
に
高
い
宗
教
的
立
場

を
説
く
教
え
で
、
速
や
か
に
悟
り
に
到
達
す
る
教
え
を
い
う
。

　
「
漸
教
」
は
、
一
定
の
段
階
を
踏
ん
で
、
漸
進
的
に
長
い
間
の
修
行
に
よ
っ
て
、

高
次
の
宗
教
的
な
立
場
に
導
く
教
え
で
、
漸
進
的
に
悟
り
を
得
る
教
え
を
い
う
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
頓
教
と
漸
教
を
乳
・
酪
・
生
蘇
・
熟
蘇
・
醍
醐
の
五
味
に
充
当

し
、
頓
・
漸
二
教
と
五
味
の
在
り
方
を
、
竪
の
時
系
列
の
並
び
で
明
ら
か
に
し
た
。

　

し
か
し
、
教
え
を
聴
聞
す
る
人
の
素
質
や
能
力
や
性
質
な
ど
の
宗
教
上
の
機
根
に

応
じ
て
説
か
れ
た
、
随
宜
の
化
儀
に
よ
る
「
顕
露
不ふ

じ
ょ
う定
教
」
と
い
う
、
横
並
び
の
観

点
か
ら
仏
説
を
論
じ
る
な
ら
ば
、
竪
の
時
系
列
の
よ
う
に
は
な
ら
な
い
。

　
「
不
定
教
」
は
、
聞
法
が
「
同
聴
異
聞
」
で
あ
り
、
法
益
が
「
得
益
不
同
」
で
あ

る
こ
と
を
、
同
座
の
人
が
「
互
相
知
」
で
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

同
じ
会
座
に
連
な
っ
て
、
仏
の
一
音
の
説
法
を
聴
聞
し
て
い
る
こ
と
は
互
い
に
承

知
し
て
い
る
が
、
聴
聞
し
て
い
る
人
の
機
根
が
違
う
。
し
た
が
っ
て
聴
聞
の
仕
方
が

違
う
。
だ
か
ら
、
理
解
が
違
い
、
利
益
が
違
い
、
体
得
さ
れ
る
教
え
が
一
定
し
な

い
。
こ
れ
が
、「
顕
露
不
定
教
」
で
あ
る
。

　

不
定
教
は
、
前
四
味
の
乳
・
酪
・
生
蘇
・
熟
蘇
に
共
通
し
、
蔵
・
通
・
別
・
円
の

四
教
に
共
通
し
、
前
四
時
の
華
厳
・
鹿
苑
・
方
等
・
般
若
に
共
通
し
、
大
・
小
二
乗

の
諸
経
に
共
通
す
る
。

　

例
え
ば
、
鹿
苑
時
の
会
座
で
は
、
蔵
教
の
説
法
を
聴
聞
し
て
小
乗
の
悟
り
を
得
る

人
も
あ
れ
ば
、
大
乗
の
悟
り
を
得
る
人
も
あ
る
。
方
等
時
の
会
座
で
小
乗
の
悟
り
を

得
る
人
も
あ
れ
ば
、
大
乗
の
悟
り
を
得
る
人
も
あ
る
。
華
厳
時
の
会
座
で
も
、
般
若

時
の
会
座
で
も
同
じ
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
応
に
あ
ら
ず
し
て
応
じ
、
感
に
あ
ら
ず
し
て
感
じ
る
仏
の
身
業
・
口

業
・
意
業
の
三
輪
の
不
可
思
議
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
仏
と
同
座
の
人
の
こ
こ

ろ
が
相
交
流
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
感
応
道
交
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、
会
座
の

人
が
頓
教
の
説
法
の
な
か
に
漸
教
の
利
益
を
得
、
漸
教
の
説
法
の
な
か
に
頓
教
の
利
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益
を
得
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
仏
と
衆
生
の
感
応
道
交
が
は
た
ら
く
と
き
、
衆
生
の
能
力
や
心
構
え

や
時
機
な
ど
に
よ
っ
て
、
一
音
の
説
法
で
得
る
衆
生
の
利
益
が
衆
生
に
よ
っ
て
区
々

で
あ
る
の
が
、
不
定
教
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、「
顕
露
不
定
教
」
は
、
だ
れ
に
も
公
開
し
て
説
か
れ
る
教
え
で
あ
り
、

同
じ
会
座
に
連
な
っ
て
い
て
、
仏
の
一
音
の
説
法
を
聞
い
て
い
る
こ
と
を
承
知
し
て

お
り
、
聴
聞
し
て
い
る
人
の
機
根
の
違
い
か
ら
聴
聞
の
仕
方
が
違
い
、
機
根
の
違
い

か
ら
理
解
が
違
い
、
利
益
が
違
う
な
ど
、
体
得
さ
れ
る
法
益
が
一
定
し
て
い
な
い
こ

と
を
互
い
に
承
知
し
て
い
る
教
え
を
い
う
。

　

こ
の
よ
う
な
顕
露
不
定
教
と
い
う
観
点
に
立
て
ば
、
既
出
の
漸
・
頓
・
五
味
は
、

必
ず
し
も
顕
露
定
教
で
説
き
明
か
し
た
よ
う
に
は
な
ら
な
い
。

　
「
高
山
に
て
頓
説
す
と
い
え
ど
も
」
と
い
う
こ
と
は
、
前
出
の
「
五
味
」
に
初
出

し
た
「
乳
味
」
の
冒
頭
で
明
か
し
た
内
容
に
通
底
す
る
。

　

朝
日
が
地
平
に
顔
を
出
す
と
、
朝
日
は
最
初
に
須し

ゅ
み
せ
ん

弥
山
の
頂
い
た
だ
き

を
照
ら
す
。
朝
日

が
照
ら
し
出
し
た
須
弥
山
の
頂
以
外
は
、
暗
黒
の
な
か
に
あ
る
。
暗
黒
の
世
界
を
背

景
と
し
て
、
光
明
の
世
界
、
生
の
世
界
が
聳
え
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
日
の
出
直
後

の
風
光
で
あ
る
。

　

朝
日
が
東
の
地
平
に
顔
を
出
す
と
、
真
っ
先
に
高
い
須
弥
山
を
照
ら
す
よ
う
に
、

仏
釈
尊
は
、
宇
宙
の
真
実
を
開
示
し
て
い
る
華
厳
の
教
え
に
遭
遇
し
悟
る
。
仏
釈
尊

は
そ
の
教
え
を
、
悟
っ
た
直
後
に
マ
カ
ダ
国
の
菩
提
樹
下
の
寂
滅
道
場
で
説
き
明
か

す
。

　

仏
は
、
成
道
後
三
七
・
二
十
一
日
間
に
、
ヴ
ァ
イ
ロ
ー
チ
ャ
ナ
す
な
わ
ち
毘
盧
舎

那
法
身
と
し
て
、
海
印
三
昧
中
に
あ
っ
て
、
文
殊･

普
賢
な
ど
の
大
菩
薩
に
対
し

て
、
仏
自
身
の
悟
り
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
説
き
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
随

自
意
説
、
こ
の
段
の
用
語
を
使
え
ば
随
智
所
作
に
他
な
ら
ず
、
仏
が
悟
っ
た
悟
り
を

そ
の
ま
ま
開
陳
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

　
『
華
厳
経
』
で
は
仏
は
、
正
覚
の
地
で
あ
る
寂
滅
道
場
で
『
華
厳
経
』
を
説
法
し

て
い
る
ま
ま
に
、
最
初
は
普
光
明
殿
の
蓮
華
蔵
の
師
子
座
に
座
を
移
す
。
つ
ま
り
、

七し
ち
し
ょ
は
っ
て

処
八
会
（
ま
た
は
七
処
九
会
）
に
わ
た
っ
て
、
寂
滅
道
場
を
動
き
離
れ
る
こ
と
な

く
、
仏
は
七
処
八
会
（
ま
た
は
七
処
九
会
）
の
師
子
座
に
座
を
移
す
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
不
動
に
し
て
動
」
の
情
景
は
、
仏
の
根
本
的
な
悟
り
の
智
慧
そ
の
も
の

が
、
場
所
や
時
間
や
空
間
を
超
え
て
、
一
切
に
遍
満
し
て
い
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い

る
。

　
『
天
台
四
教
儀
』
で
は
鹿
苑
時
の
漸
教
そ
の
一
に
、「
寂
場
を
動
ぜ
ず
し
て
、
し
か

も
鹿
苑
に
游・

び
」
と
あ
る
。

　

仏
釈
尊
は
、
寂
滅
道
場
で
正
覚
を
完
成
し
、
菩
提
樹
下
で
自
内
証
を
説
法
し
て
い

る
姿
を
示
し
た
ま
ま
、
衆
生
の
機
感
に
応
じ
て
鹿
野
苑
に
遊
び
、
鹿
野
苑
の
会
座
に

移
っ
て
、
衆
生
を
教
化
す
る
の
で
あ
る
。

　

仏
釈
尊
が
鹿
野
苑
で
『
阿
含
経
』
を
説
い
た
の
が
小
乗
の
始
ま
り
で
あ
り
、
寂
滅

道
場
で
『
華
厳
経
』
を
説
い
た
の
が
大
乗
の
始
ま
り
で
あ
り
、
こ
の
「
二
始
」
は
同

時
で
あ
る
と
い
う
。

　
「
不
動
而
遊
化
」
が
い
う
不
動
に
し
て
動
の
二
始
同
時
は
、
仏
の
根
本
的
な
悟
り

の
智
慧
そ
の
も
の
が
、
場
所
や
時
間
や
空
間
を
超
え
て
、
一
切
に
遍
満
し
て
い
る
真

実
の
有
り
様
に
包
摂
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
し
て
一
面
で
は
、
菩
提
樹
下
で
開
い
た
悟
り
は
、
寂
滅
道
場
の
開
悟
と
い
う
一

念
の
事
実
に
止
ま
ら
ず
、
開
悟
の
一
念
が
衆
生
教
化
の
四
十
有
余
年
に
わ
た
っ
て
連

続
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
ろ
は
常
に
成
道
の
菩
提
樹
下
の
寂
滅
道
場
に
座
っ
て
少

し
も
動
か
な
い
こ
と
を
表
わ
す
。
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他
面
で
は
、
寂
滅
道
場
の
寂
静
と
鹿
野
苑
を
代
表
と
す
る
臨
機
応
変
と
の
、
不
動

と
動
の
二
面
が
相
資
相
成
の
事
実
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。

　

だ
か
ら
、
寂
滅
道
場
に
お
い
て
体
解
さ
れ
た
開
悟
成
道
の
一
念
が
動
じ
る
こ
と
な

く
連
続
し
、
寂
静
と
臨
機
応
変
と
が
相
続
し
て
い
る
か
ら
、
い
よ
い
よ
仏
の
大
悲
の

化
他
が
は
た
ら
く
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
仏
の
不
動
の
動
の
有
り
様
は
、
大
乗
の
機
か
ら
み
れ
ば
寂
滅
道
場

に
お
い
て
『
華
厳
経
』
を
説
く
姿
と
み
、
小
乗
の
機
か
ら
み
れ
ば
鹿
野
苑
で
『
阿
含

経
』
を
説
く
姿
と
み
る
。
し
か
し
仏
の
立
場
か
ら
は
、
大
乗
・
小
乗
の
念
を
超
越
し

て
い
る
か
ら
、
あ
れ
は
大
乗
で
あ
り
、
こ
れ
が
小
乗
で
あ
る
と
い
う
、
彼
此
の
別
は

立
ち
よ
う
が
な
い
の
で
あ
る
。

　

仏
の
説
法
は
、
衆
生
の
機
根
に
応
じ
、
謀

は
か
り
ご
と

な
く
、
応
用
自
在
で
あ
る
「
妙
」

に
あ
り
、「
二
始
同
時
」
の
は
た
ら
き
に
あ
る
。
こ
れ
を
「
無む

ぼ
う
お
う
ゆ
う

謀
応
用
」
と
い
う
。

　
「
寂
場
を
動
ぜ
ず
し
て
、
し
か
も
鹿
苑
に
遊
化
す
」
は
、
ま
さ
に
無
謀
応
用
が
は

た
ら
く
感
応
道
交
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
不
定
教
の
有
り
様
で
あ
る
。

　

続
い
て
、「
四
諦
の
生
滅
を
説
く
と
い
え
ど
も
、
不
生
不
滅
を
妨
げ
ず
」
で
あ
る
。

　

少
年
時
代
の
仏
釈
尊
は
、
な
に
不
自
由
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
ろ
が

満
ち
足
り
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

春
の
農
耕
祭
で
小
鳥
や
虫
が
弱
肉
強
食
の
食
物
連
鎖
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
を
目

撃
し
た
り
、
四
門
出
遊
の
話
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
老
い
や
病
や
死
の
苦
し
み
が
わ

が
身
に
迫
り
来
て
悩
ま
す
人
生
の
無
常
、
苦
を
痛
感
し
、
深
く
思
索
を
巡
ら
し
た
。

病
人
の
姿
を
見
て
自
分
も
い
つ
か
は
病
む
と
知
り
、
健
康
へ
の
お
ご
り
を
反
省
し

た
。

　

若
さ
へ
の
お
ご
り
、
健
康
へ
の
お
ご
り
、
生
命
へ
の
お
ご
り
を
洞
察
し
、
人
生
の

真
実
を
追
究
し
て
、
永
遠
の
安
ら
ぎ
を
求
め
て
出
家
し
た
。

　

苦
行
の
限
界
を
悟
っ
た
仏
釈
尊
は
、
沐
浴
し
、
村む

ら
お
さ長
の
娘
ス
ジ
ャ
ー
タ
が
捧
げ
る

乳
粥
を
口
に
し
、
や
が
て
菩
提
樹
の
下
で
悟
り
を
開
い
た
。

　

悟
り
を
開
い
た
仏
釈
尊
は
、
梵
天
の
勧
請
な
ど
が
あ
っ
て
、
菩
提
樹
下
で
自
内
証

を
対
告
衆
の
文
殊
や
普
賢
な
ど
の
大
菩
薩
に
明
か
し
説
い
た
。

　

仏
釈
尊
は
、
華
厳
の
会
座
に
あ
り
な
が
ら
、
仏
釈
尊
の
自
内
証
の
独
白
に
は
聾
の

よ
う
で
啞
の
よ
う
で
あ
っ
た
声
聞
衆
の
求
め
に
応
じ
て
移
り
座
っ
た
鹿
野
苑
の
転
法

輪
の
会
座
で
、
五
比
丘
で
あ
る
憍
陳
如
・
阿あ

せ
つ
じ

説
示
・
摩ま
か
な
ん

訶
男
・
婆ば
だ
い提
・
婆ば

ふ敷
に
説
い

た
。「
も
ろ
も
ろ
の
欲
望
の
ま
ま
に
欲
楽
に
耽ふ

け

る
こ
と
は
、
無
益
で
あ
る
。
自
分
を

苦
し
め
る
こ
と
に
夢
中
に
な
る
こ
と
は
、
無
益
で
あ
る
。」
と
。

　

そ
し
て
、「
わ
た
し
は
、
二
つ
の
極
端
を
捨
て
て
、
中
道
を
悟
っ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
人
の
こ
こ
ろ
の
状
態
や
も
の
の
本
質
を
み
る
眼
を
も
ち
、
知
る
こ
こ
ろ
を

得
た
。」
と
、
中
道
を
説
い
た
。

　

二
つ
の
極
端
を
離
れ
る
中
道
は
、
洞
察
力
を
生
じ
、
認
識
を
生
じ
、
静
け
さ
、
悟

り
、
目
覚
め
、
安
ら
ぎ
に
導
く
と
説
い
た
。

　

そ
う
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
中
道
が
、
洞
察
力
を
生
じ
、
認
識
を
生
じ
、
静
け

さ
、
安
ら
ぎ
な
ど
の
涅
槃
に
導
く
の
か
。

　

そ
れ
は
、
八
つ
の
部
分
か
ら
な
る
聖
な
る
道
、
八
正
道
で
あ
る
。
八
正
道
は
、
正

見
・
正
思
惟
・
正
語
・
正
業
・
正
命
・
正
精
進
・
正
念
・
正
定
の
八
で
あ
る
。
こ
れ

が
、
涅
槃
に
導
く
正
し
い
大
道
で
あ
る
と
説
い
た
。

　
「
正し

ょ
う
け
ん見

」
は
、
苦く

・
集じ
ゅ

・
滅め
つ

・
道ど
う

か
ら
成
る
四
諦
の
道
理
を
自
覚
し
、
自
分
の
こ

こ
ろ
を
あ
り
の
ま
ま
に
観
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
正し

ょ
う
し
ゅ
い

思
惟
」
は
、
正
見
の
智
慧
を
活
発
に
は
た
ら
か
せ
、
苦
・
集
・
滅
・
道
か
ら

な
る
四
諦
の
道
理
を
正
し
く
思
惟
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
正し

ょ
う
ご語

」
は
、
四し
じ
ゃ
み
ょ
う

邪
命
を
捨
て
て
、
口く
ご
う業
・
口
に
よ
る
行
為
を
正
し
く
す
る
こ
と
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で
あ
る
。

　

四
邪
命
は
、
⑴
勢
力
が
あ
る
も
の
に
媚
び
、
あ
る
い
は
そ
の
走
狗
と
な
っ
て
生
活

す
る
「
方ほ

う
く
じ
き

口
食
」。
⑵
祈
祷
や
呪
術
に
よ
っ
て
生
活
す
る
「
雑ぞ
う
く
じ
き

口
食
」。
⑶
星せ
い
し
ゅ
く宿
・

星
座
を
見
て
生
活
す
る
「
仰ご

う
く
じ
き

口
食
」。
⑷
田
畑
を
耕
し
て
生
活
す
る
「
下げ
く
じ
き

口
食
」
を

い
う
。

　
「
正し

ょ
う
ご
う業

」
は
、
身
の
邪じ
ゃ
み
ょ
う命
を
除
い
て
、
身し
ん
ご
う業
・
身
体
に
よ
る
た
ち
い
振
る
舞
い

を
清
浄
で
正
し
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

邪
命
は
、
⑴
利
得
の
た
め
に
奇
特
な
す
が
た
を
す
る
こ
と
。
⑵
利
得
の
た
め
に
自

ら
の
功
徳
を
説
く
こ
と
。
⑶
吉
凶
を
占
っ
て
人
に
法
を
説
く
こ
と
。
⑷
罵
声
を
あ
び

せ
人
を
威
圧
し
恫
喝
す
る
こ
と
。
⑸
得
ら
れ
る
利
得
を
説
い
て
人
を
動
か
す
こ
と
を

い
う
。

　
「
正し

ょ
う
み
ょ
う命

」
は
、
五
種
の
邪
命
を
除
い
て
、
身
・
口
・
意
の
三
業
を
清
浄
に
し
、

他
人
の
利
得
を
見
て
も
激
し
く
悩
み
苦
し
ま
ず
、
自
分
の
利
得
に
足
る
を
知
っ
て
、

清
浄
で
正
し
く
生
活
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
正し

ょ
う
し
ょ
う
じ
ん

精
進
」
は
、
涅
槃
に
至
る
八
正
道
に
努
め
励
み
、
正
見
に
入
る
こ
と
で
あ

る
。

　
「
正し

ょ
う
ね
ん念

」
は
、
正
見
と
い
う
目
的
を
思
い
続
け
て
、
乱
れ
ず
、
正
直
で
あ
る
こ
と

で
あ
る
。

　
「
正し

ょ
う
じ
ょ
う定

」
は
、
正
し
く
禅
定
を
実
践
し
、
迷
い
の
な
い
清
浄
な
る
悟
り
の
境
地

に
入
っ
て
、
動
じ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
苦
し
み
に
つ
い
て
の
聖
な
る
真
実
を
明
か
す
。
苦
し
み
に
つ
い
て
の
聖

な
る
真
実
「
苦
諦
」
は
、
誕
生
は
苦
で
あ
り
、
老
い
る
こ
と
は
苦
で
あ
り
、
病
は
苦

で
あ
り
、
死
ぬ
こ
と
は
苦
で
あ
り
、
愛
す
る
人
と
別
れ
る
の
は
苦
で
あ
り
、
怨
み
憎

む
人
に
会
う
こ
と
は
苦
で
あ
り
、
求
め
る
も
の
が
手
に
入
ら
な
い
こ
と
は
苦
で
あ

る
。
要
す
る
に
、
わ
た
し
を
構
成
す
る
身
心
は
実
体
が
な
く
無
我
で
あ
る
こ
と
を
知

ら
な
い
か
ら
苦
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
苦
し
み
の
起
源
に
つ
い
て
の
聖
な
る
真
実
「
集
諦
」
は
、
再
生
に
導

き
、
欲
楽
と
貪
り
を
伴
い
、
ど
こ
に
も
喜
び
を
見
出
す
渇か

つ
あ
い愛
で
あ
る
。
渇
愛
は
欲
愛

と
有
愛
と
無
有
愛
で
あ
る
。

　

苦
し
み
の
消
滅
に
つ
い
て
の
聖
な
る
真
実
「
滅
諦
」
は
、
渇
愛
を
残
り
な
く
断
念

し
、
滅
し
、
捨
て
去
り
、
自
由
に
な
っ
て
執
著
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

苦
し
み
の
滅
に
至
る
道
に
つ
い
て
の
聖
な
る
真
実
「
道
諦
」
は
、
正
見
、
正
思

惟
、
正
語
、
正
業
、
正
命
、
正
精
進
、
正
念
、
正
定
の
八
正
道
で
あ
る
。

　

こ
の
苦
・
集
・
滅
・
道
の
四
諦
は
、
四
諦
と
い
う
真
実
を
理
解
し
、
そ
の
真
実
に

対
す
る
対
応
を
み
つ
け
、
そ
の
対
応
を
行
な
う
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。

　

先
ず
仏
釈
尊
は
、
生
き
る
こ
と
は
苦
で
あ
り
、
苦
の
原
因
は
渇
愛
で
あ
り
、
苦
の

滅
尽
が
目
標
の
涅
槃
で
あ
り
、
涅
槃
へ
の
道
は
八
正
道
で
あ
る
、
と
四
諦
を
示
し

た
。

　

続
い
て
、
苦
は
知
る
べ
き
で
あ
り
、
渇
愛
は
な
く
す
べ
き
で
あ
り
、
涅
槃
は
達
す

べ
き
で
あ
り
、
八
正
道
は
実
践
す
べ
き
で
あ
る
と
、
四
諦
の
修
行
実
践
を
勧
め
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
生
き
る
こ
と
は
苦
で
あ
る
と
自
ら
知
り
尽
く
し
、
一
切
の
渇
愛

を
自
ら
な
く
し
、
涅
槃
に
到
達
し
、
八
正
道
の
実
践
を
自
ら
完
成
し
た
、
と
釈
尊
自

ら
が
自
己
を
点
検
し
、
五
比
丘
に
説
き
明
か
し
た
。

　

わ
た
し
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
の
が
、
苦
で
あ
る
。
苦
は
、
人
生
の
苦
で
あ

る
。
人
生
苦
は
、
人
に
迫
り
悩
ま
す
生し

ょ
う

・
老ろ
う

・
病び
ょ
う

・
死し

の
四
苦
と
、
四
苦
に
愛
別

離
苦
・
怨
憎
会
苦
・
求
不
得
苦
・
五ご

う
ん蘊
盛じ
ょ
う
く苦
を
加
え
た
八
苦
を
特
徴
と
す
る
。
こ
れ

ら
の
苦
は
、
わ
た
し
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
。
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
苦
は
、
因

と
縁
と
の
離
合
集
散
に
よ
っ
て
織
り
な
さ
れ
る
。
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わ
た
し
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
苦
を
真
正
面
に
見
据
え
て
、
そ
れ
を
踏
み
越

え
、
飼
い
慣
ら
し
、
無
縁
の
も
の
と
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
苦
・
集
・
滅
・
道
か
ら

な
る
四
諦
で
あ
る
。

　

四
諦
は
、
ま
さ
に
人
生
苦
に
生し

ょ
う

あ
り
、
滅め
つ

あ
り
と
観
て
い
く
四
諦
観
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
鹿
野
苑
の
転
法
輪
の
会
座
で
仏
釈
尊
は
、
快
楽
と
苦
行
の
両
極
端
を
離

れ
た
中
道
こ
そ
が
人
の
心
を
観
、
物
の
本
質
を
見
る
眼
を
も
た
ら
し
、
知
る
心
を
得

る
と
説
い
た
。
そ
し
て
中
道
の
生
き
方
を
実
現
す
る
に
は
、
八
正
道
の
修
行
実
践
が

最
上
の
正
し
い
道
で
あ
る
と
説
い
た
。

　

説
法
は
続
い
た
。
先
ず
、
こ
の
世
は
苦
で
あ
る
と
い
う
「
苦
諦
」
を
明
か
し
た
。

　

続
い
て
、
苦
の
原
因
は
欲
愛
と
有
愛
と
無
有
愛
を
特
徴
と
す
る
渇
愛
で
あ
る
と
い

う
「
集
諦
」
を
明
か
し
た
。「
欲
愛
」
は
、
感
覚
的
な
欲
望
で
、
財
・
色･

食･

名

誉･

睡
眠
の
五
欲
が
引
き
起
こ
す
煩
悩
を
い
い
、「
有
愛
」
は
、
生
存
へ
の
欲
望
を

い
い
、「
無
有
愛
」
は
、
生
存
そ
の
も
の
か
ら
離
れ
た
い
と
い
う
欲
望
を
い
う
。「
渇

愛
」
は
、
欲
愛･

有
愛･

無
有
愛
を
包
含
し
た
根
源
的
な
欲
望
で
、
喉
が
渇
い
た
人

が
水
を
求
め
る
よ
う
な
激
し
い
欲
望
を
い
う
。

　

説
法
は
更
に
続
い
て
、
渇
愛
を
断
つ
こ
と
が
、
無
常
の
世
を
超
え
、
苦
し
み
を
滅

し
た
悟
り
の
境
地
に
至
る
道
で
あ
る
と
す
る
「
滅
諦
」
を
明
か
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
四
諦
の
説
法
が
一
巡
し
た
と
こ
ろ
で
、
最
初
に
明
か
さ
れ
た

「
中
道
＝
八
正
道
」
に
も
ど
り
、
理
想
の
境
地
へ
至
る
た
め
に
は
八
正
道
の
修
行
実

践
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
「
道
諦
」
が
再
度
明
か
さ
れ
た
。

　

こ
の
四
諦
三
転
十
二
行
相
の
説
法
を
聴
取
し
て
、
五
比
丘
の
う
ち
の
最
年
長
の
憍

陳
如
が
預
流
果
を
得
た
。
仏
釈
尊
が
「
憍
陳
如
が
悟
っ
た
」
と
喜
び
の
声
を
発
し
た

の
で
、
憍
陳
如
は
、
悟
っ
た
憍
陳
如
、
阿
若
憍
陳
如
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。
預
流
果
を
得
る
条
件
は
、
真
実
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
瞑
想
が
な

く
て
も
、
仏
釈
尊
の
説
法
を
理
解
す
る
だ
け
で
十
分
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
仏
釈
尊
は
、
五
比
丘
に
三
ヶ
月
間
、
毎
日
真
実
を
教
え
、
瞑
想
を
指
導

し
た
。
こ
の
間
に
憍
陳
如
以
外
の
四
比
丘
も
預
流
果
を
得
て
、
聖
者
の
仲
間
に
入
っ

た
。

　

最
終
的
に
真
実
を
説
く
必
要
を
感
じ
た
仏
釈
尊
は
、
場
所
を
移
動
し
て
、
始
め
て

無
我
に
つ
い
て
説
法
し
た
（『
無
我
相
経
』）。
色し

き

・
受
・
想
・
行ぎ
ょ
う

・
識
の
五
蘊
は
無

我
で
あ
る
。
ど
こ
に
も
永
遠
の
魂
と
い
え
る
よ
う
な
実
体
は
な
い
、
と
説
く
説
法
で

あ
っ
た
。
仏
釈
尊
の
説
法
を
聴
聞
し
て
、
五
比
丘
は
阿
羅
漢
の
悟
り
に
達
し
た
と
い

う
。

　

つ
ま
り
、
苦
・
集
・
滅
・
道
の
四
諦
の
修
行
実
践
の
な
か
で
、
修
行
者
は
自
分
の

身
心
の
本
質
の
無
我
に
気
づ
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

怨
憎
会
苦
は
、
怨
み
憎
む
人
に
も
会
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
苦
し
み
を
い
う
が
、

わ
た
し
は
怨
み
や
憎
し
み
が
あ
る
と
、
怨
み
や
憎
し
み
を
実
体
視
し
て
し
ま
う
か

ら
、
怨
み
や
憎
し
み
に
束
縛
さ
れ
振
り
回
さ
れ
て
し
ま
う
。
怨
み
や
憎
し
み
は
、
わ

た
し
と
わ
た
し
の
相
手
と
の
関
係
性
の
な
か
に
生
起
す
る
だ
け
で
、
実
体
は
な
い

と
、
怨
み
や
憎
し
み
に
執
著
し
な
け
れ
ば
ど
れ
だ
け
気
が
軽
く
な
る
こ
と
か
。

　

病
苦
も
、
病
が
実
体
と
し
て
あ
る
と
執
著
す
る
か
ら
、
病
に
振
り
回
さ
れ
て
し
ま

う
。
病
原
菌
が
病
で
は
な
い
。
病
原
菌
が
は
た
ら
い
て
、
わ
た
し
に
悪
い
は
た
ら
き

を
す
る
か
ら
病
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。

　

四
苦
八
苦
の
ど
れ
を
取
っ
て
も
、
関
係
性
は
あ
る
が
、
実
体
性
の
な
い
も
の
に
執

著
し
、
そ
れ
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
が
苦
し
み
で
あ
っ
て
、
苦
し
み
そ
の
も
の
に
は

ど
こ
に
も
実
体
性
は
な
い
。
わ
た
し
の
身
体
に
は
変
わ
ら
な
い
実
体
は
な
い
し
、
わ

た
し
の
こ
こ
ろ
に
は
、
対
象
に
対
す
る
は
た
ら
き
は
あ
っ
て
も
、
こ
こ
ろ
そ
の
も
の

に
固
定
的
な
実
体
と
し
て
の
自
我
は
な
い
。
わ
た
し
の
こ
こ
ろ
の
状
態
に
し
て
も
、
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こ
こ
ろ
の
本
質
に
し
て
も
無
我
で
あ
る
。
こ
れ
が
、「
人に
ん
く
う空

」
で
あ
る
。

　

無
我
は
、
わ
た
し
に
霊
魂
・
ア
ー
ト
マ
ン
の
よ
う
な
実
体
は
な
い
こ
と
を
い
う

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
わ
た
し
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
や
物
と
の
関
わ
り
の
お
陰

で
、
わ
た
し
の
生
き
る
道
が
決
り
、
あ
る
一
定
の
期
間
生
き
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い

る
。
だ
か
ら
、
そ
れ
に
相
応
し
く
生
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
こ
ろ
や
生
き
方
も
無
我

と
い
う
。
本
質
の
こ
と
と
、
こ
こ
ろ
の
状
態
の
両
方
を
無
我
と
い
い
、
わ
た
し
の
身

心
の
状
態
だ
け
を
無
我
と
い
う
の
で
は
な
い
。

　

こ
れ
を
、
わ
た
し
と
い
う
個
人
に
限
ら
ず
、
存
在
全
体
に
当
て
は
め
る
と
、

「
空く

う

」
に
な
る
。
空
は
そ
れ
だ
け
で
、
い
つ
ま
で
も
、
何
の
お
陰
を
蒙
ら
な
い
も
の

で
あ
り
、
し
か
も
自
分
の
思
い
通
り
に
な
る
よ
う
な
も
の
は
何
も
な
い
こ
と
を
い

う
。
無
我
だ
か
ら
空
で
あ
る
。
空
で
あ
る
か
ら
無
我
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

自
分
の
思
い
通
り
に
な
る
よ
う
な
も
の
は
何
も
な
い
こ
と
は
苦
で
あ
る
か
ら
、
苦

は
空
で
あ
り
、
空
は
苦
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

一
切
の
事
象
は
、
そ
れ
だ
け
で
、
い
つ
ま
で
も
、
何
の
お
陰
を
蒙
ら
な
い
で
あ

り
、
し
か
も
自
分
の
思
い
通
り
に
な
る
よ
う
な
も
の
は
何
も
な
い
と
い
う
、
い
わ

ば
、
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
が
な
い
。
こ
れ
が
「
法ほ

う
く
う空

」
で
あ
る
。

　

苦
は
、
空
で
あ
る
。

　

空
は
、
無
自
性
や
、
無
常
や
、
無
我
や
、
苦
や
、
さ
ら
に
は
縁
起
な
ど
の
基
本
的

な
考
え
方
を
深
化
し
、
総
合
し
た
考
え
方
で
あ
る
。

　

一
切
の
事
象
は
、
空
の
有
り
様
に
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け

で
は
、
わ
た
し
の
眼
前
に
現
存
し
現
象
し
て
い
る
諸
事
象
と
符
合
し
な
い
。
一
切
は

空
で
あ
る
と
い
う
が
、
眼
前
に
は
事
象
が
現
存
す
る
。
こ
の
矛
盾
は
ど
う
す
る
か
。

　

わ
た
し
の
眼
前
の
事
象
が
現
存
す
る
の
を
観
る
と
、
空
の
反
面
に
空
で
は
な
い
も

の
が
あ
る
こ
と
に
思
い
至
る
。
空
で
は
な
い
も
の
を
「
不
空
」
と
呼
ぶ
。
空
の
反
面

は
不
空
で
あ
る
。
不
空
は
、
も
の
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
が
、
も
の
の
存
在

は
永
遠
で
は
な
い
。
し
ば
ら
く
の
間
存
在
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
し
ば
ら
く
の
間
仮か

り

に
こ
の
世
に
存
在
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。
こ
の
意
味
で
、
不
空
を
「
仮け

」
と
呼
ぶ
。

　

空
と
仮
と
は
、
掌
の
表
裏
の
よ
う
に
、
一
見
、
別
物
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
元
を

正
せ
ば
一
で
あ
る
「
背
面
相そ

う
ほ
ん翻
の
即
」
に
あ
る
が
、
よ
く
考
え
れ
ば
、
渋
柿
が
そ
の

ま
ま
甘
柿
と
な
る
よ
う
に
、
Ａ
が
そ
の
ま
ま
Ｂ
で
あ
る
「
当
体
全ぜ

ん
ぜ是
の
即
」
に
あ

る
。
空
は
そ
の
ま
ま
仮
、
仮
は
そ
の
ま
ま
空
に
あ
っ
て
、
空
と
仮
は
絶
対
的
同
一
に

あ
る
。
こ
の
非
仮
（
有う

と
も
）
非
空
を
天
台
で
は
中ち
ゅ
う

と
い
い
、
中
道
と
い
う
。

　

つ
ま
り
、
空
は
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
仮
に
あ
る
空
即
仮
、
仮
は
そ
っ
く
り
そ
の
ま

ま
空
に
あ
る
仮
即
空
と
い
う
、
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
「
実
相
」
に
あ
る
と
い
う
の
が

真
実
で
あ
る
。

　

こ
の
真
実
の
立
場
に
立
て
ば
、
一
切
の
事
象
は
生
じ
る
こ
と
も
滅
す
る
こ
と
も
な

い
「
不ふ

し
ょ
う
ふ
め
つ

生
不
滅
」
に
あ
る
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
柳
沢
桂
子
氏
が
い
う
よ
う
に
、

仏
の
眼
で
事
象
を
観
れ
ば
、
事
象
は
原
子
の
濃
淡
に
過
ぎ
な
い
。
一
切
は
原
子
の
濃

淡
に
過
ぎ
な
い
と
観
れ
ば
、
そ
こ
に
は
生
じ
る
こ
と
も
滅
す
る
こ
と
も
な
い
。
濃
淡

の
波
動
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

水
は
、
水
と
い
う
分
子
の
集
積
で
あ
る
が
、
水
そ
の
も
の
は
な
い
。

　

水
は
、
水
素
と
酸
素
が
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
水
素
と
酸
素
そ
の
も
の
は
な

い
。

　

原
子
核
が
あ
っ
て
、
電
子
や
陽
子
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
原
子
核
は
、
バ
リ
オ
ン

で
で
き
て
い
る
。
バ
リ
オ
ン
は
ク
ォ
ー
ク
で
で
き
て
い
る
。
ク
オ
ー
ク
の
形
で
存
在

す
る
ク
オ
ー
ク
は
、
物
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
互
換
的
で
あ
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
波

動
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
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だ
か
ら
現
段
階
で
は
、
波
動
は
永
久
に
存
在
し
不
変
で
あ
る
と
、
永
遠
不
変
で
あ

る
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
、
一
切
の
事
象
は
常
住
で
あ
る

と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
宇
宙
の
存
在
が
縁
起
し
て
い
る
有
り
様
は
永
遠
で
あ
る
と

い
う
「
常
住
」
は
、
仏
教
は
積
極
的
に
承
認
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
宇
宙
の
存
在
の
有
り
様
を
い
う
真
実
の
道
理
を
悟
っ
て
心
が
安
ら

ぐ
こ
と
を
「
無む

し
ょ
う
ぼ
う
に
ん

生
法
忍
」
と
も
い
う
。

　

す
べ
て
は
不
生
不
滅
で
あ
る
と
徹
底
し
て
悟
り
、
認
め
、
そ
こ
に
心
を
安
ん
じ
、

再
び
迷
い
の
世
界
に
堕
落
し
な
い
位
が
、
無
生
法
忍
で
あ
る
。
無
生
法
忍
は
、
一
切

の
事
象
が
生
じ
る
こ
と
も
滅
す
る
こ
と
も
な
く
、
常
住
で
あ
る
と
い
う
、
不
生
不
滅

と
い
う
教
え
が
真
実
で
あ
る
と
認
証
す
る
不
退
転
の
段
階
を
い
う
。

　

無
生
法
忍
は
不
生
不
滅
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
般
若
波
羅
蜜
と
も
い
う
。

　

般
若
波
羅
蜜
は
、
有
為
法
が
空
で
あ
る
と
す
る
有
為
空
と
、
無
為
法
す
な
わ
ち
涅

槃
が
空
で
あ
る
と
す
る
無
為
空
と
、
諸
法
を
空
じ
お
わ
っ
て
窮
極
の
空
で
あ
る
と
す

る
畢
竟
空
と
を
含
め
収
め
た
絶
対
空
の
智
慧
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
不
生
不
滅
の
智
慧
は
、
般
若
波
羅
蜜
の
智
慧
に
他
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
こ
の
般
若
波
羅
蜜
の
智
慧
は
、
鹿
苑
阿
含
時
で
は
顕
露
、
あ
か
ら
さ
ま
に

は
説
か
れ
て
い
な
い
。
仏
釈
尊
の
最
初
の
転
法
輪
の
中
道
・
四
諦
・
八
正
道
の
裏
に

密
か
に
縫
い
込
ま
れ
て
い
る
教
え
で
あ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
、
鹿
苑
阿
含
時
で
開
発

さ
れ
る
不
生
不
滅
の
智
慧
は
、「
密
説
般
若
」
と
呼
ば
れ
る
。

　

密
説
に
し
ろ
、
顕
説
に
し
ろ
鹿
苑
の
中
道
・
四
諦
・
八
正
道
の
教
え
か
ら
、
世
界

の
有
り
様
が
空
に
あ
り
、
続
い
て
仮
に
あ
り
、
続
い
て
中
に
あ
る
こ
と
が
開
か
れ
て

い
く
。
し
か
も
機
根
に
応
じ
て
の
展
開
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
原
文
の
「
妨
げ
ず
」
が

い
う
。

　

声
聞
衆
は
、
仏
釈
尊
の
金こ

ん
く口
の
一い
っ
と
ん音
を
聴
聞
し
て
、
四
諦
の
生
滅
の
理
を
こ
と
ば

通
り
に
理
解
し
、
示
・
勧
・
証
の
三
転
十
二
行
相
に
し
た
が
っ
て
修
行
実
践
に
励

む
。
そ
し
て
但た

ん
く
う空
を
よ
し
と
し
て
灰
身
滅
智
の
境
地
に
安
住
し
、
阿
羅
漢
を
至
高
と

す
る
。

　

し
か
し
宿
世
に
お
い
て
多
く
の
功
徳
を
積
み
上
げ
、
機
根
が
勝
れ
て
い
る
諸
菩
薩

は
、
声
聞
衆
が
聴
聞
し
た
同
じ
仏
の
一
音
の
説
法
聞
法
に
よ
っ
て
、
四
諦
の
生
滅
の

理
を
超
え
て
、
密
説
般
若
の
不
生
不
滅
の
理
、
有
為
空
・
無
為
空
・
畢
竟
空
を
包
含

す
る
絶
対
空
を
内
実
と
す
る
、
般
若
波
羅
蜜
の
智
慧
と
い
う
利
益
に
与
り
、
仏
陀
の

境
地
を
望
み
観
る
。

　

こ
れ
は
、
仏
の
不
可
思
議
・
不
可
説
の
力
に
よ
る
も
の
で
、
仏
説
に
は
顕
説
だ
け

で
な
く
密
説
も
あ
り
、
し
た
が
っ
て
不
定
説
も
あ
る
の
は
、
何
も
不
思
議
な
こ
と
で

は
な
い
。
こ
れ
が
、
苦
の
正
見
で
あ
り
、
正
見
が
不ふ

じ
ょ
う
き
ょ
う

定
教
の
由
縁
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
続
い
て
、「
菩
薩
の
た
め
に
仏
の
境
界
を
説
く
と
い
え
ど
も
、
し
か
も
二

乗
の
智
断
あ
り
」
で
あ
る
。

　

略
意
は
、
次
に
あ
る
。

　

方
等
時
と
般
若
時
は
、
根
底
で
は
、
縁
起
が
織
り
な
す
仏
の
真
実
の
世
界
を
明
か

し
て
い
る
。
仏
の
世
界
は
、
方
等
で
は
不
二
の
法
門
に
あ
り
、
般
若
で
は
転
教
に
よ

る
般
若
波
羅
蜜
に
あ
る
。
し
か
し
二
乗
人
は
、
そ
れ
と
は
無
関
係
に
相
変
わ
ら
ず
四

諦
と
十
二
縁
起
が
織
り
な
す
、
灰
身
滅
智
の
境
地
を
窮
極
と
し
、
声
聞
と
縁
覚
の
世

界
に
安
住
し
て
離
れ
よ
う
と
し
な
い
。
仏
の
一
音
を
聞
法
す
る
の
も
、
衆
生
の
機
根

に
よ
っ
て
区ま

た
ま
た々

で
不ふ
じ
ょ
う定
で
あ
る
。

　

詳
意
は
、
次
に
あ
る
。

　

仏
釈
尊
の
四
十
有
余
年
の
説
法
を
聴
聞
す
る
人
に
、「

竪
し
ゅ
に
ゅ
う
・
じ
ゅ
に
ゅ
う
入

定
教
の
旧

得
」
と
「
横お

う
ら
い来
不
定
の
新
得
」
と
が
あ
る
。

　

華
厳
の
会
座
で
は
聾
の
ご
と
く
啞
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
が
、
鹿
苑
の
会
座
で
小
乗
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の
果
報
を
得
、
次
い
で
方
等
の
会
座
に
連
な
る
小
乗
人
を
「
竪
入
定
教
の
旧
得
」
と

い
う
。

　

仏
釈
尊
の
説
法
を
、
最
初
の
華
厳
の
会
座
か
ら
順
次
に
聞
く
こ
と
が
で
き
ず
、
途

中
か
ら
加
わ
っ
て
教
え
を
聴
聞
す
る
小
乗
人
が
「
横
来
不
定
の
新
得
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
人
た
ち
に
、
仏
釈
尊
が
畏び

し
ゃ
り
こ
く

舎
離
国
の
菴あ
ん
ら
じ
ゅ
お
ん

羅
樹
園
で
説
い
た
の
が
『
維
摩

経
』
で
あ
る
。
大
乗
の
経
典
は
ほ
と
ん
ど
方
等
経
典
に
包
摂
さ
れ
る
。
代
表
す
る
経

典
に
、『
維
摩
経
』『
思
益
経
』『
楞
伽
経
』『
金
光
明
経
』『
勝
鬘
経
』
な
ど
が
あ

る
。
共
通
し
て
、
大
・
小
の
二
乗
の
教
え
が
併
説
さ
れ
て
お
り
、
大
乗
の
勝
れ
て
い

る
の
を
歎
美
す
る
と
と
も
に
、
小
乗
の
劣
っ
て
い
る
の
を
析
挫
し
、
耻
小
慕
大
、
小

乗
人
を
大
乗
に
向
か
わ
せ
る
教
え
と
な
っ
て
い
る
。

　

方
等
経
典
の
代
表
と
し
て
、『
維
摩
詰
所
説
経
』
を
取
り
上
げ
る
。

　
『
維
摩
経
』
は
、
矛
盾
と
汚お

じ
ょ
く濁
と
煩
悩
の
真
っ
只
中
に
生
き
る
現
実
の
わ
た
し
の

心
を
問
題
と
し
、
わ
た
し
は
清
ら
か
な
仏
に
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
説
く
。

『
維
摩
経
』
を
貫
く
の
は
、
煩
悩
即
菩
提
で
あ
る
。
こ
れ
を
不
二
法
門
と
い
う
。

　

三
十
一
人
の
菩
薩
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
不
二
法
門
を
説
く
。

　

先
ず
法
自
在
菩
薩
が
生
と
滅
の
不
二
を
説
く
。
相
対
分
別
の
世
界
で
は
、
因
縁
和

合
の
一
切
は
移
り
変
わ
る
か
ら
、
必
ず
生
滅
が
あ
る
。
生
と
滅
の
二
つ
は
、
対
立
す

る
概
念
で
あ
る
。

　

無
分
別
の
世
界
は
、
因
と
縁
を
離
れ
て
常
住
す
る
か
ら
、
無
生
無
滅
、
不
生
不
滅

で
あ
る
。

　

生
即
滅
、
滅
即
不
生
、
不
生
即
滅
、
不
生
即
不
滅
、
不
生
不
滅
で
あ
る
。
こ
の
不

二
法
門
で
は
、
一
切
は
悟
り
の
風
光
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
。
悟
り
の
世
界
は
、
対
立

が
な
い
平
等
の
世
界
で
あ
る
。
対
立
が
な
い
か
ら
無
生
滅
で
あ
り
、
無
生
無
滅
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
ご
と
が
、
そ
の
本
質
に
実
体
が
な
く
「
空
」
で
あ

る
か
ら
、
生
じ
た
り
滅
し
た
り
し
て
変
化
す
る
こ
と
が
な
い
。
そ
こ
で
は
、
対
立
を

そ
の
ま
ま
に
、
対
立
の
な
い
世
界
を
み
る
。
生
は
そ
の
ま
ま
滅
で
あ
る
。
滅
は
不
生

で
あ
り
、
不
生
は
不
滅
で
あ
る
。
滅
も
不
滅
で
あ
る
。
生
と
滅
は
、
対
立
を
超
え
て

絶
対
平
等
に
あ
る
。

　

続
い
て
、
我
と
我
所
の
不
二
、
受
と
不
受
の
不
二
、
垢
と
浄
の
不
二
、
善
と
不
善

の
不
二
、
生
死
と
涅
槃
の
不
二
、
我
と
無
我
の
不
二
、
有
漏
と
無
漏
の
不
二
等
々
、

菩
薩
が
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
を
明
か
す
。

　

三
十
一
人
の
菩
薩
の
表
明
が
一
巡
し
た
と
き
、
文
殊
師
利
菩
薩
は
、「
一
切
の
法

に
お
い
て
言
も
な
く
、
説
も
な
く
、
示
も
な
く
、
識
も
な
し
。
諸
の
問
答
を
離
る
。」

と
見
解
を
明
か
し
た
。
一
切
の
事
象
は
、
言
葉
も
な
く
、
説
明
し
よ
う
も
な
く
、
示

し
よ
う
も
な
く
、
識
り
よ
う
も
な
く
、
す
べ
て
の
問
答
か
ら
離
れ
て
い
る
。
そ
の
と

こ
ろ
を
不
二
法
門
に
入
る
と
い
う
、
と
説
い
た
。

　

最
後
に
維
摩
詰
居
士
が
、「
黙
然
無
言
」
で
応
え
た
。
こ
れ
が
、
維
摩
の
一
黙
、

響
き
雷
の
如
し
、
と
称
さ
れ
、
不
二
法
門
の
窮
極
を
示
す
。

　

世
間
の
立
場
は
対
立
、
二
分
の
分
別
に
あ
る
が
、
出
世
間
の
立
場
に
あ
る
不
二
法

門
は
、
一
切
を
「
絶
対
の
一
」
と
観
な
す
平
等
、
無
差
別
の
世
界
観
に
あ
る
。

　

生
と
死
と
を
別
の
存
在
と
見
れ
ば
、
二
で
あ
り
、
非
連
続
で
あ
る
。
し
か
し
、
生

が
あ
る
か
ら
死
が
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
生
と
死
は
連
続
し
て
い
る
。
生
と
死
と
は
非

連
続
の
連
続
で
あ
る
と
い
え
る
。
生
と
死
は
二
で
あ
っ
て
、
し
か
も
不
二
に
あ
る
。

　

薪
と
灰
は
別
な
も
の
と
見
れ
ば
、
二
で
あ
り
、
非
連
続
で
あ
る
が
、
薪
が
燃
や
さ

れ
て
灰
に
な
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
薪
と
灰
は
連
続
し
て
い
る
。
薪
と
灰
と
は
非
連
続

の
連
続
で
あ
る
と
い
え
る
。
薪
と
灰
は
二
で
あ
っ
て
、
し
か
も
不
二
に
あ
る
。

　

不
二
法
門
に
入
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
切
の
対
立
を
超
え
た
対
立
の
な
い
世
界
に

入
る
の
で
は
な
い
。
対
立
は
対
立
と
し
て
、
二
つ
の
相
対
立
す
る
も
の
に
執
著
し
な
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い
自
由
な
境
地
に
入
る
の
で
あ
る
。

　

対
立
を
そ
の
ま
ま
対
立
と
み
る
の
が
、
相
対
の
世
界
の
有
り
様
で
あ
り
、
わ
た
し

の
見
方
で
あ
る
。
対
立
し
て
い
る
も
の
が
繋
が
っ
て
い
る
と
み
る
の
が
、
本
当
の
有

り
様
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
対
立
し
て
い
る
も
の
が
繋
が
り
、
区
別
は
で
き
る

が
分
離
は
で
き
な
い
。
も
と
は
一
つ
に
繋
が
り
き
っ
て
い
る
と
観
る
の
が
真
実
の
有

り
様
で
あ
る
。

　

不
二
の
世
界
、
こ
れ
が
空
の
世
界
で
あ
り
、
こ
れ
が
仏
の
境
界
で
あ
る
。

　

対
立
し
て
い
る
も
の
が
対
立
し
た
ま
ま
一
つ
と
観
て
、
対
立
に
執
著
し
な
い
、
あ

る
が
ま
ま
に
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
自
由
な
境
地
が
仏
の
境
界
で
あ
る
。
仏
の

真
実
の
境
界
は
、
元
来
一
つ
の
も
の
が
、
仮
に
そ
れ
ぞ
れ
区
別
さ
れ
る
形
で
分
か
れ

て
い
る
が
、
分
か
れ
て
い
る
も
の
が
繋
が
り
合
っ
て
い
る
と
観
る
の
で
あ
る
。

　

唯
識
で
は
、「
ば
ら
ば
ら
」
と
観
る
の
が
遍へ

ん
げ
し
ょ
し
ゅ
う
し
ょ
う

計
所
執
性
、「
繋
が
り
」
と
観
る
の

が
依え

た
き
し
ょ
う

他
起
性
、「
一
つ
」
と
観
る
の
が
円え
ん
じ
ょ
う
じ
つ
し
ょ
う

成
実
性
で
、
合
わ
せ
て
三さ
ん
し
ょ
う性
と
い
う
。

　
「
絶
対
の
一
」
あ
る
い
は
「
空
」
と
み
る
、
分
別
さ
れ
な
い
世
界
を
知
る
プ
ラ

ジ
ュ
ニ
ャ
ー
・
智
慧
が
「
無
分
別
智
」
で
あ
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
プ
ラ
ジ
ュ

ニ
ャ
ー
の
音
写
が
「
般
若
」
で
あ
る
。

　

一
切
の
事
象
は
、
そ
れ
だ
け
で
、
い
つ
ま
で
も
、
何
の
お
陰
を
蒙
ら
な
い
で
あ

り
、
し
か
も
自
分
の
思
い
通
り
に
な
る
よ
う
な
も
の
は
何
も
な
い
と
い
う
、
い
わ

ば
、
固
定
的
不
変
的
な
独
自
の
実
体
が
な
い
と
み
る
の
が
、「
〇ぜ

ろ

」
で
あ
り
「
空く

う

」

で
あ
る
。

　

元
来
一
つ
の
も
の
が
、
仮
に
そ
れ
ぞ
れ
区
別
さ
れ
る
形
に
分
か
れ
て
、
繋
が
り

合
っ
て
い
る
と
観
る
の
が
、「
絶
対
の
一
」
で
あ
る
。

　

〇ぜ
ろ

と
見
、
あ
る
い
は
絶
対
の
一
と
観
る
。
こ
れ
が
仏
の
境
地
で
あ
る
。

　

華
厳
の
会
座
の
説
法
で
は
聾
啞
の
よ
う
で
あ
っ
た
声
聞
人
が
、
仏
釈
尊
が
、
華
厳

の
会
座
に
座
っ
た
ま
ま
、
声
聞
人
の
機
根
に
感
応
道
交
し
て
移
り
座
っ
た
鹿
苑
の
会

座
の
説
法
で
、
二
乗
人
は
仏
の
説
法
を
聴
聞
し
て
、
中
道
・
四
諦
・
八
正
道
を
体
解

し
て
預
流
果
と
い
う
小
乗
の
果
報
を
得
て
聖
者
の
仲
間
に
入
る
。
続
く
三
ヶ
月
の
聞

法
に
よ
っ
て
、
無
我
を
体
解
し
、
思
惑
を
断
尽
し
、
や
が
て
阿
羅
漢
果
の
無
学
果
を

得
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
三
界
の
な
か
で
空
観
に
よ
っ
て
見
惑
と
思
惑
を
断
ち
尽
く

し
、
一
切
智
の
果
報
を
得
る
教
え
で
あ
る
。

　

次
い
で
、
方
等
の
会
座
に
加
わ
る
。
方
等
時
の
説
法
は
、
大
乗
の
会
座
で
あ
る
。

こ
の
会
座
で
説
か
れ
る
経
典
は
、
ほ
と
ん
ど
の
大
乗
の
経
典
を
網
羅
し
て
い
る
。
二

乗
人
は
、
大
乗
の
教
え
を
聴
聞
し
て
、
不
但
空
、
つ
ま
り
仮
に
刮か

つ
も
く目
し
、
さ
ら
に
は

空
と
仮
の
奥
に
中
・
中
道
の
有
り
様
を
対
望
、
望
み
観
る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
う
し
て
、
鹿
苑
時
で
得
た
小
乗
の
但
空
と
い
う
三
界
六
道
の
な
か
の
浅
い
悟
り

を
、
仏
の
深
い
中
・
中
道
を
観
る
悟
り
と
同
一
視
し
て
い
る
偏
見
を
打
破
す
る
の
で

あ
る
。
し
か
し
二
乗
人
は
、
こ
れ
ら
の
方
等
経
典
を
聴
聞
し
て
大
乗
の
教
え
に
親
し

み
、
機
根
は
向
上
し
て
い
く
が
、
自
分
た
ち
は
阿
羅
漢
で
あ
っ
て
、
大
乗
の
分
で
は

な
い
と
二
乗
人
の
境
地
を
離
れ
よ
う
と
し
な
い
。

　

般
若
の
会
座
に
至
る
と
、
通
と
円
の
二
教
を
帯
び
た
別
教
を
内
容
と
す
る
教
え
が

説
か
れ
る
。
大
乗
と
小
乗
を
別
の
も
の
と
す
る
強
い
執
著
を
淘
汰
し
て
、
大
乗
・
小

乗
は
一
味
で
あ
る
と
融
合
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

舎
利
弗
や
須
菩
提
な
ど
の
大
声
聞
衆
が
、
仏
の
加
被
力
を
得
て
、
諸
菩
薩
に
般
若

波
羅
蜜
を
転
教
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
二
乗
人
を
大
乗
の
な
か
に
進
展
さ
せ
、
絶

対
空
の
般
若
波
羅
蜜
に
親
し
み
、
入
ら
せ
る
の
で
あ
る
。

　

色
・
受･
想･

行･

識
の
五
蘊
か
ら
な
る
形
成
さ
れ
た
一
切
は
、
因
と
縁
と
の
和

合
に
よ
っ
て
生
じ
、
自
性
が
な
い
か
ら
空
で
あ
る
。
因
と
縁
の
支
配
を
受
け
な
い
ニ

ル
ヴ
ァ
ー
ナ
や
、
輪
廻
を
解
脱
し
た
境
地
や
、
縁
起
の
理
や
、
四
諦
の
理
な
ど
の
よ
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う
な
生･

住･

異･

滅
の
な
い
も
の
は
、
不
可
得
で
あ
る
か
ら
空
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
空
で
あ
る
と
徹
見
し
た
の
が
窮
極
の
空
で
あ
る
。
こ
の
有
為

空･

無
為
空･

畢
竟
空
を
包
含
し
た
絶
対
空
が
、
仏
の
境
界
で
あ
る
般
若
波
羅
蜜
で

あ
る
。

　

大
声
聞
衆
の
舎
利
弗
や
須
菩
提
の
境
地
は
、
諸
菩
薩
に
般
若
の
智
慧
を
転
教
す
る

ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
世
界
の
有
り
様
を
透
徹
し
て
観
る
眼
を
具
え
て
い
る
が
、
自
分

自
身
は
相
変
わ
ら
ず
声
聞
人
で
あ
る
と
自
認
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
一
般
の
声
聞
人

が
声
聞
の
境
涯
を
離
れ
よ
う
と
思
わ
な
い
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
横
来
不
定
の
新
得
」
で
あ
れ
、「
竪
入
定
教
の
旧
得
」
で
あ
れ
二

乗
人
は
、
方
等
と
般
若
の
会
座
で
、
煩
悩
即
菩
提
・
不
二
・
絶
対
空
・
般
若
波
羅
蜜

な
ど
の
大
乗
の
深
遠
な
仏
の
教
義
に
触
れ
、
機
根
は
向
上
す
る
が
、
小
乗
人
は
、
二

乗
の
智
断
、
つ
ま
り
小
乗
の
智
慧
で
煩
悩
を
断
じ
る
灰
身
滅
智
の
境
地
に
安
住
し
て

離
れ
よ
う
と
し
な
い
。

　

さ
ら
に
続
い
て
、「
五
人
が
果
を
証
す
と
い
え
ど
も
、
八
万
の
諸
天
が
無
生
忍
を

獲
う
る
こ
と
を
妨
げ
ず
」
で
あ
る
。

　

略
説
す
る
。

　

仏
釈
尊
が
説
く
四
諦
の
生
滅
の
法
を
、
憍
陳
如
を
初
め
と
す
る
五
比
丘
は
、
金
口

通
り
に
受
け
止
め
、
そ
の
境
地
に
安
住
し
た
。

　

鹿
野
苑
の
会
座
を
、
多
く
の
諸
天
が
取
り
巻
い
て
い
た
。
多
く
の
諸
天
は
、
宿
世

の
聞
法
に
よ
っ
て
機
根
が
勝
れ
て
い
た
の
で
、
四
諦
の
生
滅
を
説
く
仏
の
一
音
を
、

大
乗
の
不
生
不
滅
の
教
え
と
体
解
し
た
。
仏
の
転
法
輪
の
一
音
で
、
五
比
丘
は
順
次

に
蔵
教
の
預
流
果
を
得
た
が
、
取
り
囲
ん
で
い
た
八
万
の
諸
天
は
通
教
の
無
生
法
忍

を
得
、
位
不
退
の
境
地
に
至
っ
た
。
位
不
退
の
境
地
に
至
っ
た
諸
天
は
、
別
教
の
無

生
法
忍
に
進
展
し
、
円
教
の
無
生
法
忍
に
転
進
し
、
諸
天
の
な
か
に
は
そ
の
機
根
に

よ
っ
て
、
七
住
に
進
展
し
た
り
、
十
地
の
七
・
八
・
九
地
に
転
進
し
た
も
の
が
い
た

と
い
う
、
同
聴
異
聞
、
得
益
不
同
の
不
定
を
い
う
。

　

詳
説
す
る
。

　

仏
釈
尊
は
、
三
十
五
歳
で
成
道
後
、
菩
提
樹
下
で
自
内
証
を
転
法
輪
す
る
。
仏

は
、
華
厳
の
会
座
に
座
し
た
ま
ま
、
座
を
鹿
野
苑
に
移
し
た
。

　

鹿
野
苑
の
会
座
で
は
、
か
つ
て
苦
行
を
共
に
し
た
憍
陳
如
な
ど
の
五
比
丘
を
対
告

衆
と
し
て
、
二
辺
を
離
れ
た
中
道
に
よ
っ
て
仏
は
成
道
し
た
こ
と
、
中
道
と
は
八
正

道
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
四
諦
の
生
滅
の
法
を
三
転
十
二
行
相
で
説
い
た
。
四
諦
の

生
滅
の
法
は
、
事
象
は
す
べ
て
、
因
と
縁
と
の
離
合
集
散
に
よ
っ
て
生
じ
る
と
み
、

滅
す
る
と
み
る
四
諦
観
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
鹿
野
苑
の
転
法
輪
に
よ
っ
て
、
憍
陳
如
は
、
汚
れ
で
あ
る
煩
悩
を
断
じ
尽
く

し
、
天
地
は
振
動
し
、
初
果
を
得
た
。
す
な
わ
ち
三
界
の
迷
理
の
惑
で
あ
る
八
十
八

使
の
見
惑
を
断
じ
尽
く
し
て
、
初
め
て
聖
者
の
流
れ
に
入
り
、
預
流
果
を
得
た
の
で

あ
る
。

　

転
法
輪
で
憍
陳
如
は
初
果
を
得
た
が
、
こ
の
鹿
野
苑
の
初
転
法
輪
は
、
憍
陳
如
一

人
が
仏
釈
尊
の
転
法
輪
に
よ
っ
て
、
初
果
を
得
る
に
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
憍
陳
如
に

続
い
て
、
三
ヶ
月
の
聞
法
に
よ
っ
て
阿あ

せ
つ
じ

説
示
が
、
摩ま
か
な
ん

訶
男
が
、
婆ば
だ
い提
が
、
最
後
に
は

婆ば

ふ敷
が
初
果
を
得
た
。

　

続
い
て
『
無
我
相
経
』
が
い
う
色
・
受
・
想
・
行
・
識
の
五
蘊
の
無
我
の
説
法
を

聴
聞
し
て
、
五
比
丘
は
阿
羅
漢
果
に
達
し
た
。

　
『
転
法
輪
経
』（『
大
正
蔵
』
二
・
五
○
三
ａ

－

ｃ
）
や
『
大
智
度
論
』
巻
第
六
十

五
（『
大
正
蔵
』
二
五
・
五
一
七
ａ

－

ｂ
）
に
よ
れ
ば
、
仏
釈
尊
の
四
諦
の
生
滅
の

法
の
説
法
を
聴
聞
し
た
の
は
五
比
丘
に
止
ま
ら
な
い
。
初
転
法
輪
の
会
座
に
、
無
量

の
比
丘
や
天
神
が
現
わ
れ
、
み
な
大
い
な
る
説
法
の
会
座
を
取
り
囲
み
、
空
中
に
満
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ち
た
と
描
写
し
て
い
る
。

　

こ
の
鹿
野
苑
の
初
転
法
輪
を
、
仏
法
を
守
護
す
る
天
上
界
の
無
量
の
神
々
、
す
な

わ
ち
帝
釈
天
や
大
梵
天
な
ど
の
神
々
や
、
竜
王･

緊
那
羅
王
・
乾
闥
婆
王
・
阿
修
羅

王
・
迦
楼
羅
王
な
ど
の
異
形
の
神
々
や
鬼
神
や
、
諸
菩
薩
た
ち
が
、
五
比
丘
と
同
時

に
同
所
で
聴
聞
し
た
。

　

こ
れ
が
第
一
の
初
転
法
輪
で
あ
る
。
第
一
の
初
転
法
輪
で
は
、
阿
若
憍
陳
如
を
初

め
と
す
る
五
比
丘
が
初
果
を
得
た
が
、
取
り
囲
ん
で
い
た
八
万
の
諸
天
は
無
生
法
忍

を
得
る
の
に
何
の
支
障
も
な
か
っ
た
。

　

八
万
の
諸
天
は
、
宿
世
に
積
み
上
げ
た
功
徳
に
よ
っ
て
機
根
が
勝
れ
て
い
た
か

ら
、
四
諦
の
生
滅
の
法
や
無
我
の
法
を
聴
聞
し
て
、
そ
の
奥
に
含
蓄
さ
れ
て
い
る
不

生
不
滅
と
い
う
大
乗
の
悟
り
で
あ
る
無
生
法
忍
を
得
た
。
こ
れ
が
第
二
の
転
法
輪
で

あ
る
。

　

天
台
教
学
で
は
、
無
生
法
忍
は
、
通
教
の
三
乗
共ぐ

う

の
十
地
の
三
八
人
地
と
四
見
地

に
あ
る
と
す
る
立
場
に
立
つ
。
し
か
し
、
仏
の
金
口
の
一
音
を
聴
聞
と
い
っ
て
も
、

宿
世
の
積
み
上
げ
に
差
が
あ
る
か
ら
、
機
根
に
上
・
中
・
下
の
差
が
あ
る
。
こ
の
機

根
の
差
に
よ
っ
て
、
声
聞
人
は
、
鹿
野
苑
の
会
座
で
八
万
一
人
が
初
道
を
得
る
と
み

る
。
し
か
し
諸
の
菩
薩
は
、
無
数
の
阿
僧
祇
の
人
が
声
聞
道
を
得
る
と
見
、
辟
支
仏

道
の
因
縁
を
得
る
と
見
、
無
上
道
心
を
発
す
と
見
、
六
波
羅
蜜
の
道
を
行
じ
て
諸
の

深
三
昧
・
陀
羅
尼
門
を
得
る
と
見
、
無
生
法
忍
を
得
る
と
見
、
初
地
か
ら
十
地
に
住

す
る
と
見
、
一
生
補
処
を
得
る
と
見
、
道
場
に
坐
し
て
疾
く
仏
道
を
成
就
す
る
と
、

『
大
智
度
論
』
巻
第
六
十
五
、
無
作
実
相
品
が
示
す
よ
う
に
、
機
根
の
差
に
よ
っ

て
、
一
音
の
聞
法
の
受
け
止
め
が
異
な
る
。

　

仏
の
金
口
の
一
音
は
、
説
法
の
こ
と
ば
通
り
に
受
け
取
る
顕
露
の
教
え
で
あ
る
こ

と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
説
法
の
奥
底
に
は
こ
と
ば
を
超
え
た
深
い
真
実
の
教
え
を
包

含
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
仏
の
説
法
の
言
外
に
仏
の
真
意
が
あ
る
も
の

で
あ
る
。
説
法
を
聴
聞
す
る
衆
生
の
機
根
が
、
仏
の
真
意
を
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
ど
に
向
上
し
て
い
れ
ば
、
機
根
に
見
合
っ
て
仏
の
真
意
を
、
無
数
の
阿
僧
祇
の

人
が
声
聞
道
を
得
る
と
見
、
辟
支
仏
道
の
因
縁
を
得
る
と
見
、
無
上
道
心
を
発
こ
す

と
見
、
六
波
羅
蜜
の
道
を
行
じ
て
諸
の
深
三
昧
・
陀
羅
尼
門
を
得
る
と
見
、
十
地
に

住
す
る
と
見
、
一
生
補
処
を
得
る
と
見
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
は
、
仏
と
衆
生
の
感
応
道
交
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
秘
密
不
定
と
し
か
い

う
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
を
『
大
智
度
論
』
巻
第
六
十
五
、
無
作
実
相
品
は
、

「
密
転
法
輪
」
と
い
う
。

　

同
じ
こ
と
を
、
智
旭
の
『
教
観
綱
宗
』
は
、「
転
」「
接
」「
同
」「
会
」「
借
」
の

用
語
に
よ
っ
て
説
示
す
る
。

　

蔵
教
の
七し

ち
け
ん
い

賢
位
で
通
・
別
・
円
教
に
転
入
し
た
り
、
通
教
の
初
乾
慧
地
・
二
性
地

で
別
・
円
教
に
転
入
し
た
り
、
別
教
の
十
信
位
で
円
教
に
転
入
し
た
り
、
あ
る
い

は
、
通
教
の
三
八
人
地
・
四
見
地･

五
薄
地･

六
離
欲
地･

七
已
弁
地
・
八
支
仏
地

で
、
別･

円
二
教
の
同
じ
位
に
接
入
し
た
り
、
別
教
の
十
住･

十
行･

十
廻
向
で
円

教
の
同
じ
位
に
接
入
し
た
り
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
法
輪
は
第
三
、
第
四
、
第
五
へ
と
、
次
か
ら
次
へ
と
転
じ
て
い
く
の

で
あ
る
。

　

な
お
無
生
法
忍
は
、
一
切
の
事
象
の
本
質
が
空
で
あ
る
か
ら
、
本
来
無
生
無
滅
、

す
な
わ
ち
不
生
不
滅
で
あ
る
と
い
う
教
え
が
真
実
で
あ
る
と
認
証
す
る
こ
と
に
徹
底

し
た
悟
り
を
い
う
。

　

一
切
の
事
象
は
、
そ
れ
だ
け
で
、
い
つ
ま
で
も
、
何
の
お
陰
も
蒙
ら
な
い
の
で
あ

り
、
し
か
も
自
分
の
思
い
通
り
に
な
る
よ
う
な
も
の
は
何
も
な
い
と
い
う
、
固
定
的

不
変
的
な
独
自
の
実
体
が
な
い
「
空
」
に
あ
る
。
実
体
が
な
い
空
に
あ
る
か
ら
、
一
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切
の
事
象
は
、
生
じ
た
り
滅
し
た
り
し
て
変
化
す
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の
存
在
の
有

り
様
の
真
実
か
ら
み
れ
ば
、
一
切
の
事
象
は
生
じ
る
こ
と
も
滅
す
る
こ
と
も
な
い
不

生
不
滅
に
あ
る
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
宇
宙
の
真
実
の
道
理
を
悟
っ
て
心
が
安
ら
ぐ
こ
と
を
「
無
生
法

忍
」
と
い
う
。
大
乗
の
通
教
の
三
乗
共
の
三
八
人
地
と
四
見
地
を
立
ち
位
置
と
す
る

菩
薩
の
悟
り
で
あ
る
無
生
法
忍
は
、
不
生
不
滅
と
い
う
教
え
が
真
実
で
あ
る
と
認
証

し
て
不
退
転
に
あ
る
。
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